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はじめに
このたびは、本装置をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

インターネットや LANをさらに活用するために、本装置をご利用ください。 

2005年 1月

本ドキュメントには「外国為替及び外国貿易管理法」に基づく特定技術が含まれています。

従って本ドキュメントを輸出または非居住者に提供するとき、同法に基づく許可が必要となります。 

Microsoft Corporationのガイドラインに従って画面写真を使用しています。 

© OMRON Corporation 2004 All Rights Reserved.
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本書の使いかた
本書では、本装置の設定メニューで表示される画面について説明しています。

また、 CD-ROMの中の READMEファイルには大切な情報が記載されていますので、併せてお読みください。

本書の読者と前提知識

本書は、ネットワーク管理を行っている方を対象に記述しています。

本書を利用するにあたって、ネットワークおよびインターネットに関する基本的な知識が必要です。

マークについて

本書で使用しているマーク類は、以下のような内容を表しています。

本書における商標の表記について 

Microsoft、 Windowsおよび Windows NTは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登

録商標です。 

Microsoft

 

®

 

Windows

 

®

 

 XP Professional operating system、または Microsoft ® Windows ®  XP Home Edition 

operating systemは、 Windows ®  XPと表記します。 

Microsoft

 

®

 

 Windows

 

®

 

  Millennium Edition operating systemは、 Windows ®  Meと表記します。 

Microsoft

 

®

 

 Windows

 

®

 

 98 operating systemは、 Windows ®  98と表記します。 

Microsoft

 

®

 

 Windows

 

®

 

 95 operating systemは、 Windows ®  95と表記します。 

Microsoft

 

®

 

 Windows

 

®

 

 2000 Server Network operating system、または Microsoft ®  Windows ®  2000 Profes- 

sional operating systemは、 Windows ®  2000と表記します。 

Microsoft

 

®

 

 Windows NT

 

®

 

 Server network operating system Version 4.0、または Microsoft ®  Windows NT ®  

Workstation operating system Version 4.0は、 Windows NT ®  4.0と表記します。 

MD5は、 RSA Security Inc.が開発した暗号およびハッシュアルゴリズムです。

本書に記載されているその他の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

本装置をお使いになる際に、役に立つ知識をコラム形式で説明しています。

本装置をご使用になる際に、注意していただきたいことを説明しています。

操作手順で説明しているものの他に、補足情報を説明しています。

操作方法など関連事項を説明している箇所を示します。
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1 「設定メニュー」を表示する
「かんたん設定」をサポートしているかどうかで［設定］タブをクリックしたときに表示される画面が異なります。

画面左側に表示されるタブをクリックすると、ブラウザの表示が変わります。

（ 1）本装置ロゴ ：クリックすると、トップページが表示されます。

（ 2）［設定］タブ ：クリックすると、［かんたん設定メニュー］ボタンと［詳細設定メニュー］ボタンが表示

されます。

文字入力フィールドでは、半角文字（ 0～ 9、 A～ Z、 a～ zおよび記号）だけを使用してください。ただし、空白文字、
「”」、「 <」、「 >」、「 &」、「 %」は入力しないでください。

［操作］タブ、［表示］タブおよび［保守］タブについて 

MR1000　 Webユーザーズガイド「 2.1 操作メニューを使う」（ P.18）、「 2.2 表示メニューを使う」（ P.24）、

「 2.3 保守メニューを使う」（ P.97） 

MR1000　 Webユーザーズガイド「 1.5 文字入力フィールドで入力できる文字一覧」（ P.13）

 （ 2） 

 （ 1）
「設定メニュー」を表示する 6  
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2 インターネットへ ISDN接続かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→インターネットへ「 ISDN接続」 

2.1 必須設定

接続先の電話番号

半角数字 32桁以内で指定します。－、 (、 )、が区切り文

字として使用できます。

《指定例》 

01-2345-6789

01(2345)6789

ユーザ認証 ID

接続先より通知された IDを半角英数字 64文字以内で指定

します。

ユーザ認証パスワード

接続先より通知されたパスワードを半角英数字 64文字以

内で指定します。
インターネットへ ISDN 接続かんたん設定 7  
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2.2 オプション設定 

IPアドレス／ネットマスク

本装置の IPアドレスとネットマスクを指定します。ただ

し、既存のネットワークに接続するのでなければ、修正は
不要です。 

IPアドレスに 0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。 

DNSサーバ

必要に応じて接続先、またはネットワーク管理者に指示
された DNSサーバの IPアドレスを指定します。指定する

値は DHCPサーバ機能により広報されます。省略、また

は 0.0.0.0を指定する場合は、広報を行いません。また、

“自動取得”をチェックする場合は、本装置の IPアドレス

を DNSサーバアドレスとして広報します。実際の DNS

サーバアドレスは回線接続時に相手システムより取得し、 
ProxyDNS機能が名前解決を行います。自動取得は相手シ

ステムが DNSサーバアドレスの広報機能（ RFC1877）を

サポートしている場合にだけ使用できます。

接続先の電話番号 2／ 3

マルチダイヤルを行う場合に指定します。記述方法は、
接続先の電話番号と同じです。

常時接続機能

インターネットへ ISDN接続機能を使用して常時接続する

場合は“使用する”を選択します。

無通信監視タイマ 

ISDN回線の無通信監視タイマを 0～ 3600秒の範囲で指

定します。その時間を超えても、通信が行われなかった
場合は、 ISDN回線を自動的に切断します。なお、 0を指

定した場合は、自動切断を行いません。

課金単位時間

課金単位時間を 0.0～ 3600.0秒の範囲で指定します。こ

こで指定する時間は無通信監視による回線切断のときに
参照され、同じ料金で最大の接続時間を得るよう回線切
断タイミングを調整します。なお、 0を指定した場合は、

課金単位の調整を行いません。

接続ネットワーク名

ネットワークを識別する名称を半角英数字 8文字以内で指

定します。

接続先名

接続先を識別する名称を半角英数字 8文字以内で指定します。

アドレス変換 

1つのグローバル側 IPアドレスを使用して、複数台のパソ

コンからネットワークにアクセスする場合は、“マルチ 
NAT”を選択します。 

UPnP機能 

UPnP対応装置や UPnP対応アプリケーションプログラム

を使用する場合は“使用する”を選択します。 

MP

 

MP接続をする場合は、“使用する”を選択します。“使用

する”を選択した場合は、データ通信量に応じて適宜増
減します。

かんたんフィルタ

かんたんフィルタは、通常の使用方法で起こりやすい以
下の問題を回避するための IPフィルタを簡単に設定でき

ます。 

Windows NT

 

®、 Windows ®  95などによる Microsoft 

Networkを使用している場合、お客様のネットワーク設

定によっては、 NetBIOS over TCPによって定期的に送出

されるパケットにより自動発信してしまう場合がありま
す。この問題を回避するために、 NetBIOS over TCPが使

用する TCPおよび UDPのサービスポートの 137～ 139を

遮断するフィルタを設定します。 

ping（ ICMP echo）などのコマンドにより自動発信して

しまう場合があります。この問題を回避するために、 
ICMPプロトコルによる自動発信を抑止するフィルタを設

定します。なお、回線が接続状態にあるときには、 ICMP
パケットを通過させます。 

syslog、 TIME、 NTP（ SNTP）により自動発信してしまう

場合があります。この問題を回避するために、それぞれ
のプロトコルによる自動発信を抑止するフィルタを設定
インターネットへ ISDN 接続かんたん設定 8  
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します。なお、回線が接続状態にあるときには、それぞ
れのパケットを通過させます。 

Windows

 

® 

 

2000から本装置を経由してインターネットへ

接続する場合、 Windows ®  2000が送信する予期しない 

DNSパケットにより自動発信してしまう場合があります。

この問題を回避するために、 ProxyDNS情報に問い合わせ

タイプが SOA（ 6）、 SRV（ 33）の DNSパケットを破棄す

るフィルタ、ホストデータベース情報に IPアドレスが

「 127.0.0.1」のホスト名は「 localhost」を設定します。
インターネットへ ISDN 接続かんたん設定 9
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3 インターネットへ専用線接続かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→インターネットへ「専用線接続」 

3.1 必須設定 

IPアドレス／ネットマスク

本装置の IPアドレスとネットマスクを指定します。マルチ 

NATを使用する場合は、ローカルな IPアドレス、使用しな

い場合は、プロバイダから割り当てられた IPアドレスを指

定します。 

IPアドレスに  0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。

使用する回線速度

使用する回線速度を選択します。 

DNSサーバ

接続先、またはネットワーク管理者に指示された DNS

サーバの IPアドレスを指定します。指定する値は DHCP

サーバ機能により広報されます。 0.0.0.0を指定した場合

は、広報を行いません。 

3.2 オプション設定

接続ネットワーク名

ネットワークを識別する名称を半角英数字 8文字以内で指

定します。

接続先名

接続先を識別する名称を半角英数字 8文字以内で指定します。
インターネットへ専用線接続かんたん設定 10  
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ドメイン名

必要に応じて接続先、またはネットワーク管理者に指示
されたドメイン名を半角英数字 80文字以内で指定します。

省略時は、 DHCPサーバによる広報を行いません。

アドレス変換

マルチ NATを使用すると、プロバイダから取得している 

IPアドレス個数以上の端末を利用できます。使用する場

合は、“マルチ NAT”を選択します。 WAN側に固定のア

ドレスを 1つ、または複数持っている場合は、“グローバ

ルアドレス”と“アドレス個数”を設定します。

グローバルアドレス

グローバルアドレスを先頭とする“アドレス個数”分の
アドレスが本装置の WAN IPアドレスとなります。

アドレス個数 

1～ 16の範囲で指定します。 

UPnP機能 

UPnP対応装置や UPnP対応アプリケーションプログラム

を使用する場合は“使用する”を選択します。
インターネットへ専用線接続かんたん設定 11
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4 PPPoEかんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→インターネットへ「 PPPoE接続」 

4.1 必須設定

ユーザ認証 ID／パスワード  

PPPoEで接続する際に使用する、ユーザ認証 IDとパス

ワードを 64桁以内で指定します。 

4.2 オプション設定 

IPアドレス／ネットマスク

プライベート側の IPアドレスとネットマスクを指定しま

す。本装置では、 PPPoEで使用するように指定したイン

タフェースの反対側のインタフェースが自動的にプライ
ベート側となります。
PPPoE かんたん設定 12  
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DNSサーバ

必要に応じて接続先またはネットワーク管理者に指示さ
れた DNSサーバの IPアドレスを指定します。指定する値

は DHCPサーバ機能により広報されます。省略または 

0.0.0.0を指定する場合は広報を行いません。また、“自動

取得”を選択する場合は、本装置の IPアドレスを DNS

サーバアドレスとして広報します。実際の DNSサーバア

ドレスは回線接続時に相手システムより取得し、 
ProxyDNS機能が名前解決を行います。自動取得は相手シ

ステムが DNSサーバアドレスの広報機能（ RFC1877）を

サポートしている場合にだけ使用できます。

接続ネットワーク名

ネットワークを識別する名称を 8文字以内で指定します。

接続先名

接続先を識別する名称を 8文字以内で指定します。 

PPPoEで使用するインタフェース 

PPPoEで使用するインタフェースを選択します。

常時接続機能 

PPPoEを使用して常時接続を行う場合は“使用する”を

選択します。

無通信監視タイマ

常時接続機能を使用しない場合の無通信監視タイマを 0～ 

3600秒の範囲で指定します。ここで指定した時間に通信

が行われなかった場合、自動的に切断します。 0を指定し

た場合は、自動的に切断しません。

アドレス変換 

1つのグローバル側 IPアドレスを使用して、複数台のパソ

コンからネットワークにアクセスする場合は、“マルチ 
NAT”を選択します。 

UPnP機能 

UPnP対応装置や UPnP対応アプリケーションプログラム

を使用する場合は“使用する”を選択します。 

LAN0／ 1転送レート 

LANインタフェースに接続するネットワークの転送レー

トを選択します。“自動認識”を選択した場合、本装置は 
HUBとのネゴシエーションにより速度と全二重／半二重

を自動決定します。固定で指定する場合は、接続されて
いる HUBの仕様に合わせます。

“自動認識”は接続ネットワークの環境によって正しく動
作しない場合があります。その場合は“自動認識”ではな
く固定の設定を行います。
PPPoE かんたん設定 13  
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5 オフィスへ ISDN接続かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→オフィスへ「 ISDN接続」 

5.1 必須設定

接続先の電話番号

半角数字 32桁以内で指定します。－、 (、 )、が区切り文

字として使えます。

《指定例》 

01-2345-6789

01(2345)6789

ユーザ認証 ID／パスワード（発信）

本装置から発信接続するときに使用する認証 IDとパス

ワードを半角英数字 64文字以内で指定します。

ユーザ認証パスワード／パスワード（着信）

本装置から着信接続するときに使用する認証 IDとパス

ワードを半角英数字 64文字以内で指定します。
オフィスへ ISDN 接続かんたん設定 14  
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IPアドレス／ネットマスク

本装置の IPアドレスとネットマスクを指定します。ただ

し、既存のネットワークに接続するのでなければ、修正は
不要です。 

IPアドレスに 0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。

相手ルータの IPアドレス／ネットマスク

相手ルータの IPアドレスとネットマスクを指定します。

本装置はこの指定で得られるネットワークに対してスタ
ティックルートを指定します。 

5.2 オプション設定 

DHCPサーバ  

DHCPサーバを使用する場合は、“使用する”を選択します。 

DNSサーバ広報

必要に応じて接続先、またはネットワーク管理者に指示
された DNSサーバの IPアドレスを指定します。指定する

値は DHCPサーバ機能により広報されます。省略、また

は 0.0.0.0を指定する場合は、広報を行いません。

常時接続機能

オフィスへ ISDN接続機能を使用して常時接続を行う場合

は“使用する”を選択します。

無通信監視タイマ 

ISDN回線の無通信監視タイマを 0～ 3600秒の範囲で指

定します。その時間を超えても、通信が行われない場合
は、 ISDN回線を自動的に切断します。なお、 0を指定し

た場合は、自動切断を行いません。

課金単位時間

課金単位時間を 0.0～ 3600.0秒の範囲で指定します。こ

こで指定する時間は無通信監視による回線切断のときに
参照され、同じ料金で最大の接続時間を得るよう回線切
断タイミングを調整します。なお、 0を指定した場合は、

課金単位の調整を行いません。

接続ネットワーク名

ネットワークを識別する名称を半角英数字 8文字以内で指

定します。

接続先名

接続先を識別する名称を半角英数字 8文字以内で指定します。 

MP

 

MP接続をする場合は、“使用する”を選択します。“使用

する”を選択した場合は、データ通信量に応じて適宜増
減します。

ヘッダ圧縮

送受信するヘッダを圧縮します。ヘッダ圧縮のアルゴリズ
ムは、 VJヘッダ圧縮（ RFC1144に準拠）および IPヘッダ

圧縮（ RFC2507／ RFC2508に準拠）をサポートします。

使用する指定の場合も、実際にヘッダ圧縮を行うかどうか
は、相手ホストとのネゴシエーションで決まります。

データ圧縮

送受信するデータを圧縮します。データ圧縮のアルゴリ
ズムは、 LZSをサポートします。使用する指定の場合も、

実際にデータ圧縮を行うかどうかは、相手ホストとのネ
ゴシエーションで決まります。
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6 オフィスへ専用線接続かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→オフィスへ「専用線接続」 

6.1 必須設定 

IPアドレス／ネットマスク

本装置の IPアドレスとネットマスクを指定します。 

IPアドレスに 0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。

相手ルータの IPアドレス／ネットマスク

相手ルータの IPアドレスとネットマスクを指定します。

本装置は、この指定で得られるネットワークに対してス
タティックルートを指定します。

使用する回線速度

使用する回線速度を選択します。 

6.2 オプション設定

接続ネットワーク名

ネットワークを識別する名称を半角英数字 8文字以内で指

定します。

接続先名

接続先を識別する名称を半角英数字 8文字以内で指定します。 

DHCPサーバ 

DHCPサーバを使用する場合は、“使用する”を選択します。
オフィスへ専用線接続かんたん設定 16  
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DNSサーバ広報

必要に応じて接続先、またはネットワーク管理者に指示
された DNSサーバの IPアドレスを指定します。指定する

値は DHCPサーバ機能により広報されます。省略、また

は 0.0.0.0を指定する場合は、広報を行いません。

ヘッダ圧縮

送受信するヘッダを圧縮します。ヘッダ圧縮のアルゴリズ
ムは、 VJヘッダ圧縮（ RFC1144に準拠）および IPヘッダ

圧縮（ RFC2507／ RFC2508に準拠）をサポートします。

使用する指定の場合も、実際にヘッダ圧縮を行うかどうか
は、相手ホストとのネゴシエーションで決まります。

データ圧縮

送受信するデータを圧縮します。データ圧縮のアルゴリ
ズムは、 LZSをサポートします。使用する指定の場合も、

実際にデータ圧縮を行うかどうかは、相手ホストとのネ
ゴシエーションで決まります。
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7 プライベート LAN構築かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→ LAN間接続「プライベート LAN接続」 

7.1 必須設定

グローバル側 IPアドレス

このインタフェースの IPアドレスの取得方法を指定しま

す。本装置を DHCPクライアントとして運用する場合は

“ DHCPで自動的に取得する”を選択します。 IPアドレ

ス、ネットマスクを指定する場合は“指定する”を選択
し、以下の項目を設定します。 

• 本装置を DHCPクライアントとして運用するには上流
側に DHCPサーバが稼働している必要があります。 

• グローバル側 IP アドレスで“指定する”で設定すると、 

RIP情報が流れていないネットワークではデフォルトルー
タと DNSサーバアドレスを設定する必要があります。 

IPアドレス／ネットマスク

本装置のグローバル側の IPアドレスとネットマスクを指

定します。 

IPアドレスに  0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。
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プライベート側 IPアドレス／ネットマスク

本装置のプライベート側の IPアドレスとネットマスクを

指定します。

グローバル側インタフェース 

LAN0と LAN1のどちらをグローバル側のインタフェース

にするか選択します。 

7.2 オプション設定

デフォルトルータ

本装置のデフォルトルータアドレスを指定します。ただ
し、グローバル側の IPアドレスを“ DHCPで自動的に取

得する”を選択している場合で、 DHCPサーバがデフォル

トルータを広報していれば自動的に取得するので指定す
る必要はありません。“指定する”を選択している場合は
この指定が優先されます。 

DNSサーバアドレス

本装置を接続したネットワークの先に存在する DNSサー

バアドレスを指定します。ただし、グローバル側の IPアド

レスを“ DHCPで自動的に取得する”を選択している場合

で、 DHCPサーバが DNSサーバアドレスを広報していれば

自動的に取得するので指定する必要はありません。“指定
する”を選択している場合はこの指定が優先されます。 

DHCPサーバ

本装置をプライベート側ネットワークの DHCPサーバと

して使用する場合は、“使用する”を選択します。

デフォルトルータ広報 

DHCPサーバで広報するデフォルトルータの IPアドレス

を指定します。省略するか 0.0.0.0を指定すると DHCP
サーバによる広報を行いません。 

DNSサーバ広報 

DNSサーバの IPアドレスを指定します。省略するか 

0.0.0.0を指定すると DHCPサーバによる広報を行いませ

ん。 ProxyDNSを使用する場合は、本装置の IPアドレス

を指定します。

ドメイン名広報

ドメイン名を 80文字以内で指定します。省略すると 

DHCPサーバによる広報を行いません。 RFC1034では英

数字、“ ,”、“ -”で指定することを推奨しています。 

UPnP機能 

UPnP対応装置や UPnP対応アプリケーションプログラム

を使用する場合は“使用する”を選択します。 

LAN0／ 1転送レート 

LANインタフェースに接続するネットワークの転送レー

トを選択します。“自動認識”を選択した場合、本装置は 
HUBとのネゴシエーションにより速度と全二重／半二重

を自動決定します。固定で指定する場合は、接続されて
いる HUBの仕様に合わせます。

“自動認識”は接続ネットワークの環境によって正しく動
作しない場合があります。
その場合は“自動認識”ではなく固定の設定を行ってくだ
さい。
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8 セグメント接続／分割かんたん設定
［操作］ 「設定メニュー」→［かんたん設定メニュー］→ LAN間接続「セグメント接続／分割」 

8.1 LAN0

 

LAN0に接続するネットワークの設定を行います。 

IPアドレス／ネットマスク 

LAN0側のネットワークで使用する装置の IPアドレス／

ネットマスクを指定します。

転送レート 

LAN0側のネットワークの転送レートを選択します。“自

動認識”を選択した場合、本装置は HUBとのネゴシエー

ションにより速度と全二重／半二重を自動決定します。
固定で指定する場合は、接続されている HUBの仕様に合

わせます。

“自動認識”は接続ネットワークの環境によって正しく動
作しない場合があります。その場合は“自動認識”ではな
く固定の設定を行ってください。 

8.2 LAN1

 

LAN1に接続するネットワークの設定を行います。 

IPアドレス／ネットマスク 

LAN1側のネットワークで使用する装置の IPアドレス／

ネットマスクを指定します。

転送レート 

LAN1側のネットワークの転送レートを選択します。“自

動認識”を選択した場合、本装置は HUBとのネゴシエー

ションにより速度と全二重／半二重を自動決定します。
固定で指定する場合は、接続されている HUBの仕様に合

わせます。

“自動認識”は接続ネットワークの環境によって正しく動
作しない場合があります。その場合は“自動認識”ではな
く固定の設定を行ってください。
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9 パスワード情報
［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「パスワード情報」

本装置を操作するときのパスワードを設定します。

パスワードの入力によって操作できる時間は 10分間です。それ以降の操作では、再びパスワードの入力を要求されま

す。なお、パスワードの設定は、更新直後から有効になります。

管理者パスワード

設定メニューを設定する際に入力するパスワードを 16文

字以内で指定します。

管理者パスワードの確認

上記で指定した管理者パスワードをもう一度指定します。

ユーザパスワード

設定メニュー以外で使用するパスワードを 16文字以内で

指定します。

ユーザパスワードの確認

上記で指定したユーザパスワードをもう一度指定します。

パスワード入力

操作メニュー、表示メニューおよび保守メニューを操作
する際に、パスワードが必要な場合は、“管理者のみ”ま
たは“管理者とユーザ”を選択します。

管理者のみ

操作する際に、管理者パスワードの入力が必要です。

管理者とユーザ

操作する際に、管理者またはユーザパスワードの入力が
必要です。

不要

操作する際に、パスワード入力は必要ありません。
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10 装置情報
［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」 

10.1 ルータ名称情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［ルータ名称情報］

ルータ名称

本装置の任意な名称を 32文字以内で指定します。ルータ

名称を設定すると、 DHCPクライアント機能で DHCP
サーバにルータ名称が広報されます。そのため、 DHCP

サーバからはこの名称で管理することができます。 

SNMP設定情報の機器名称で“ルータ名称を使用する”を
選択した場合、この名称が SNMPの機器名称として使用
されます。
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10.2 タイムサーバ情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［タイムサーバ情報］

タイムサーバ機能

ネットワーク上のタイムサーバから時刻情報を取得する
ことによって、内部時計を自動的に設定する場合は、“使
用する”を選択します。

サーバ設定

使用するタイムサーバを指定します。“ DHCPで取得する”

を選択した場合は、 DHCPクライアントの設定が必要で

す。直接 IPアドレスで設定する場合は、“設定する”を選

択し、プロトコルを選択して、タイムサーバ IPアドレス

を指定します。

プロトコル

タイムサーバから時刻情報を取得するときのプロトコル
を選択します。 

TIMEプロトコル 

TIMEプロトコル（ TCP）を使用する場合に指定し

ます。 

SNTPプロトコル

簡易 NTPプロトコル（ UDP）を使用する場合に指

定します。

タイムサーバ IPアドレス

タイムサーバの IPv4／ IPv6アドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

自動時刻設定間隔

タイムサーバから定期的に時刻情報を取得するときの取
得周期を 0～ 10日の範囲で指定します。省略または 0を設

定すると、起動（再起動）時だけ時刻情報を取得します。
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10.3 システムログ情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［システムログ情報］

接続切断、トラブルなどのさまざまな情報のシステムログをネットワーク上のシステムログサーバに対して送信するこ
とができます。その場合のファシリティ、プライオリティは以下のとおりです。

ファシリティ ： local7（ 23）

プライオリティ ： error、 warn、 info、 notice（※ 1）

※ 1） noticeはセキュリティログを使用する場合だけ出力されます。

システムログ送信 

syslog形式でシステムログサーバにシステムログ情報を

送信する場合は、“送信する”を選択します。

送信先ホスト

送信先の IPアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

セキュリティログ 

PPPの認証エラー情報、 IPフィルタ、 URLフィルタ、 

NATにより遮断されたパケットのログ情報、および、 

DHCPサーバが割り当てた IPアドレスログなどを採取し

ます。

重複メッセージの出力

システムログにメッセージを出力するとき、直前に出力
したメッセージと重複した場合に出力する場合は、“す
る”を選択します。

プライオリティ、ファシリティの設定は、 MR1000　コマンドリファレンスの sysylog priおよび syslog facilityを参照して
ください。
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10.4 SNMP情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［ SNMP情報］
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SNMPエージェント機能 

SNMPエージェント機能を使用すると、 SNMPマネー

ジャの動作しているほかのシステムから本装置の状態を
監視できます。 SNMPエージェント機能を使用する場合

は“使用する”を選択し、以下の項目を設定します。

ルータ管理者

本装置の管理者名を 40文字以内で指定します。区切り文

字は、“ _”や“ .”を使用します。

機器名称

機器名称としてルータ名称を使用する場合は、“ルータ名
称を使用する”を選択します。“指定する”を選択した場
合は、本装置の名称を 32文字以内で指定します。

機器設置場所

本装置の設置場所を 72文字以内で指定します。

エージェントアドレス 

SNMPエージェントの IPアドレスを指定します。トラッ

プ送信時の自装置のアドレスにも使用されます。 SNMP
エージェント機能を使用する場合は必ず設定してくださ
い。“ 0.0.0.0”を指定すると、エージェントアドレスを指

定しないものとみなします。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

SNMPホスト 

SNMPによるアクセスを許可するホストを設定します。

ホストは 8つまで指定できます。“ publicとする”を選択

すると、コミュニティ名“ public”で任意のホストからの

アクセスを許可します。コミュニティ名を変える場合や
ホストを限定する場合は、“指定する”を選択し、コミュ
ニティ名・ IPアドレス・トラップ送信可否を指定します。

コミュニティ名 

SNMPにより情報交換するグループのコミュニティ名を 

32文字以内で指定します。
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IPアドレス 

SNMPによるアクセスを許可するホストの IPアドレスを

指定します。“ 0.0.0.0”を指定すると、任意のホストから

のアクセスを許可します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

トラップ

この SNMPホストに対してトラップを送信する場合は、

“送信する”を選択します。ただし、任意のホスト（ 0.0.0.0）

を指定している場合は、トラップの送信は行われません。

書き込み要求

この SNMPホストから書き込み要求を許可する場合は、

“許可する”を選択します。ただし、任意のホスト（ 0.0.0.0）

を指定している場合は、書き込み要求は許可されません。
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10.5 ファームウェア更新情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［ファームウェア更新情報］

ファームウェアを入れ替えたり、レベルアップを行うときに、転送元となるホストに接続するための情報を設定します。
ファームウェアの更新操作は保守メニューから行うことができます。

転送元ホスト名

更新ファームウェアが存在するホスト名を 128文字以内

で指定します。 IPv4/IPv6アドレスを指定することもでき

ます。 

ProxyDNS機能が設定されていない場合、ホスト名指定に
よるファームウェア更新は行えません。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

ログイン ID

ファームウェア更新用のログイン IDを 16文字以内で指定

します。

ログインパスワード

ファームウェア更新用のパスワードを 32文字以内で指定

します。

ファイルロケーション

更新用ファームウェアのロケーションを 80文字以内で指

定します。
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10.6 異常時動作情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［異常時動作情報］

本装置になんらかの異常が発生した場合の動作を設定します。 

CE保守ログイン 

CE専用パスワードによるログインを許可する場合は、“許

可する”を選択します。

ウォッチドッグリセット機能

ウォッチドッグリセット機能を起動する場合は、“使用す
る”を選択します。“使用する”を選択した場合、本装置
がハングアップすると 16～ 48秒以内にリセットがかかり

再起動します。

温度異常時の動作

温度異常を検出した場合にシステムダウンを行うか、そ
のまま運用を継続するかを選択します。
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10.7 ループバック情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［ループバック情報］ 

IPアドレス

ループバックインタフェースに割り当てる追加 IPアドレ

スを指定します。ループバックインタフェースに割り当
てた IPアドレスを通信に使用する場合は、以下の範囲の

中で通信可能なアドレスを指定します。省略または 
0.0.0.0を設定した場合、 IPアドレスを使用しないものと

します。

有効範囲） 
1.0.0.1-126.255.255.254
128.0.0.1-191.255.255.254
192.0.0.1-223.255.255.254

 

• ほかのインタフェースと違うネットワークの IPアドレ
スを設定する必要があります。 

• 127.0.0.1はループバックインタフェースにすでに設定
されています。ループバック情報として 127.0.0.1を設
定する必要はありません。 

OSPF機能

ループバックに割り当てた IPアドレスを OSPFで広報する

かどうかを選択します。“使用する”を選択した場合、 IPア

ドレスが設定されているときだけ OSPFで広報します。広

報する IPアドレスは、設定した IPアドレスだけです。すで

に設定されている IPアドレス 127.0.0.1は広報しません。

ループバックインタフェースも含めて、 OSPFを使用でき

るインタフェースは、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム

最大値一覧」（ P.19）を参照してください。

エリア定義番号

広報を行う OSPFエリア情報の定義番号を指定します。指

定する定義番号の OSPFエリア情報はあらかじめ設定して

おく必要があります。 OSPFエリア情報の設定は、「ルー

ティングプロトコル情報」の［ OSPF関連］にあります。 

PHP機能

ループバックインタフェースあての LSPの PHP機能を設

定します。 PHP機能を無効にする場合は、“使用しない”

を選択します。 PHP機能を有効にする場合は、“使用す

る”を選択します。 MPLSトンネル接続を使用する場合

に、自側エンドポイントと IPアドレスが同じとき、設定

に関係なく“使用しない”が設定されます。
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10.8 サーバ機能情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「装置情報」→［サーバ機能情報］

本装置の各サーバ機能を有効にするか停止するかを設定します。 

FTPサーバ機能 

FTPサーバ機能を有効にするプロトコルを選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

TELNETサーバ機能 

TELNETサーバ機能を有効にするプロトコルを選択します。  

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

SSHサーバ機能 

SSH

 

SSHサーバによるログイン機能を有効にするプロトコルを

選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

SFTP

 

SFTPサーバによる FTP機能を有効にするプロトコルを選択

します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する
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HTTPサーバ機能 

HTTPサーバ機能を有効にするプロトコルを選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

DNSサーバ機能 

DNSサーバ機能を有効にするプロトコルを選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

SNTPサーバ機能 

SNTPサーバ機能を有効にするプロトコルを選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

TIMEサーバ機能 

TCP

 

TCPによる TIMEサーバ機能を有効にするプロトコルを選

択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する 

UDP

 

UDPによる TIMEサーバ機能を有効にするプロトコルを

選択します。 

• IPv4／ IPv6

IPv4と IPv6プロトコルの両方で有効にする 

• IPv4

IPv4プロトコルだけ有効にする 

• IPv6

IPv6プロトコルだけ有効にする 

• 停止
すべて停止する
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11 スケジュール情報
［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」 

11.1 月間／週間予約情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［月間／週間予約情報］

現在、設定されている月間または週間の予約が表示されています。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。
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［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［月間／週間予約情報］→［修正］

動作

発信抑止 /着信抑止 /課金情報クリア /強制切断 /リモート

パワーオンの中から予約する処理動作を選択します。

発信抑止

指定した時刻の間、自動発信を抑止します。

着信抑止

指定した時刻の間、自動着信を抑止します。

課金情報クリア

予約時刻に課金情報をクリアします。

モデム統計情報クリア

予約時刻にモデム統計情報をクリアします。

強制切断

予約時刻に強制切断を実施します。

リモートパワーオン

予約時刻にホストデータベース情報で MACアドレスが登

録されている Wake up on LANに対応したすべてのパソ

コンに対してリモートパワーオン処理を実施します。

予約時刻

選択した動作を実行（開始）する時刻と実行周期を指定
します。

終了時刻

選択した動作を終了する時刻を指定します。動作として
発信抑止または着信抑止を選択した場合だけ設定できま
す。ここで予約時刻よりも早い時刻を指定した場合、実
行は翌日の時刻になります。
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11.2 電話番号変更予約情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［電話番号変更予約情報］

現在、設定されている電話番号変更予約が表示されています。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［電話番号変更予約情報］→［修正］

実行日時

電話番号を変更する日時を西暦で 2000～ 2036年

の範囲で指定します。

電話番号変更情報

変更前と変更後の電話番号をそれぞれ 32桁以内で

指定します。
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11.3 構成定義切り替え予約情報

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［構成定義切り替え予約情報］

［操作］ 「設定メニュー」→基本設定「スケジュール情報」→［構成定義切り替え予約情報］→［修正］

本装置は構成定義情報が 2つ存在します。指定時刻に運用する構成定義情報を切り替えることができます。

なお、現在運用中の構成定義情報は保守メニューの「構成定義情報切り替え」で知ることができます。

指定時刻になると、本装置は自動的に再起動され、構成定義情報が切り替わります。その際、データ通信中の場合は接続が切断
されます。

実行日時

構成定義情報を切り替える日時を西暦で 2000～ 2036年

の範囲で指定します。

動作

切り替える構成定義情報を指定します。
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12 WAN情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 WAN情報」

現在、設定されている WANインタフェースが表示されています。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

本装置に接続する回線に関する物理的な情報（回線の種類や電話番号などの契約に関する情報）を設定します。装置全体
で 1個設定できます。

回線インタフェース

本装置に接続する回線の種類を選択します。 

• ISDN

INSネット 64などの ISDN回線交換接続を使用する場

合に選択します。 

• 専用線
ハイ・スーパーディジタル（ HSD）や DA64などの専

用線を使用する場合に選択します。 

• フレームリレー
フレームリレー回線を使用する場合に選択します。
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◇ ISDNの場合

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 WAN情報」→［追加］→［基本情報］

ポート

回線を接続するポート（基本 0）が表示されます。

自動接続

この回線に対する自動接続を装置全体で禁止するときに
“すべて禁止”を選択します。“すべて禁止”を選択した
場合は、いかなる通信データ発生時にも自動的に接続し
ません。“相手毎に設定”を選択した場合は、相手情報の
ネットワーク情報で設定します。

着信動作

この回線に対する着信動作を装置全体で禁止するときに
“すべて禁止”を選択します。“すべて禁止”を選択した
場合は、すべてのデータ通信の着信を拒否し、発信専用
となります。“相手毎に設定”を選択した場合は、相手情
報のネットワーク情報の接続先情報で設定します。
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自局番号チェック

ダイヤルイン番号や i・ナンバー、サブアドレスを利用し

て着信機器識別するときに“する”を選択し、使用する
番号を指定します。この番号は 2つまで設定できます。

電話番号は、“電話番号を指定”、“ i・ナンバー情報 1（契

約者回線番号）”、“ i・ナンバー情報 2/3（追加の番号）”の

どれかを選択します。“電話番号を指定”を選択した場合
は、その右の記入欄に電話番号を 32桁まで指定します。

また、どの場合にもサブアドレスは 19桁まで指定できま

す。“電話番号を指定”を選択し、右の記入欄に電話番号
を記述しないでサブアドレスだけを指定した場合は、電
話番号は任意となります。

グローバル着信を行う場合は「グローバル着信」で“利
用する”を選択します。

発信者番号通知

発信者番号通知の内容を変更する場合に設定します。通
常は“網契約に従う”を選択します。“する”を選択した
場合は、通知する電話番号とサブアドレスを指定します。
電話番号は 32桁まで、サブアドレスは 19桁まで指定でき

ます。

レイヤ 1起動種別

回線同期確立手順の方式（レイヤ 1起動種別）を選択します。

回線停止猶予時間

“呼毎起動”を指定した場合に、通信終了後の回線停止猶
予時間を 1～ 300秒の範囲で指定します。省略時は、 60

秒が設定されます。
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［接続制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 WAN情報」→［追加］→［接続制御情報］

通信時間による発信抑止

この回線を使用した通信総時間の自動発信を抑止する場
合は、“する”を選択します。

上限時間

制限を行う総通信時間を、 1秒～ 999時間の範囲で指定し

ます。省略することはできません。

制限動作

制限時間に達したときに行う動作を選択します。“発信抑
止”を選択した場合は、それ以降の自動発信の抑止とシ
ステムログの出力を行います。“システムログ出力のみ”
を選択した場合は、自動発信の抑止は行わずにシステム
ログの出力を行います。

課金額による発信抑止

この回線を使用した課金合計金額の自動発信を抑止する
場合は、“する”を選択します。

上限金額

制限を行う総通信時間を、 1～ 999999円の範囲で指定し

ます。省略することはできません。

制限動作

制限金額に達したときに行う動作を選択します。“発信抑
止”を選択した場合は、それ以降の自動発信の抑止とシ
ステムログの出力を行います。“システムログ出力のみ”
を選択した場合は、自動発信の抑止は行わずにシステム
ログの出力を行います。
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◇専用線の場合

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 WAN情報」→［追加］→［基本情報］

ポート

回線を接続するポート（基本 0）が表示されます。

回線速度

接続する専用線の回線速度を選択します。
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◇フレームリレーの場合

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 WAN情報」→［追加］→［基本情報］

ポート

回線を接続するポート（基本 0）が表示されます。

回線速度

接続するフレームリレーの回線速度を選択します。 

PVC状態確認手順 

PVC状態確認手順を使用する場合は、“使用する”を選択

します。 PVC状態確認手順は以下の機能を持っています。 

• ユーザ網間のリンクの正常性を確認する機能 

• ユーザ－ユーザ間の PVC状態を通知する機能 

• この機能を使用するには通信事業者と契約する必要が
あります。 

• 本装置は PVC状態確認手順の双方向手順はサポートし
ておりません。 

CLLMメッセージ 

CLLMメッセージ受信時に輻輳制御を行う場合は、“使用

する”を選択します。 CLLMメッセージは、網が網状態

（輻輳、故障）を通知するためにユーザに送出するメッ
セージです。本装置は通知内容に合わせて動作します。

この機能を使用するには通信事業者と契約する必要があり
ます。

輻輳通知ビット

輻輳制御に利用するビットを選択します。選択したビッ
トがセットされたパケットを受信した場合、本装置は網
を正常な状態に戻すためにパケットの送信を抑制します。
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13 LAN情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」

現在、設定されている LANインタフェースが表示されています。 LANインタフェースは、装置全体で物理インタフェー

スと VLANインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。

ただし、物理インタフェースの有効な定義は存在する LANポートの数までです。処理するボタンをクリックし、次の

ページへ進みます。

インタフェース

設定する LANインタフェースの種別を以下の中から選択

します。 

• 物理 LAN

物理的に接続された LANを使用する場合に選択します。 

• VLAN

物理 LAN上に仮想的な LANを使用する場合に選択し

ます。

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（物理 LAN）」→［修正］

「 LAN情報」で選択するインタフェースによって表示が異なります。
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13.1 共通情報

◇インタフェース：物理 LAN

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（物理 LAN）」→［修正］　→［共通情報］

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（物理 LAN）」→［修正］→［共通情報］→［基本情報］

ポート番号 

master

起動時に使用する物理ポート番号を選択します。 

backup

 

masterで設定したポートで障害が発生した場合に、切り

替えて使用する物理ポート番号を選択します。

優先使用ポート 

masterポートと backupポートの両方が使用可能なときに

使用するポートを選択します。 

• master
masterポートを優先的に使用します。 

• 先にリンクアップしたポート 
masterポートと backupポートのどちらか先にリンク

アップして使用可能になったポートを使用します。
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転送レート

接続する回線の転送レートを以下から選択します。 

• 自動認識（通信速度を自動的に設定する場合） 

• 100Mbps - 全二重 

• 100Mbps - 半二重 

• 10Mbps - 全二重 

• 10Mbps - 半二重

シェーピング

シェーピング（リミッタ）機能を設定します。シェーピ
ング機能を使用する場合は“使用する”を選択し、最大
送信レートを指定します。最大送信レートで設定した
レートに送信を抑制します。

最大送信レート

最大送信レートを 1～ 100000Kbpsの範囲で指定します。 

Kbpsは 1000bpsを、 Mbpsは 1000Kbpsを意味します。

帯域制御機能を有効に動作させる場合は、シェーピングを
“使用する”に設定してください。 

VRRP機能 

VRRPを使用する場合は、“使用する”を選択します。 

VRRPを使用するとルータの冗長構成を組むことができま

す。 VRRPを使用しない場合は、以降の設定は無効になり

ます。

パスワード

マスタが送信する Advertisementパケットに認証情報を

含める場合は設定します。このインタフェースから送信
されるすべての Advertisementパケットに適用されます。

たとえば、同じネットワークでグループ IDを重複させて

別グループとして扱う、などの特別な環境である場合に
設定します。 8文字以内で指定します。 

MTUサイズ

最大パケット送信サイズ（ Maximum Transmission Unit）

を 200～ 1500バイトの範囲で指定します。 

IPv6通信で利用する場合は、 1280バイト以上の値を指定

します。

ブリッジを利用する場合は、 1500バイトを指定します。 

1500バイト未満を指定すると正しくブリッジ通信できな

い場合があります。 

RIPを利用する場合は、 576バイト以上を指定します。 

576バイト未満を指定すると RIPパケットが送信されない

場合があります。

自動復旧 

LANインタフェースに関する LAN自動復旧の設定をします。

モード 

LAN障害時の自動復旧の動作モードを設定します。“しな

い”に設定した場合、 LAN障害が復旧してもオペレータ

指示があるまで接続を復旧しません。

初期状態

初期状態を“閉塞”にすると、閉塞状態で動作を開始し、
オペレータからの閉塞状態解除指示を待ちます。 

MDI

 

MDIのモードを設定します。 

LAN1～ 3ポートでのみ設定することができます。 LAN0

ポートは、 to HUB to PCスイッチでだけ設定を変更する

ことができます。
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［ VRRPグループ情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［共通情報］→［ VRRPグループ情報］

現在、このインタフェースに設定されている VRRPグループ情報の定義が表示されています。 VRRPグループは、それ

ぞれのインタフェースで 2個まで設定できます。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［共通情報］→［ VRRPグループ情報］

→［修正］

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［共通情報］→［ VRRPグループ情報］

→［修正］→［基本情報］

グループ ID 

VRRPグループのグループ IDを 1～ 255の範囲で指定し

ます。 VRRPグループは、指定したグループ IDで識別

（グループ化）されます。グループ IDは、装置内で重複し

ないように指定してください。
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プライオリティ

マスタまたはバックアップを選択します。 

• マスタ
プライオリティが 255の VRRPグループメンバとして

動作します。また、仮想 IPアドレスは、このインタ

フェースの IPアドレスとなります。 

• バックアップ
以下の優先度および仮想 IPアドレスを設定します。 

VRRPグループ内で、プライオリティが一番高い 

VRRPグループメンバがマスタとなります。プライオ

リティは、数値が大きいほど高くなります。
プライオリティは、なるべく VRRPグループ内で差を

つけて設定してください。トリガを使用する場合は、
プライオリティに 1を指定しないでください。また、

トリガを使用する場合は、“バックアップ”を選択し
ます。“マスタ”を選択すると、該当グループがバッ
クアップ状態となったときに VRRPを設定した LANが

通信できなくなります。グループ内でもっとも優先度
が高いグループがマスタになります。

優先度

プライオリティを 1～ 254の範囲で指定します。

仮想 IPアドレス 

VRRPグループ内では、同じ仮想 IPアドレスを指定します。 

VRRPグループ内にマスタを設定された VRRPグループメ

ンバが存在する場合は、その設定されたインタフェースの 
IPアドレスを指定します。自装置のインタフェースに設定

された IPアドレスを指定しないでください。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

AD送信間隔

マスタが送信する Advertisementパケットの送信間隔を 1

～ 255秒の範囲で指定します。 VRRPグループ内では同じ

値を使用します。本装置と VRRPを構成する他装置にも同

じ値を指定します。省略時は、 1秒が設定されます。

プリエンプトモード

通常は“ ON”を選択します。

“ OFF”を選択した場合、自装置 VRRPグループメンバの

優先度が高くても、マスタである他装置の VRRPグループ

メンバがすでに存在すると、マスタになることはできま
せん。“ OFF”を選択した場合は、ネットワークの状態が

不安定で、マスタの交代が頻繁に発生する場合に有効で
す。移行禁止時間秒は、マスタより先にバックアップの
システムが立ち上がり、本来マスタになるべき VRRPグ

ループに制御が移らないのを防ぎます。

移行禁止時間

システム立ち上がりからプリエンプトモード OFF状態を

抑止する時間です。 0～ 900秒の範囲で指定します。省略

時は、 0秒が設定されます。
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［ VRRPトリガ情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［共通情報］→［ VRRPグループ情報］

→［修正］→［ VRRPトリガ情報］

現在、この VRRPグループメンバに設定されている VRRPトリガ情報の定義が表示されています。 VRRPトリガの定義

数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次

のページへ進みます。

設定した条件が発生した場合に、該当する VRRPグループメンバの優先度を下げます。条件に当てはまるすべてのトリガ

に適用されます。このインタフェースに異常が発生しない限り、減算されるプライオリティの最小は 1です。

減算プライオリティ

設定した条件が発生した場合、「 VRRPグループ情報」の

［基本情報］で設定したプライオリティを減算する値を 1～ 

254の範囲で指定します（プライオリティ 1より低い値ま

では減算されません）。省略時は、 254が設定されます。
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トリガ種別

トリガとなる種別を以下の 3つから選択します。 

• インタフェースダウントリガ（ ifdown）

指定されたインタフェースがダウンした場合にトリガ
を適用します。有効ではないインタフェースは動作
上、無視されます。 

• ルートダウントリガ（ route）
指定された経路情報が存在しない、または中継インタ
フェースが変化した場合にトリガを適用します。 

• ノードダウントリガ（ node）

設定したノードに対して ICMP ECHOパケットを送信
します。応答がタイムアウトした場合にトリガを適用
します。 ICMP ECHOパケットの送信元 IPアドレスは、 

VRRPが設定された LANインタフェースの IPアドレス

となります。応答を受診するための経路情報が正しく
ない場合は、不当に異常を検出することがあります。

インタフェース

トリガの対象となるインタフェースを選択します。“すべ
て”を選択した場合は、すべての物理インタフェースが
対象です。

ネットワーク

デフォルトルートまたは経路の指定を選択します。ネッ
トワーク指定を選択した場合は以降のあて先 IPアドレス、

あて先アドレスマスクを設定します。

あて先 IPアドレス／あて先アドレスマスク

あて先 IPアドレスとあて先アドレスマスクでホス

ト経路またはネットワーク経路を設定します。

インタフェース

“指定なし”を選択した場合は経路情報が存在すればトリ
ガは適用されません。それ以外では経路情報によるパ
ケット送出インタフェースが設定と異なる、または経路
情報が存在しない場合にトリガが適用されます。

あて先 IPアドレス 

ICMP ECHOパケットの送出先 IPアドレスを指定します。 

IPアドレスは、以下の範囲で指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1-126.255.255.254
128.0.0.1-191.255.255.254
192.0.0.1-223.255.255.254

送出インタフェース 

ICMP ECHOパケットを送出するインタフェースを指定し

ます。“指定なし”の場合は送出時の経路情報によって決
定されます。

再送間隔 

ICMP ECHOパケットの応答が受信されない場合に、再送

する時間を 1～ 60秒の範囲で指定します。送信から指定

した再送間隔まで応答がない場合に、 ICMP ECHOパケッ

トを再送します。省略時は、 5秒が設定されます。

タイムアウト時間 

ICMP ECHOパケットの再送を繰り返しても応答が受信さ

れず、タイムアウトするまでの時間を、（［再送間隔 +1］

～ 240）秒の範囲で指定します。タイムアウトによって、

トリガが適用されます。省略時は、（再送間隔× 3+1）秒

が設定されます。

正常時送信間隔 

ICMP ECHOパケットの応答が正常に受信されている状態

で、次に ICMP ECHOパケットを送信する時間を、（［タ

イムアウト時間 +1］～ 255）秒の範囲で指定します。正

常に受信されている状態での周期送信間隔です。省略時
は、タイムアウト時間 +1秒が設定されます。

異常時送信間隔 

ICMP ECHOパケットのタイムアウトが発生してから応答

が受信されるまでの、周期送信する間隔を 1～ 255秒の範

囲で指定します。応答が受信された場合は、トリガを適
用しないで正常状態に戻ります。省略時は、 30秒が設定

されます。
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◇インタフェース： VLAN

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（ VLAN）」→［修正］　→［共通情報］

「 VRRPグループ情報」は、「インタフェース：物理 LAN」を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報（ VLAN）」→［修正］→［共通情報］→［基本情報］

出力先 

VLANフレームの出力先インタフェースを選択します。す

でに設定済みの物理インタフェースだけ選択できます。 

VLAN ID

 

VLAN IDを 1～ 4094の範囲で指定します。

プライオリティ 

VLANインタフェースのフレーム送出時に、 VLANタグの

プライオリティフィールドに格納される値を 10進数を使

用して 0～ 7の範囲で指定します。 

VRRP機能 

VRRPを使用する場合は、“使用する”を選択します。 

VRRPを使用するとルータの冗長構成を組むことができま

す。 VRRPを使用しない場合は、以降の設定が無効になり

ます。

パスワード

マスタが送信する Advertisementパケットに認証情報を

含める場合に、パスワードを 8文字以内で指定します。こ

のインタフェースから送信されるすべての Advertisement
パケットに適用されます。たとえば、同じネットワーク
でグループ IDを重複させて別グループとして扱う、など

の特別な環境である場合に設定します。
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MTUサイズ

最大パケット送信サイズ（ Maximum Transmission Unit）

を 200～ 1500バイトの範囲で指定します。 

IPv6通信で利用する場合は、 1280バイト以上の値を指定

します。 RIPを利用する場合は、 576バイト以上を指定し

ます。 576バイト未満の MTUサイズを指定すると RIPパ

ケットが送信されない場合があります。 

VLAN機能を使用すると、 Ethernetフレームに 4バイトの 

VLANタグが付加され、最大 1522バイトの Ethernetフ

レームが送出されることになります。通常の Ethernetフ
レームの最大サイズは 1518バイトです。そのため、その
状態では 1522バイトのフレームに対応していない機器と
は接続することはできません。 1522バイトのフレームに
対応していない機器と接続する場合は、 VLANインタ
フェースの MTUサイズを 1496に変更してください。
LAN 情報 51  



Webリファレンス（ V21） 
 

［ VLANプライオリティマッピング情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報（ VLAN）」→［修正］→［共通情報］

→［ VLANプライオリティマッピング情報］

現在、この LANに定義されているプライオリティマッピング情報が表示されています。 VLANプライオリティマッピン

グの定義数は MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリック

し、次のページへ進みます。

プロトコル

プロトコルを以下の 2つから選択します。 

• IPv4

• IPv6

 

TOS/Traffic Class

 

IPの TOSフィールド値または IPv6の Traffic Classフィー

ルド値を“ any”、または 16進数を使用して、 0～ ffの範

囲で指定します。複数の値を指定する場合は、“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合は“ any”が設定さ

れます。

プライオリティ

設定する VLANのプライオリティを 10進数を使用して 0

～ 7の範囲で指定します。
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13.2 IP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］

◇ IPアドレス情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ IPアドレス情報］ 

IPv4

 

IPv4通信を行う場合は、“使用する”を選択します。 

IPアドレス

このインタフェースの IPアドレス情報の取得方法を設定

します。本装置を DHCPクライアントとして運用する場

合は“ DHCPで自動的に取得する”を選択します。 IPア

ドレス、ネットマスク、ブロードキャストアドレスを指
定する場合は“指定する”を選択します。 

IPアドレス

本装置の IPアドレスを指定します。 

IPアドレスに  0.0.0.0を指定すると通信ができなくなります。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

ネットマスク

本装置のネットマスクを指定します。

ブロードキャストアドレス

ブロードキャストアドレスを以下から選択します。通常
は“ネットワークアドレス +オール 1”を選択します。 

• 0.0.0.0

• 255.255.255.255

• ネットワークアドレス＋オール 0

（ネットワークアドレスのホスト部をオール 0にしたもの） 

• ネットワークアドレス＋オール 1

（ネットワークアドレスのホスト部をオール 1にしたもの）
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◇セカンダリ IPアドレス情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［セカンダリ IPアドレス情報］

本装置は 1つのインタフェースに複数の IPアドレスを持つことができます。複数の IPアドレスを使用する場合はここを

指定します。

セカンダリ IPアドレスの属するネットワークには、以下のサービスは行いません。 

• RIPの送受信機能 

• OSPFの送受信機能 

• DHCP機能 

IPアドレス

セカンダリアドレスの IPアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

ネットマスク

セカンダリアドレスのネットマスクを指定します。

ブロードキャストアドレス

セカンダリアドレスのブロードキャストアドレスを以下
から選択します。通常は“ネットワークアドレス +オール 

1”を選択します。 

• 0.0.0.0

• 255.255.255.255

• ネットワークアドレス＋オール 0

（ネットワークアドレスのホスト部をオール 0にしたもの） 

• ネットワークアドレス＋オール 1

（ネットワークアドレスのホスト部をオール 1にしたもの）
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◇ RIP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ RIP情報］ 

RIPを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

NAT機能と併用することはできません。 

RIP送信 

RIP情報を送信するかどうかを選択します。送信する設定

にすると、 RIP情報を定期的に送信します。 RIP送信を行

う場合は、 RIPの種類を選択します。 

• V1

ルーティングプロトコルに RIP V1を使用し、ブロード

キャストで送信します。 

• V2

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、ブロード

キャストで送信します。 

• V2（ Multicast）

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、マルチ

キャストで送信します。 

RIP受信 

RIP情報を受信するかどうかを選択します。 RIP受信を行

う場合は、 RIPの種類を選択します。 

• V1

ルーティングプロトコルに RIP V1を使用し、受信しま

す。 

• V2、 V2（ Multicast）

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、ブロード

キャストおよびマルチキャストを受信します。

メトリック値 

RIP送信時に加算するメトリック値を選択します。
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認証パケット 

RIP V2使用時にだけ有効な設定です。 RIP V2では、同じ

パスワードグループでだけ RIP情報の交換を行うことがで

きます。パスワード認証による RIP情報の交換を行う場合

は、“破棄しない”を選択し、パスワードを 16文字以内で

指定します。“破棄する”を選択した場合は、パスワード
認証による RIP情報の交換は行いません。

◇ OSPF情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ OSPF情報］

ループバックインタフェースも含めて、 OSPFを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 シス

テム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

NAT機能と併用することはできません。 

OSPF機能 

OSPFを使用する場合は、“使用する”を選択します。

エリア定義番号

エリアの定義番号を 10進数を使用して指定します。 

OSPFエリア情報は、「ルーティングプロトコル情報」－

［ OSPF関連］で設定することができます。省略時は、 0

が設定されます。
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出力コスト 

OSPF出力コストを 1～ 65535の範囲で指定します。省略

時は、 10が設定されます。

指定ルータ優先度

指定ルータおよび副指定ルータを決定するための優先度
を 0～ 255の範囲で指定します。値が大きいほど優先度は

高くなります。省略時は、 1が設定されます。

値が 0の場合は、指定ルータおよび副指定ルータにはなり
ません。 

Helloパケット送信間隔 

OSPF隣接関係の維持に使用する、 Helloパケットの送信

間隔を指定します。通常は、“ 10秒”を指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

OSPF隣接ルータ間で同じ  Helloパケットの送信間隔を指

定してください。

隣接ルータ停止確認間隔 

OSPF隣接関係の維持に使用する、隣接ルータ停止確認間

隔を指定します。隣接ルータ停止確認間隔は、 Helloパケッ

ト送信間隔より大きな値を指定する必要があります。 Hello
パケット送信間隔の 4倍を設定することをお薦めします。

通常は“ 40秒”を指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

OSPF隣接ルータ間で同じ隣接ルータ停止確認間隔を指定
してください。隣接ルータ停止確認間隔は、装置起動時に
指定ルータおよび副指定ルータの選出を開始するまでの待
機時間にも使用されます。大きな値を指定した場合は、経
路交換の開始が遅れます。

パケット再送間隔 

OSPFパケットを再送する間隔を指定します。省略時は、 

5秒が設定されます。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

3～ 65535秒 

LSUパケット送信遅延時間 

LSU（ Link State Update）パケットの送信遅延時間を指

定します。 LSUパケットでは、 LSA（ Link State 

Advertisement）を作成してからの経過時間に対し、この

設定時間を加算して広報します。省略時は、 1秒が設定さ

れます。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒

一般的な装置では、 LSUを作成してからの経過時間が 1時
間となった LSAを破棄します。このため、 LSU送信遅延
時間に 1時間以上を設定した場合は、正しくルーティング
できない場合があります。

認証方式

パケット認証方式を選択します。

鍵種別

テキスト認証で使用する鍵の種別を選択します。

認証鍵

テキスト認証で使用する鍵を指定します。鍵種別が“文
字列”の場合は、 8文字以内で指定します。鍵種別が“ 16
進数”の場合は、 16進数を使用して 16桁以内で指定しま

す。 16桁未満の鍵を指定した場合、左詰めで設定され、

残りは 16桁になるまで 0x0でパディングされます。 

MD5認証鍵 ID 

MD5認証鍵 IDを 1～ 255の範囲で指定します。 

MD5認証鍵 

MD5認証鍵を指定します。 16文字以内で指定します。
LAN 情報 57



Webリファレンス（ V21） 
 

パケット送信 

OSPFパケットの送信を抑止する場合は、“抑止する”を

選択します。

◇スタティック経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［スタティック経路情報］

現在、設定されているスタティック経路情報の定義が表示されています。スタティック経路の定義数は、 MR1000　仕

様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みま

す。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。 

• デフォルトルート
中継ルータアドレスを指定します。 

• ネットワーク指定
あて先 IPアドレス、あて先アドレスマスク、中継ルー

タアドレスを指定します。

メトリック値

スタティック経路情報を RIPに再配布するときのメトリッ

ク値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したとき

は、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で RIP

テーブルに登録されます。
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優先度

スタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用して 0

～ 254で指定します。省略時は、 0が設定されます。優先

度は、同じあて先への経路情報が複数あるときに優先経
路を選択するために使用され、より小さい値が、より高
い優先度を示します。スタティック経路情報以外の優先
度には、以下の初期値が設定されています。

複数のスタティック経路情報で ECMP機能を使用すると

きは、あて先、 RIPメトリック値、優先度がそれぞれ同じ

となるようにスタティック経路情報を設定します。また、 
ECMP機能を使用する場合は、「ルーティングプロトコル

情報」の「ルーティングマネージャ情報」にある ECMP
情報で、 ECMPを使用するように設定します。 ECMPと

なるスタティック経路情報は、同じあて先への経路情報
ごとに装置全体で 4個まで定義できます。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定するときは、以下の点に注意してください。 

• 優先度が 0のスタティック経路情報と、優先度が 0以上の

スタティック経路情報は同時に設定できません。 
• 優先度が同じで、メトリック値が違うスタティック経
路情報は同時に設定できません。

プロトコル 優先度 

EBGP 20

OSPF 110

RIP 120

IBGP 200

DNS 15
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◇ IPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ IPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている IPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順

に行われます。 IPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、 WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能
が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPフィルタリングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 6つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

フィルタリング条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。チェック対象となったパケットの 
IPアドレスと定義したアドレスマスクの論理積と、定義

した IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合

に条件に一致します。

ポート番号

フィルタリング条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号がフィル

タリングの対象となります。また、ポート番号を複数指
定する場合は“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報で合わせて 10組

まで指定できます。 

ICMP

タイプ

フィルタリング条件として ICMPパケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPタイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPタイ

プ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPパケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPコード値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPコー

ド値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

TOS

フィルタリング条件として IPパケットの TOSフィールド

値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指

定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は“ ,”

で区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10

組まで指定できます。何も設定しない場合はすべての 
TOSフィールド値をフィルタリングの対象とします。
LAN 情報 61



Webリファレンス（ V21） 
 

方向

フィルタリングする方向を以下の 4つから選択します。 

• 入力のみ
入力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• 出力のみ
出力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
の 2つを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPアドレス /アドレスマスクとあて先 IPア

ドレス /アドレスマスク 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

入力パケットは、 IPアドレスとポート番号だけを逆転

した条件でフィルタリングされます。このため、「 TCP

接続要求」を有効にしている場合は、入力パケットに
対しても TCPプロトコルのコネクション接続要求が

フィルタリング対象に含まれます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。
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◇ IPフィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ IPフィルタリング情報］

→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている IPフィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPフィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。

動作 

IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動作

を以下の 3つから選択します。 

• 透過 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを透過します。 

• 遮断 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを遮断します。 

• SPI

IPフィルタリング定義のどれにも一致しないで、プロ

トコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを送

信したときだけ、セッションの後続パケットを透過し
ます。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以前

送信したパケットに対応する受信パケットだけを透過
します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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◇ TOS値書き換え情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ TOS値書き換え情報］

現在、このネットワークに設定されている TOS値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に

行われます。 TOS値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された TOS値書き換えを

行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。
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プロトコル 

TOS値書き換えの条件としてプロトコルを以下の 6つか

ら選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

TOS値書き換え条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク  

TOS値書き換え条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。

チェック対象となるパケットの IPアドレスと、定義する 

IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合に条

件に一致します。

ポート番号 

TOS値書き換え条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号が TOS書

き換えの対象となります。また、ポート番号を複数指定
する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報で合わせて 10組

まで指定できます。 

TOS

 

TOS値書き換えの条件として IPパケットの TOSフィール

ド値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で

指定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は、

“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切りま

す。 10組まで指定できます。何も指定しない場合は、す

べての TOSフィールド値を書き換えの対象とします。

新 TOS 

IPパケットに新しく指定する TOSフィールド値を 16進数

を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。
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◇ RIPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ RIPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている RIPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順

に行われます。 RIPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致し
た以降の条件は参照されません。

動作

フィルタリング対象に該当する RIP経路情報の動作を以下

の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

方向

フィルタリング条件に該当するかチェックするタイミン
グを以下の 2つから選択します。 

• 受信 
RIPパケット受信時に、フィルタリング条件に該当す

るかチェックします。 

• 送信 
RIPパケット送信時に、フィルタリング条件に該当す

るかチェックします。

フィルタリング条件

フィルタリング条件を選択します。 

• すべて
すべての経路情報がフィルタリングの対象となります。  

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、 RIP経路の検索条件

として、“完全に一致”または、“マスクした結果が一
致”を選択します。

検索条件 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た RIP経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、 RIP経路情報のそれぞれを、指

定したアドレスマスクでマスクした結果が一致した場
合、その RIP経路情報をフィルタリング対象とします。
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メトリック値

フィルタリング結果で透過になった RIP経路情報のメト

リック値を変更ができます。送信時の RIP経路にメトリッ

ク値を設定した場合、「 RIP情報」で設定した加算メト

リック値は加算されません。省略または 0を指定した場合

は、フィルタリングでメトリック値の変更は行いません。

フィルタリング条件で“すべて”を選択したときは、メト
リック値を設定しても無効となります。

◇ NAT情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ NAT情報］ 

NATの使用

“マルチ NAT”を選択すると、複数の端末と併用できま

す。“静的 NATのみ”を選択すると静的 NAT情報の条件に

一致しないパケットは変換されません。 NATを使用しな

い場合は、以降の設定は無効です。

本装置では相手情報と LAN情報の各インタフェースでア
ドレス変換機能を設定できます。ただし、使用する場合
は、グローバルアドレスを使用するインタフェースだけで
設定します。また、基本 NATと静的 NATで同一グローバ
ルアドレスを使用しないでください。

グローバルアドレス

特定のグローバルアドレスを使用するときに指定します。
指定しない場合は自動で割り当てられます。

アドレス個数

複数個のグローバルアドレスを使用する場合は、上述のグ
ローバルアドレスを先頭とし連続した複数のアドレスを
指定できます。その個数を 1～ 16の範囲で指定します。な

お、アドレス個数の設定はグローバルアドレスを指定した
場合にだけ有効です。省略時は、 1が設定されます。

アドレス割当てタイマ

アドレス変換情報は一定の時間、該当する通信が行われ
ないと、自動的に解放されます。解放するための猶予時
間を 0～ 24時間の範囲で指定します。 0を指定すると、

タイマによる情報の解放は行われません。省略時は、 5分

が設定されます。
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NATセキュリティ 

• 通常
相手サーバが NATを使用している際など、要求先とは

別のアドレスから応答します。 

• 高い 
ftpや dnsの要求する相手からの応答かどうかをチェッ

クします。 

IPsecパススルー 

• 単一パス
同じ相手にの IPsecパスを設定します。 

• 複数パス
同じ相手に複数の IPsecパスを設定します。

◇静的 NAT情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［静的 NAT情報］ 

NAT機能を使用すると、アドレス変換情報を固定で持つことができます。現在、設定されている固定のアドレス情報の

定義が表示されています。静的 NATの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してく

ださい。処理するボタンをクリックします。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。
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プライベート IP情報 

IPアドレス

固定でアドレス変換を行う場合にローカルネットワーク
側の IPアドレスを指定します。省略できません。

ポート番号

固定でアドレス変換を行う場合にローカルネットワーク
側のポート番号を選択します。“その他”を選択し、ポー
ト番号を指定する場合は、 10進数を使用して 1～ 65535

の範囲で指定します。

なお、グローバルポート番号を範囲指定した場合、その
範囲のグローバルポート番号は指定したプライベート
ポート番号を先頭とした範囲に変換されます。

たとえば、プライベートポート番号に 1000を指定し、グ

ローバルポート番号に 10000-11000を指定すると、グ

ローバルポート番号の 10000から 11000はプライベート

ポート番号の 1000から 2000に変換されます。

グローバル IP情報 

IPアドレス

固定でアドレス変換を行う場合にリモートネットワーク
側の IPアドレスを指定します。省略時は、すべてのグ

ローバルアドレスに対して有効な指定となります。

ポート番号

固定でアドレス変換を行う場合にリモートネットワーク
側のポート番号を選択します。“その他”を選択し、ポー
ト番号を指定する場合は、 10進数を使用して 1～ 65535

の範囲から 1つ、または“ -”で区切った 1組の範囲を指

定します。

プロトコル

固定でアドレス変換を行う場合に対象となるプロトコル
を以下の 8つから選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• esp（ 50） 

• ah（ 51） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。
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◇静的 NAT情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［静的 NAT情報］

→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている静的 NAT定義のどれにも一致しないときの

動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

動作

静的 NAT定義のどれにも一致しない場合の IPフィルタリ

ングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
静的 NAT定義のどれにも一致しない場合にパケットを

透過します。 

• 破棄
静的 NAT定義のどれにも一致しない場合にパケットを

破棄します。
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◇帯域制御（ WFQ）情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［帯域制御（ WFQ）情報］

現在、このインタフェースに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000

　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進み

ます。設定された任意のプロトコル、 IPアドレス、ポート番号、 TOSフィールド値の条件を元に帯域を割り当てます。
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プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 6つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

帯域制御の対象となる IPアドレスおよびアドレスマスク

を指定します。対象となるパケットの IPアドレスと定義す

るアドレスマスクの論理積と、定義する IPアドレスとアド

レスマスクの論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 TOSフィールド値

帯域制御の対象となる TOSフィールド値を 16進数を使用

して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定します。 TOS

フィールド値を複数指定する場合は、“ ,”で区切ります。

範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組まで指定で

きます。何も指定しない場合は、すべての TOSフィール

ド値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。 

IPv4/IPv6以外のパケットは、すべて非優先（ベストエ
フォート）として扱われます。
帯域制御機能を有効に動作させる場合は、シェーピングを
使用してください。
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◇ DHCP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ DHCP情報］ 

DHCP機能

それぞれのインタフェースの DHCP機能を設定すること

ができます。本装置を該当インタフェースのネットワー
クの DHCPサーバとして使用する場合は、“サーバ機能を

使用する”を選択します。また、ほかのネットワークの 
DHCPサーバを、このネットワークの DHCPサーバとし

て使用することもできます。その場合は、“リレー機能を
使用する”を選択し、利用する DHCPサーバの IPアドレ

スを指定します。該当インタフェースを DHCPクライア

ントとして運用する場合は、 IPアドレス情報の設定で” 

DHCPで自動的に取得する”を選択します。

割当て先頭 IPアドレス 

DHCPサーバ機能によって、割り当てる連続したアドレス

群の先頭の IPアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

割当てアドレス数 

DHCPサーバ機能で割り当てるアドレス数を 1～ 253の範

囲で指定します。省略時は、 32が設定されます。ホスト

データベース機能を使用すると、特定の DHCPクライア

ントに対して固有の IPアドレスを割り当てることができ

ます。この場合の IPアドレスは、割当て先頭 IPアドレス

と割当てアドレス数によって規定される動的割り当て範
囲である必要はありません。

リース期間 

DHCPサーバ機能によって割り当てた IPアドレスを貸し

出す期間を、 1時間以上、 365日未満の範囲で指定しま

す。 0を指定した場合は、無期限が設定されます。省略時

は、 1日が設定されます。

デフォルトルータ広報 

DHCPサーバで広報するデフォルトルータの IPアドレス

を指定します。省略するか 0.0.0.0を指定すると DHCP
サーバによる広報は行いません。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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DNSサーバ広報 

DNSサーバの IPアドレスを指定します。省略するか 

0.0.0.0を指定すると DHCPサーバによる広報は行いませ

ん。 ProxyDNSを使用する場合は、本装置の IPアドレス

を指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

セカンダリ DNSサーバ広報

セカンダリ DNSサーバの IPアドレスを指定します。省略

するか 0.0.0.0を指定すると DHCPサーバによる広報は行

いません。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

ドメイン名広報

ドメイン名を 80文字以内で指定します。省略時は、 

DHCPサーバによる広報は行いません。

◇ ICMP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ ICMP情報］ 

ICMPリダイレクトパケット 

ICMPリダイレクトパケットを送信する場合は、“送信す

る”を選択します。
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◇マルチキャスト情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［マルチキャスト情報］

マルチキャストを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参

照してください。

マルチキャスト機能 

LAN上でマルチキャスト機能を使用する場合は、マルチ

キャスト・プロトコルを選択します。 

• マルチキャスト機能を使用するすべてのインタフェー
ス上で、同じプロトコルを選択してください。同時に
複数のプロトコルを使用することはできません。 

• NAT機能と併用することはできません。 

TTLしきい値 

LAN上でマルチキャスト機能を使用するときの TTLしき

い値を 10進数を使用して 1～ 255の範囲で指定します。

初期値は 1です。 

PIM-SMの PIM Registerパケットによりカプセル化され

るマルチキャスト・パケットは、出力先インタフェース
の TTLしきい値の設定にかかわらず出力されます。 

PIMプリファレンス値 

PIMの Assertメッセージに格納されるプリファレンス値

を 10進数を使用して 1～ 65535の範囲で指定します。初

期値は 1024です。

並列な経路の存在のためにマルチキャスト・パケットが
重複した場合は、 PIM Assertメッセージによって、片側

の転送経路が遮断されます。この際、プリファレンス値
の小さい方の経路が有効になります。 PIM Assertメッ

セージの発行時には、 Assert対象となるパケットの発信

元へのユニキャスト経路を参照し、発信元へ向かうイン
タフェースのプリファレンス値を Assertメッセージに格

納します。 Assertメッセージが出力されるインタフェー

スのプリファレンス値が格納されるわけではありません。

上流ルータの種類

本装置より上流にルータが存在し、そのルータを経由し
てマルチキャストパケットが転送される場合、どの種類
のルータからのマルチキャストパケット転送を許可する
かを指定します。

上流ルータが PIMルータでない場合（マルチキャストパ

ケットをスタティック経路によって転送するルータで
あった場合）に転送を許可する場合は、“すべて”を選択
します。

受信インタフェースと同一の IPセグメントから送信された
（直接接続されたホストからの）マルチキャストパケット
は、上流ルータの設定にかかわらず転送が行われます。
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◇ BGP/MPLS VPN情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ BGP/MPLS VPN情報］ 

BGP/MPLS VPN機能 

BGP/MPLS VPNを利用する場合は、“使用する”を選択

します。 

• BGP/MPLS VPNで使用できる IBGPは 1セッションだ
けです。 

• IP-VPN接続と併用することはできません。 

VRF定義番号 

BGP/MPLS VPN機能を利用する場合は、 VRFを定義する

必要があります。 VRFの定義番号を 10進数を使用して指

定します。 VRF情報は「ルーティングプロトコル情報」

－［ BGP関連］－「 VRF情報」で設定します。 

BGP/MPLS VPNで構成された VPNネットワーク内では 

EBGP/OSPF/RIPは使用できません。
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◇ BGP/MPLS VPNスタティック経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］

→［ BGP/MPLS VPNスタティック経路情報］

現在、設定されている BGP/MPLS VPNスタティック経路情報の定義が表示されています。スタティック経路の定義数

は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。ただし、デフォルトルートおよび同

じ「あて先 IPアドレス」はインタフェースごとに 1つだけ設定できます。処理するボタンをクリックし、次のページへ

進みます。 

• BGP/MPLS VPNスタティック経路情報で優先度は設定できません。優先度は 1となります。 

• デフォルトルートおよび同じ「あて先 IPアドレス」はインタフェースごとに 1つだけ設定できます。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。 

• デフォルトルート
中継ルータアドレスを指定します。 

• ネットワーク指定
あて先 IPアドレス、あて先アドレスマスク、中継ルー

タアドレスを指定します。
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◇ ARP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IP関連］→［ ARP情報］ 

ARP定期送信機能 

ARPを定期的に送信する機能です。 ARP定期送信機能を

使用する場合は、“使用する”を選択し、送信間隔を設定
します。

送信間隔 

10進数を使用して、 10～ 1200秒の範囲で指定します。 

Proxy ARP機能

本装置を経由して到達できる IPv4アドレスに対する ARP

要求に対し代理応答する機能です。代理応答させない場
合は“使用しない”を選択します。

ローカル Proxy ARP機能 

ARP要求を受信したインタフェースの IPv4ネットワーク

範囲すべての要求に対し、代理応答する機能です。この
機能は、端末間の直接通信が意図的に禁止されている
ネットワークでだけ使用してください。
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13.3 IPv6関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（物理 LAN）」→［修正］→［ IPv6関連］

◇ IPv6基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6基本情報］ 

IPv6

 

IPv6通信を行う場合は、“使用する”を選択します。

インタフェース ID

“自動”を選択する場合は、装置の MACアドレスから自

動生成されるインタフェース IDを使用します。通常は、

“自動”を選択します。

“指定する”を選択する合は、 16ビットごとに区切り文字

（ :）を入れて、 16進数を使用して 16桁でインタフェース 

IDを指定します。このとき、他装置と同じインタフェー

ス IDとならないような値を指定します。

記述例） 2001:db8:7654:3210
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IPv6アドレス

この装置で使用する IPv6アドレスを 4個まで設定できます。

アドレスまたはプレフィックス

本装置の LAN側の IPv6アドレスを標準的な IPv6アドレス

表記方式で指定します。本装置ではプレフィックス長は 
64に固定されます。インタフェース ID部分がすべて 0の

場合、指定したアドレスはプレフィックスとして解釈さ
れ、実際に利用するアドレスはそのアドレスにインタ
フェース IDを付与したものとなります。リンクローカル

アドレスは指定できません。 

IPv6 DHCPクライアントが取得したプレフィックスを使

用する場合は、上位を“ dhcp@インタフェース名”の形

式で指定し、下位 80ビット分を標準的な IPv6アドレス表

記方式で指定します。インタフェース名には、 IPv6 

DHCPクライアント機能が動作している rmtインタフェー

スを指定します。

記述例） 

2001:db8:1111:1000:1:2:3:4

完全な IPv6アドレスとして解釈されます。 

2001:db8:1111:1000::

プレフィックスとして解釈され、インタフェース ID部分

にはインタフェース IDが付与されます。 

dhcp@rmt0:1000::1

rmt0インタフェースで動作している IPv6 DHCPクライア

ントが取得したプレフィックスを使用して完全な IPv6ア

ドレスを指定します。 

dhcp@rmt0:1000::

rmt0インタフェースで動作している IPv6 DHCPクライア

ントが取得したプレフィックスを使用してプレフィック
スを指定します。 

Valid Lifetime

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定する Valid 

Lifetimeを指定します。通常は、“ 30日”を指定します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒

期限を定めない場合（無期限の場合）は、チェックボッ
クスをチェックします。 

IPv6アドレスに IPv6 DHCPクライアントが取得したプレ

フィックスを使用する指定をした場合は、 IPv6 DHCPク

ライアントが取得した Valid Lifetimeと比較して短い方が

有効になります。 

Pref. Lifetime

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定する 
Preferred Lifetimeを指定します。通常は、“ 7日”を指定

します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒

期限を定めない場合（無期限の場合）は、チェックボッ
クスをチェックします。 

IPv6アドレスに IPv6 DHCPクライアントが取得したプレ

フィックスを使用する指定をした場合は、 IPv6 DHCPク

ライアントが取得した Preferred Lifetimeと比較して短い

方が有効になります。

フラグ

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定するフラグ
フィールドの内容を 16進数を使用して 2桁で指定します。

この領域の値として、 RFC2461で以下の値が定義されて

います。必要に応じて以下の値の論理和を設定します。 

• on-link flag 80

• autonomous address-configuration flag 40

通常は“ c0”を指定します。
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ルータ広報

ルータ広報メッセージ（ router advertisement message）

を送信する場合は“送信する”を選択し、以下の項目を
設定します。

最大送信間隔

ルータ広報メッセージの最大送信間隔を指定します。初
期値は 600秒です。省略はできません。

有効範囲） 4～ 1800

最小送信間隔

ルータ広報メッセージの最小送信間隔を指定します。初
期値は 200秒です。省略はできません。

有効範囲） 3～最大送信間隔の 3／ 4 

Router Lifetime

ルータ広報で送信する Router Lifetimeを指定します。初

期値は 1800秒です。省略はできません。

有効範囲） 0または最大送信間隔～ 9000 

MTU

ルータ広報で送信する MTU optionを指定します。省略時

は、 MTU optionを含みません。

有効範囲） 1280～ 1500 

Reachable Time

ルータ広報で送信する Reachable Timeを指定します。省

略値は 0ミリ秒です。

有効範囲） 0～ 3600000 

Retrans Timer

ルータ広報で送信する Retrans Timerを指定します。省略

値は 0ミリ秒です。

有効範囲） 0～ 4294967295 

Cur Hop Limit

ルータ広報で送信する Cur Hop Limitを指定します。省略

値は 64です。

有効範囲） 0～ 255

フラグ

ルータ広報の本体部分に設定するフラグフィールドの内
容を 16進数を使用して 2桁で指定します。この領域の値と

して、 RFC2461で以下の値が定義されています。必要に応

じて以下の値の論理和を設定します。省略値は 00です。 

• Managed address configuration flag 80

• Other stateful configuration flag 40
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◇ IPv6 RIP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6 RIP情報］ 

RIPを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。 

RIP送信 

RIPを送信する場合は、“送信する”を選択します。

メトリック値

“送信する”を選択した場合に、加算するメトリック値を
選択します。 

RIP受信 

RIPを受信する場合は、“受信する”を選択します。

集約経路送信 

RIPで集約経路を送信する場合に、集約して広報する経路

を設定します。

集約経路

デフォルトルートまたはネットワーク指定を選択し、集
約して広報する経路を指定します。

集約経路情報は、集約される経路情報がないときでも広
報されます。また、同じあて先の経路情報がルーティン
グテーブルにないときでも広報され、ルーティングテー
ブルには設定されません。 

• デフォルトルート
集約経路情報としてデフォルトルートだけを広報しま
す。 

• ネットワーク指定
集約経路情報をプレフィックス／プレフィックス長で
指定します。指定した集約経路情報は広報され、集約
経路情報に含まれる経路情報は広報されません。

破棄経路設定

広報した集約経路情報により本装置に送られた IPパケッ

トをルーティングするための経路情報がないときに、そ
のあて先へは到達不能であることを ICMPv6で通知するこ

とができます。チェックしないときは、そのあて先への
経路がないことが ICMPv6で通知されます。

チェックしたときは、集約経路情報と同じあて先の経路
情報が破棄経路としてルーティングテーブルが設定され
ます。
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サイトローカルプレフィックス

サイトローカルプレフィックスを交換する場合は、“交換
する”を選択します。

◇ IPv6スタティック経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6スタティック経路情報］

現在 LAN側に設定されている IPv6スタティック経路情報の定義が表示されています。 IPv6スタティック経路の定義数

は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次の

ページへ進みます。 

IPv6経路情報を固定で設定できます。ただし、デフォルトルートは装置に 1つしか設定できません。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。 

• デフォルトルート
中継ルータアドレスを指定します。 

• ネットワーク指定
あて先プレフィックス／プレフィックス長、中継ルー
タアドレスを指定します。
あて先ネットワークにリンクローカルアドレスは指定
できません。 ICMPv6 Redirectを正常に動作させるた

めには、中継ルータアドレスはリンクローカルアドレ
スで指定する必要があります。

メトリック値

このスタティック経路情報を RIPに再配布するときのメト

リック値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したと

きは、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で 

RIPテーブルに登録されます。
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優先度

このスタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用し

て 0～ 254で指定します。省略時は、 0が設定されます。

優先度は、同じあて先への経路情報が複数あるときに優
先経路を選択するために使用され、より小さい値が、よ
り高い優先度を示します。スタティック経路情報以外の

優先度には、以下の初期値が設定されています。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定するときは、以下の点に注意してください。 

• 優先度が 0のスタティック経路情報と、優先度が 0以上の
スタティック経路情報は同時に設定できません。 

• 優先度が同じスタティック経路情報は同時に設定でき
ません。

プロトコル 優先度（省略時） 

RIP 120

DNS 15

DHCP 10
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◇ IPv6フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6フィルタリング情報］

現在、このインタフェースに設定されている IPv6フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1か

ら順に行われます。 IPv6フィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照し

てください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットをチェックし、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。ただ
し、分割されたパケットに対しては正しく行えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 
DHCP機能が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPv6フィルタリングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 5つから選

択します。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

フィルタリング条件としての IPv6アドレスおよびプレ

フィックス長を指定します。以下が等しい場合に条件に
一致します。 

• チェック対象となるパケットの IPv6アドレスと定義す

るプレフィックス長の論理積 

• 定義する IPv6アドレスとプレフィックス長の論理積

ポート番号

フィルタリング条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号がフィル

タリングの対象となります。また、ポート番号を複数指
定する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 

10組まで指定できます。 

ICMPv6

タイプ

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6タイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6

タイプ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6コード値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6
コード値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

Traffic Class

フィルタリング条件として IPv6パケットの Traffic Class

値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または“ any”で指定

します。 Traffic Class値を複数指定する場合は“ ,”で区切
ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての Traffic 
Class値をフィルタリングの対象とします。
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方向

フィルタリングする方向を選択します。 

• 入力のみ
入力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• 出力のみ
出力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
のものを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPv6アドレス /プレフィックス長とあて先 

IPv6アドレス /プレフィックス長 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

リバースを指定した場合、入力パケットは IPv6アドレ

スとポート番号だけを逆転した条件でフィルタリング
されます。このため、「 TCP接続要求」を有効にして

いる場合は、入力パケットに対しても TCPプロトコル

のコネクション接続要求がフィルタリング対象に含ま
れます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とする場合に指定します。
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◇ IPv6フィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6フィルタリング情報］

→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている IPv6フィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えない場合があります。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPv6フィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。

動作 

IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動

作を以下の 3つから選択します。 

• 透過 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを透過します。 

• 遮断 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを遮断します。 

• SPI

IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しないで、プ

ロトコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを

送信したときだけ、セッションの後続パケットを透過
します。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以

前送信したパケットに対応する受信パケットだけを透
過します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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◇ IPv6 Traffic Class値書き換え情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 Traffic Class値書き換え情報］

現在、このネットワークに設定されている IPv6 Traffic Class値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順

位 1から順に行われます。 IPv6 Traffic Class値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」

（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された IPv6 Traffic Class

値書き換えを行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

プロトコル 

IPv6 Traffic Class書き換え条件としてプロトコルを以下の 

5つから選択します。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

プロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選択し、 
10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてのアドレス情報を

設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としての IPv6アドレス

およびプレフィックス長を指定します。チェック対象と
なるパケットの IPv6アドレスと定義するプレフィックス

長の論理積、定義する IPv6アドレスとプレフィックス長

の論理積が等しい場合に条件に一致します。
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ポート番号 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてポート番号を 10

進数を使用して、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定

します。“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号

が書き換えの対象となります。また、ポート番号を複数
指定する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 

10組まで指定できます。 

Traffic Class

 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件として IPv6パケットの 

Traffic Class値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または

“ any”で指定します。 Traffic Classフィールド値を複数指

定する場合は“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は“ -”

で区切ります。 10組まで指定できます。何も指定しない

場合はすべての IPv6 Traffic Class値を書き換えの対象と

します。

新 Traffic Class 

IPv6パケットに新しく指定する IPv6 Traffic Class値を 16

進数を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。
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◇ IPv6 RIPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6 RIPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている RIPフィルタリング定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行

われます。 RIPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

RIP受信（送信）時には、優先順位の高い定義から順に受信（送信）方向の条件を参照し、一致した条件があった時点

で定義された動作を行います。なお、一致した以降の条件は参照されません。また、受信（送信）方向のすべての条件
に一致しない RIP経路情報は遮断されます。

動作

フィルタリング対象に該当する RIP経路情報の動作を以下

の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合に RIP経路情報を透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合に RIP経路情報を遮断します。

方向

フィルタリングを RIP受信時に行うか、 RIP送信時に行う

かを選択します。 

• 受信 
RIP受信時に、フィルタリングを行います。 

• 送信 
RIP送信時に、フィルタリングを行います。

フィルタリング条件

フィルタリング条件を指定します。 

• すべて
すべての経路情報がフィルタリングの対象となります。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、 RIP経路の検索条件

として、“完全に一致”または、“マスクした結果が一
致”を選択します。 

 - 完全に一致
指定したプレフィックスとプレフィックス長が完
全に一致した RIP経路情報をフィルタリング対象

とします。“マスクした結果が一致”を選択する
と、指定したプレフィックスと、 RIP経路情報のそ

れぞれを、指定したプレフィックス長でマスクし
た結果が一致した場合、その RIP経路情報をフィ

ルタリング対象とします。
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メトリック値

フィルタリング結果で透過になった RIP経路情報のメト
リック値を変更できます。送信時の RIP経路にメトリック

値を設定した場合、「 RIP情報」で設定した加算メトリッ

ク値は加算されません。省略または 0を指定した場合は、

フィルタリングでメトリック値の変更は行いません。

フィルタリング条件で“すべて”を選択したときは、メト
リック値を設定しても無効となります。

◇ IPv6帯域制御（ WFQ）情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ IPv6関連］→［ IPv6帯域制御（ WFQ）情報］

現在、このネットワークに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000　

仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みま

す。

設定された任意のプロトコル、 IPアドレス、ポート番号、 TOSフィールド値の条件を元に帯域を割り当てます。
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プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 5つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 0～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

帯域制御の対象となる IPv6アドレスおよびプレフィック

ス長を指定します。対象となるパケットの IPv6アドレスと

定義するプレフィックス長の論理積と、定義する IPv6アド

レスとプレフィックス長の論理積が等しい場合に条件に
一致します。

ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 Traffic Class値

帯域制御の対象となる IPv6パケットの Traffic Class値を 

16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定し

ます。 Traffic Class値を複数指定する場合は、“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合は、すべての Traffic 

Class値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。 

IPv4/IPv6以外のパケットは、すべて非優先（ベストエ
フォート）として扱われます。
帯域制御機能を有効に動作させる場合は、シェーピングを
使用してください。
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13.4 ブリッジ関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ブリッジ関連］

◇ブリッジ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ブリッジ関連］→［ブリッジ情報］

ブリッジ機能

接続相手とブリッジで通信する場合は、“使用する”を選
択します。

グループ識別子

ブリッジのグループ識別子を 10進数で指定します。 0～ 7

の範囲で指定します。省略時は 0が設定されます。 

STP機能 

STP機能を利用して経路制御を行う場合は、“使用する”

を選択して、以下の項目を設定します。グループ識別子
に 0を設定した場合だけ、 STPを利用することができま

す。この設定項目はブリッジ機能を使用する場合だけ有
効です。

パスコスト 

STPで利用するパスコストを選択します。“指定する”を

選択する場合は、 1～ 65535の範囲で指定します。パスコ

ストの適性値が不明な場合は、“自動決定”を選択する
と、自動的にパスコストが決定されます。

インタフェース優先度 

STPで使用するインタフェースごとの優先度を 0～ 255の

範囲で指定します。値が小さい方が優先となります。
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◇ MACフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ブリッジ関連］→［ MACフィルタリング情報］

現在のインタフェースの MACフィルタリング情報の定義が表示されています。 MACフィルタリングの定義数は、 

MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。 

LANモジュールで送受信する際にフィルタリング処理を行います。優先順位の高い定義から順にフレームのチェックを

行い、フィルタリング条件が一致した場合に定義された動作を行います。

動作

フィルタリング条件に一致したときの MACフィルタリン

グの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
フィルタリング条件と一致する場合にフレームを透過
します。 

• 遮断
フィルタリング条件と一致する場合にフレームを遮断
します。

送信元／あて先 MACアドレス 

MACアドレスを以下の項目から選択します。“指定する”

を選択する場合は、アドレス指定に MACアドレスを 16

進数で指定します。 

• すべて
すべての MACアドレスを対象とします。 

• ブロードキャスト
ブロードキャスト MACアドレスを対象とします。 

• マルチキャスト
ブロードキャスト MACアドレスおよびマルチキャス

ト MACアドレスを対象とします。 

• 指定する
アドレス指定に指定する MACアドレスを対象としま

す。 MACアドレスは、「 xx:xx:xx:xx:xx:xx」（ xxは 2桁

の 16進数）の形式で指定します。
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フォーマット種別

フィルタリング対象のフォーマットを以下の項目から選
択します。“ LLC形式”の場合は、 LSAPを 16進数を使用

して、 0～ ffffの範囲で指定し、“ Ethernet形式”の場合

は、 type値を 16進数を使用して、 5dd～ ffffの範囲で指

定します。 

• LLC形式 

LLC形式のフレームを対象とします。 

• Ethernet形式 

Ethernet形式のフレームを対象とします。 

• すべて
すべてのフレームを対象とします。

◇静的 MAC学習テーブル情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ブリッジ関連］

→［静的 MAC学習テーブル情報］

現在、設定されている静的 MAC学習テーブルの一覧です。静的 MAC学習テーブル情報の定義数は、 MR1000　仕様一

覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

MACアドレス 

MACアドレスは、「 xx:xx:xx:xx:xx:xx」（ xxは 2桁の 16進

数）の形式で指定します。
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13.5 MPLS関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN0情報（物理 LAN）」→［修正］→［ MPLS関連］

◇ MPLS基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ MPLS関連］→［ MPLS基本情報］ 

MPLS機能 

LAN上で MPLS機能を使用する場合は、“使用する”を選

択します。

ラベル配布プロトコル 

LAN上で行うラベル配布プロトコルを選択します。
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◇ LDP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ MPLS関連］→［ LDP情報］ 

Helloタイマ 

interval

 

Helloの送信間隔のタイマを 1～ 65535秒の範囲で指定し

ます。初期値は 5秒です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

HoldTime

近隣関係の維持を判定するため HoldTimeのタイマを 1～ 

65534秒の範囲で指定します。

近隣関係の維持を判定する場合は、 HoldTimeに infinityを

選択します。初期値は 15秒です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65534秒 

HoldTimeの値は、 intervalの値より小さくすることはで
きません。 HoldTimeの値は intervalの値の 3倍以上を設
定することを推奨します。 

KeepAliveタイマ 

interval

 

KeepAliveの送信間隔のタイマを 1～ 65535秒の範囲で指

定します。初期値は 1分です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

timeout

 

LDPセッションの維持を判定するため KeepAliveの time- 

outのタイマを 1～ 65535秒の範囲で指定します。初期値

は 3分です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

timeoutの値は、 intervalの値より小さくすることはでき
ません。 timeoutの値は intervalの値の 3倍以上を設定す

ることを推奨します。
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LDPラべル広報方式 

Downstream Unsolicitedを使用する場合は、“ DU”を選

択します。 Downstream On Demandを使用する場合は、

“ DoD”を選択します。 

LDPラベル保持方式 

iberalを使用する場合は“ liberal”を選択します。 

conservativeを使用する場合は“ conservative”を選択し

ます。 

PHP機能

インタフェースあての LSPの PHP機能を設定します。 

PHP機能を無効にする場合は、“使用しない”を選択しま

す。 PHP機能を有効にする場合は、“使用する”を選択し

ます。 MPLSトンネル接続を使用する場合に、自側エンド

ポイントと IPアドレスが同じとき、設定に関係なく“使

用しない”が設定されます。 

IPv4 Transportアドレス

インタフェース単位で LDPが相手装置との通信に用いる

送信元 IPv4アドレスを分ける必要がある場合、本装置に

設定された IPv4アドレスを指定します。 0.0.0.0を指定し

た場合は、 MPLS情報の設定の IPv4 Transport Addressの

設定に従います。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

必ず本装置に存在するアドレスを指定してください。
本装置に存在しないアドレスをインタフェースに指定した
場合は、そのインタフェースでは LDPを使用できません。
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◇ EoMPLS情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 LAN情報」→［修正］→［ MPLS関連］→［ EoMPLS情報］ 

EoMPLS機能 

EoMPLS機能を使用する場合は“使用する”を選択します。 

VC ID

 

LAN定義の VC IDを 10進数を使用して 1～ 4294967295
で指定します。 EoMPLS通信の相手装置と同じ値を指定

します。

相手装置の IPv4アドレス 

EoMPLS通信の相手装置の IPv4アドレスを指定します。

相手装置で指定した IPv4 Transport Addressと同じ値を指

定します。 0.0.0.0および 255.255.255.255は使用できま

せん。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

VCタイプ

相手装置で同じ VC IDを持つインタフェースと同じ値を指

定します。 

• auto

LAN定義から、 Ethernetまたは VLANかを自動的に識

別します。 

• ethernet

LAN定義に関係なく VC Typeを Ethernetに設定します。  

• vlan

LAN定義に関係なく VC Typeを Ethernet VLANに設定

します。 

EXP値書き換え

固定の EXP値を使用する場合、“固定値”を選択し、書き

換える EXP値を 10進数を使用して 0～ 7で指定します。

“固定値”を選択して、 EXP値を省略時は、 0が設定され

ます。 VLANタグのプライオリティを使用する場合は、

“ VLANタグのプライオリティを使用する”を選択します。

初期値は、 EXP値 0です。
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14 シリアル情報
［操作］ 「設定メニュー」→［詳細設定メニュー］→ルータ設定「シリアル情報」 

14.1 共通情報

［操作］ 「設定メニュー」→［詳細設定メニュー］→ルータ設定「シリアル情報」→［共通情報］ 

COMポート

本装置の COMポートにモデムを接続して、モデム接続を

利用する場合は、“使用する”を選択します。 

COMポート通信速度 

COMポートの通信速度を選択します。
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14.2 モデム情報

［操作］ 「設定メニュー」→［詳細設定メニュー］→ルータ設定「シリアル情報」→［モデム情報］

ダイヤル方式

使用するアナログ回線のダイヤル方式を選択します。

ダイヤルトーンの検出

ダイヤルする前にダイヤルトーンを検出する場合は、“す
る”を選択します。

スピーカ

モード

モデムのスピーカの鳴り方を選択します。

音量

モデムのスピーカの音量を選択します。
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15 相手情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」 

15.1 ネットワーク情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］

現在、設定されている接続相手のネットワーク情報の定義が表示されています。ネットワークの定義数は、 MR1000　仕

様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

表示条件入力

ネットワーク情報の表示条件を接続先種別、表示個数、
および表示範囲によって指定することができます。設定
することによって、ネットワーク情報の一覧に見たい情
報だけを表示させることができます。

ネットワーク名

このネットワークを識別するための名称を 8文字以内で指

定します。
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［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］ 

15.2 共通情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［共通情報］

◇基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［共通情報］

→［基本情報］

ルーティングの対象となるネットワークの情報を設定します。

ネットワーク名

このネットワークを識別するための名称を 8文字以内で指

定します。
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MTUサイズ

最大パケット送信サイズ（ Maximum Transmission Unit）

を 200～ 1500バイトの範囲で指定します。 IPv6通信で利

用する場合は、 1280バイト以上の値を指定します。

また、 IPv6トンネル（ IPv6 over IPv4）を利用する場合

は、 1280バイトを指定します。 

PPPoE（ PPP over Ethernet）を利用する場合は、 1454バ

イトを指定します。

ブリッジを利用する場合は、 1500バイトを指定します。 

1500未満を指定すると、正しくブリッジ通信ができない

場合があります。 

RIPを利用する場合は、 576バイト以上を指定します。 

576バイト未満の MTUを指定すると、 RIPパケットが送

信されない場合があります。

自動接続

データ通信発生時に自動的に接続する場合は、“使用す
る”を選択します。

使用するインタフェースの設定（ WAN接続）で自動接続

をすべて禁止している場合は、自動接続を行うことができ
ません。

シェーピング

シェーピング（リミッタ）機能を設定します。シェーピ
ング機能を使用する場合は“使用する”を選択し、最大
送信レートを指定します。最大送信レートで設定した
レートに送信を抑制します。

最大送信レート

最大送信レートを 1～ 100000Kbpsの範囲で指定します。 

Kbpsは 1000bpsを、 Mbpsは 1000Kbpsを意味します。 

• シェーピング機能は、以下の接続先種別では動作しま
せん。 

- ISDN

- フレームリレー 
- モデム 
- IPトンネル 

• 回線に LANを使用して、帯域制御機能を有効に動作さ
せる場合は、シェーピングを“使用する”に設定して
ください。
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15.3 接続先情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］
→［接続先情報］

現在、設定されている接続先情報の定義が表示されています。マルチルーティングを行う場合は、優先順位の 1から順

に評価され最初に条件が成立した接続先にデータが流れます。接続先の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム

最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

選択する接続種別によって、表示が異なります。

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。
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接続先種別

この接続先の種別を以下から選択します。 

• 専用線接続
専用線回線を使用して接続する場合に選択します。使
用するには WAN情報で専用線回線が設定されている
必要があります。 

• ISDN接続 

ISDN回線を使用して接続する場合に選択します。使
用するには WAN情報で ISDN回線が設定されている

必要があります。

ダイヤル 1

接続に使用する電話番号を指定します。本装置で
は、複数の電話番号を指定できますが、それは
「接続先情報」－「基本情報」で設定します。着信
時には自動認識します。電話番号は 32桁以内、サ

ブアドレスは 19桁以内で指定します。 

• フレームリレー接続
フレームリレー回線を使用して接続する場合に選択し
ます。使用するには WAN情報でフレームリレー回線
が設定されている必要があります。 

DLCI

 

DLCIを 10進数を使用して 16～ 991の範囲で指定
します。 DLCIを設定できるネットワークは、 

MR1000　仕様一覧「 2.1 ソフトウェア仕様」

（ P.15）を参照してください。 DLCIは、フレーム

リレーを使用するときに 1本の物理回線上に設定

される複数の論理的な通信路（データリンク）を
識別するための識別子です。 

• モデム接続
モデムを使用して接続する場合に選択します。 

• PPPoE接続 
PPPoEを使用して接続する場合に選択します。使用す

るには LAN情報が設定されている必要があります。 

• IPトンネル接続 

IPトンネルを使用して接続する場合に選択します。 IP
トンネルに使用する IPv6または IPv4の設定は別の 

LAN情報または相手情報で設定します。

本装置では、 IPトンネル接続として、以下の 2つがあ

ります。 

- IPv6 over IPv4

- Ethernet over IP

• IPsec/IKE接続 

IPsec/IKEトンネルを使用して接続する場合に選択し
ます。 IPsec/IKEトンネルに使用する IPv4の設定は別

の相手情報で設定します。 

• 別インタフェースから送出
パケット送出先として別インタフェースを使用して接
続する場合に選択します。 

• MPLSトンネル接続 

MPLSトンネルを使用して接続する場合に選択します。 

• パケット破棄
送信するパケットをすべて破棄する場合に選択します。
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◇専用線接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：専用線接続）］

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：専用線接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。

使用インタフェース

専用線接続で使用する WANインタフェースを選択しま

す。あらかじめ WAN情報で専用線インタフェースの設定

をしておく必要があります。 

DNSサーバ

接続の際に使用する DNSサーバの IPアドレスを指定しま

す。 ProxyDNS機能を使用する場合に必要です。省略する

か 0.0.0.0を指定した場合は、自動取得となります。 

255.255.255.255を指定した場合、 DNSサーバは使用し

ません。また、この IPアドレスは、 PPPのネゴシエー

ションの中で相手から要求があった場合、相手に受け渡
す DNSサーバアドレスとしても使用します。
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［接続制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：専用線接続）］→［接続制御情報］

接続先監視

接続先の生存確認を行うための動作情報を選択します。
指定したあて先 IPアドレスに ICMP ECHOパケットを送

信します。タイムアウト時間までに応答がない場合に、
この接続先を使用できない状態にします。その後、異常
時送信間隔ごとに ICMP ECHOパケットを送信し、接続

先の復旧を待ち、復旧後にこの接続先を使用できる状態
にします。

送信元 IPアドレス 

ICMP ECHOパケットの送信元 IPアドレスとして、本装

置に設定している自側 IPv4/IPv6アドレスのどれかを指定

します。指定可能な範囲は以下のとおりです。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

あて先 IPアドレス

監視対象となる接続先の IPv4/IPv6アドレスを指定しま

す。指定可能な範囲は以下のとおりです。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

正常時送信間隔 

ICMP ECHOパケットの応答が正常に受信されている状態

で、 ICMP ECHOパケットを次に送信する間隔を、 10進

数を使用して 1～ 60秒の範囲で指定します。

再送間隔 

ICMP ECHOパケットの正常時の送信に対して応答がない

場合、 ICMP ECHOパケットを再送する間隔を、 10進数

を使用して 1～（タイムアウト時間 -1）秒の範囲で指定し

ます。省略時は、 1秒が設定されます。

タイムアウト時間 

ICMP ECHOパケットの送信から生存確認失敗とするまで

の時間を、 10進数を使用して 5～ 180秒の範囲で指定し

ます。タイムアウト時間までに応答がない場合、監視対
象との接続に障害が発生したとみなし、この接続先を使
用できない状態にします。

異常時送信間隔 

ICMP ECHOパケットのタイムアウトが発生してから、接

続先の障害が復旧し応答が受信されるまでの間、 ICMP 

ECHOパケットを送信する間隔を、 10進数を使用して 60
～ 600秒の範囲で指定します。

送信 TTL/HopLimit 

ICMP ECHOパケットを送信するときの IP TTL値を、 1～ 

255の範囲で指定します。省略時は、 255が設定されます。
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監視方式

監視方式を以下の 2つから選択します。 

• 常時監視
常時、監視を行います。 

• 無通信時監視
無通信時に、監視を行います。

［ PPP情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：専用線接続）］→［ PPP情報］ 

MP接続 

MP接続を行う場合は、“する”を選択します。
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［マルチルーティング情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：専用線接続）］→［マルチルーティング情報］

現在、この接続先に設定されているマルチルーティング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行

われます。マルチルーティングの定義は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。

動作

マルチルーティングの動作を以下の 3つから選択します。 

• 使用する
条件と一致した場合に、この接続先を使用します。 

• 使用しない
条件と一致した場合に、この接続先を使用しません。 

• 予約する
条件と一致し、以降の接続先を使用することができな
い場合に、この接続先を使用します。

プロトコル

マルチルーティング条件としてプロトコルを以下の 6つか

ら選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。
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送信元／あて先情報

マルチルーティング条件としてのアドレス情報を設定し
ます。 

IPアドレス／アドレスマスク

マルチルーティング条件としての IPアドレスおよびアド

レスマスクを指定します。チェック対象となったパケッ
トの IPアドレスと定義したアドレスマスクの論理積と、

定義した IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい

場合に条件に一致します。

ポート番号

マルチルーティング条件としてポート番号を 10進数を使

用して、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号がマルチ

ルーティングの対象となります。また、ポート番号を複
数指定する場合は“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報で合わせて 

10組まで指定できます。 

TOS

マルチルーティング条件として IPパケットの TOSフィー

ルド値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”

で指定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は

“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 

10組まで指定できます。何も設定しない場合はすべての 

TOSフィールド値をマルチルーティングの対象とします。
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◇ ISDN接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： ISDN接続）］

「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： ISDN接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定しま
す。この名前は手動接続の際にも使用されます。

使用インタフェース 

ISDN接続で使用する WANインタフェースを選択します。
あらかじめ WAN情報で ISDN回線インタフェースの設定
をしておく必要があります。

ダイヤル 1／ 2／ 3

接続に用いる電話番号は 3つまで指定できます。ダイヤル 
1の電話番号にかからない時にはダイヤル 2に、ダイヤル 
2がかからない時はダイヤル 3の電話番号にダイヤルしま

す。相手種別は発信時にのみ参照されます。接続先の通

信速度、および、通信手順を選択します。着信時には自
動認識します。電話番号は 32桁以内、サブアドレスは 19
桁以内で指定します。なお、 64kPIAFS着信時には、設定

したサブアドレスは無視されます。 

DNSサーバ

接続の際に使用する DNSサーバの IPアドレスを指定しま
す。 ProxyDNS機能を使用する際に必要です。省略するか 

0.0.0.0を指定した場合は、自動取得となります。 
255.255.255.255を指定した場合、 DNSサーバは使用し
ません。また、この IPアドレスは PPPのネゴシエーショ
ンの中で相手から要求があった場合、相手に受け渡す 
DNSサーバアドレスとしても使用します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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［接続制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： ISDN接続）］→［接続制御情報］

常時接続機能

“使用する”を選択すると、ほかの設定や通信の有無にか
かわらず接続状態を保持します。相手から切断された場
合や回線エラーによって切断された場合は、自動で再接
続します。ただし、本装置で手動切断を行うと、次に手
動接続を行うまで自動接続動作は行いません。

また、“使用する”を選択すると、表示される画面が変わ
ります。設定項目については、［専用線接続］の「接続制
御情報」を参考に設定します。使用しない場合は、以下
の項目を設定します。

無通信監視タイマ

無通信監視タイマを 0～ 3600秒の範囲で指定します。こ

こで指定した時間の間に、監視対象となるパケットが存
在しなかった場合は、自動的に切断します。なお、省略、
または 0を指定した場合、自動切断を行いません。

接続制限

この接続先に対する発信抑制を接続時間と課金によって
行うことができます。発信抑制を行う場合は、それぞれ
チェックボックスを指定して、時間は 1～ 999時間、金額

は 1～ 999999円の範囲で指定します。チェックボックス

を指定した場合、時間および金額の省略はできません。

課金単位時間

各時間帯の課金単位時間を 0.0～ 3600.0秒の範囲で指定

します。ここで設定した時間は無通信監視による回線切
断のときに参照され、同じ料金でもっとも接続時間が長
くなるように回線切断タイミングを調整します。なお、
昼間時間帯に 0を設定した場合、課金単位の調整は行いま

せん。また、夜間時間帯や深夜・早朝時間帯に 0を設定し

た場合、その前の時間帯の設定を利用します。

この機能を使用する場合は、操作メニューの時刻設定を使
用して本装置の時刻を正しく設定してください。時刻が正
しく設定されていない場合、課金単位時間は昼間の値だけ
が使用されます。祝祭日には対応していません。
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［着信制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： ISDN接続）］→［着信制御情報］

着信許可

この接続先からの着信を許可する場合は、“許可する”を
選択します。

発信者番号による識別

着信時の相手識別の方法には、発信者番号通知を用いる
方法と、認証 IDを用いる方法があります。 

• 番号チェックをしない
発信者番号による相手識別は行ません。 

• 接続先電話番号でチェックする
発信者番号通知を用いて相手を識別します。この場合
「基本情報」で設定した電話番号で相手を識別します。 

• 指定する接続先電話番号でチェックをする
相手識別のために相手電話番号および相手サブアドレ
スを指定します。電話番号は 32桁以内、サブアドレ

スは 19桁以内で指定します。
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［ PPP情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： ISDN接続）］→［ PPP情報］

認証方式

着信時に利用する認証プロトコルを選択します。どちらも
指定しない場合は、その相手からの着信は認証しません。

送信確認情報

発信時に使用する認証 IDを 64桁以内、認証パスワードを 

64桁以内で指定します。

受諾認証情報

着信時に受け付ける認証 IDを 64桁以内、認証パスワード

を 64桁以内で指定します。発信者番号による識別は「着

信制御情報」で設定できます。 

MP接続 

MP接続を行う場合は、“する”を選択します。 

BAP/BACP利用 

BAP/BACPを利用する場合は、“する”を選択します。た

だし、発信者番号による識別が行われなかった相手からの
着信については、「相手情報」－「着信相手識別情報」の
設定が参照されます。発信者番号による識別は、「着信制
御情報」で設定できます。
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◇フレームリレー接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：フレームリレー接続）］

「接続制御情報」および「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：フレームリレー接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。

使用インタフェース

フレームリレー接続で使用する WANインタフェースを選

択します。あらかじめ WAN情報でフレームリレー回線イ

ンタフェースの設定をしておく必要があります。 

DLCI

 

DLCIを 16～ 991の範囲で指定します。 DLCIを設定でき

るネットワークは、 MR1000　仕様一覧「 2.1 ソフトウェ

ア仕様」（ P.15）を参照してください。 DLCIは、フレーム

リレーを使用する場合、一本の物理回線上に設定される
複数の論理的な通信路（データリンク）を識別するため
の識別子です。 

CIR

 

CIRを選択します。 CIRは網が正常な状態で保証されるス

ループットです。本装置が輻輳制御動作を行う場合は CIR

を基準としてスループットを制御します。
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◇モデム接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：モデム接続）］

「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：モデム接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定しま

す。この名前は手動接続の際にも使用されます。

使用インタフェース

本装置では、モデム接続で使用するインタフェースは固
定です。

ダイヤル 1／ 2／ 3

接続に用いる電話番号は 3つまで指定できます。ダイヤル 

1の電話番号にかからないときにはダイヤル 2に、ダイヤ

ル 2がかからないときはダイヤル 3の電話番号にダイヤル

します。 

DNSサーバ

接続の際に使用する DNSサーバの IPアドレスを指定しま

す。 ProxyDNS機能を使用する際に必要です。省略するか 

0.0.0.0を指定した場合は、自動取得となります。 

255.255.255.255を指定した場合、 DNSサーバは使用し

ません。また、このアドレスは PPPのネゴシエーション

の中で相手から要求があった場合、相手に受け渡す DNS

サーバアドレスとしても使用します。
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［接続制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：モデム接続）］→［接続制御情報］

無通信監視タイマ

無通信監視タイマを 0～ 3600秒の範囲で指定します。こ

こで指定した時間の間に、監視対象となるパケットが存
在しなかった場合は、自動的に切断します。なお、省略、
または 0を指定した場合、自動切断を行いません。

接続制限

この接続先に対する発信抑制を接続時間によって行うこ
とができます。発信抑制を行う場合は、それぞれチェッ
クボックスを指定して、時間は 1～ 999時間の範囲で指定

します。チェックボックスを指定した場合、時間の省略
はできません。

課金単位時間

各時間帯の課金単位時間を 0.0～ 3600.0秒の範囲で指定

します。ここで設定した時間は無通信監視による回線切
断のときに参照され、同じ料金でもっとも接続時間が長
くなるように回線切断タイミングを調整します。なお、
昼間時間帯に 0を設定した場合、課金単位の調整は行いま

せん。また、夜間時間帯や深夜・早朝時間帯に 0を設定し

た場合、その前の時間帯の設定を利用します。

この機能を使用する場合は、操作メニューの時刻設定を使
用して本装置の時刻を正しく設定してください。時刻が正
しく設定されていない場合、課金単位時間は昼間の値だけ
が使用されます。祝祭日には対応していません。
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［着信制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：モデム接続）］→［着信制御情報］

着信許可

この接続先からの着信を許可する場合は、“許可する”を
選択します。モデム接続では、発信者番号による識別は
できません。

［ PPP情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：モデム接続）］→［ PPP情報］

送信確認情報

発信時に使用する認証 IDを 64桁以内、認証パスワードを 

64桁以内で指定します。

受諾認証情報

着信時に受け付ける認証 IDを 64桁以内、認証パスワード

を 64桁以内で指定します。モデム接続では、発信者番号

による識別はできません。
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◇ PPPoE接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： PPPoE接続）］

「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： PPPoE接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定しま

す。この名前は手動接続の場合にも使用されます。

使用インタフェース

通信を行うインタフェースを選択します。 

DNSサーバ

接続の際に使用する DNSサーバの IPアドレスを指定しま

す。 ProxyDNS機能を使用する際に必要です。省略するか 

0.0.0.0を指定した場合は、自動取得となります。 

255.255.255.255を指定した場合、 DNSサーバは使用し

ません。また、この IPアドレスは PPPのネゴシエーショ

ンの中で相手から要求があった場合、相手に受け渡す 
DNSサーバアドレスとしても使用します。
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［接続制御情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： PPPoE接続）］→［接続制御情報］

常時接続機能

“使用する”を選択すると、ほかの設定や通信の有無にか
かわらず接続状態を保持します。相手から切断された場
合や回線エラーによって切断された場合は、自動で再接
続します。ただし、本装置で手動切断を行うと、次に手
動接続を行うまで自動接続動作は行いません。
また、“使用する”を選択すると、表示される画面が変わ
ります。設定項目については、［専用線接続］の「接続制
御情報」を参考に設定します。使用しない場合は、以下
の項目を設定します。

無通信監視タイマ

無通信監視タイマを 0～ 3600秒の範囲で指定します。こ

こで指定した時間の間に、監視対象となるパケットが存
在しなかった場合は、自動的に切断します。なお、省略、
または 0を指定した場合、自動切断を行いません。
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［ PPP情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： PPPoE接続）］→［ PPP情報］

送信認証情報

認証 ID

送信時に使用する認証 IDを 64文字以内の文字列で指定し

ます。

認証パスワード

送信時に使用する認証パスワードを 64文字以内の文字列

で指定します。

［ PPPoE情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： PPPoE接続）］→［ PPPoE情報］

アクセスコンセントレータ名（ AC-Name）

アクセスコンセントレータ名を 64文字以内の文字列で指

定します。

サービス名（ Service-Name）

サービス名を 64文字以内の文字列で指定します。
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◇ IPトンネル接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPトンネル接続）］

「接続制御情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPトンネル接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。

自側／相手側エンドポイント 

• IPv6 over IPv4の場合 

IPv4形式の IPアドレスを指定します。 

• Ethernet over IPの場合 

IPv4トンネルの場合は IPv4形式、 IPv6トンネルの場

合は IPv6形式のアドレスを指定してください。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.25.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff
相手情報 124



Webリファレンス（ V21）
 

◇ IPsec/IKE接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPsec/IKE接続）］

「接続制御情報」および「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPsec/IKE接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。
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鍵交換モード

鍵交換モードを以下の 5つから選択します。 

• Aggressive Mode(Initiator)使用

自側エンドポイントが可変 IPアドレスで IPsec/IKEを

利用して通信する場合に選択します。 Aggressive 

Mode(Initiator)を利用する場合、相手エンドポイント

装置に Aggressive Mode(Responder)が設定されてい

る必要があります。 

• Aggressive Mode(Responder)使用

相手側エンドポイントが可変 IPアドレスで IPsec/IKE

を利用して通信をする場合に選択します。相手側エン
ドポイントが固定 IPアドレスで Aggressive Modeを

使用する場合は、相手側エンドポイントを指定してく
ださい。 Aggressive Mode(Responder)を利用する場

合、相手エンドポイント装置に Aggressive 

Mode(Initiator)が設定されている必要があります。 

• Main Mode使用

相手側／自側エンドポイントが固定 IPアドレスで 

IPsec/IKEを利用して通信する場合に選択します。 

Main Modeを利用する場合、相手エンドポイント装置

に Main Modeが設定されている必要があります。 

• 手動鍵使用
手動鍵設定での IPsecを利用して通信をする場合に選

択します。手動鍵を利用する場合、相手エンドポイン
ト装置に手動鍵の設定がされている必要があります。 

• IKEは他の接続先情報を使用

同じエンドポイントアドレス間で IPsec SAを複数使用

する場合に選択します。

自側／相手側エンドポイント 

IPv4/IPv6アドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

自装置／相手装置識別情報

自装置／相手装置を識別する名前を 64文字以内で指定し

ます。 

IDタイプ

ネゴシエーションの交換タイプを選択します。

接続先名 

IKE定義が設定されている接続先情報を選択します。
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［ IPsec情報（自動鍵）］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPsec/IKE接続）］→［ IPsec情報（自動鍵）］

この画面は、「 IPsec/IKE接続」 -「基本情報」の「鍵交換モード」で、「手動鍵使用」以外を選択した場合に表示されます。

◆ IPsecで使用するプロトコル 

IPsecで使用するプロトコルは、 IPsecの設定により決定します。プロトコルは AHと ESPがあり、 1つの IPsec情報

定義に暗号情報と認証情報の両方を指定すると認証付き ESPとなります。

アルゴリズムの組み合わせは、以下のとおりです。

暗号情報◯： des-cbc、 3des-cbc、 aes-cbc、または null

認証情報◯： hmac-md5または hmac-sha1

※ 「暗号化しない」とは、暗号アルゴリズムを 1つも選択しないことを指します。

「認証なし」とは、認証アルゴリズムで“認証なし”を選択または認証アルゴリズムを 1つも選択しないことを指

します。

暗号情報 認証情報 プロトコル

暗号化しない ◯ AH（認証）

◯ 認証なし ESP（暗号）

◯ ◯ ESP（認証＋暗号）
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対象パケット

自側／相手側 IPアドレス／マスク 

IPsecを適用するセッションの送信元 IPアドレスおよびア

ドレスマスクと、あて先 IPアドレスおよびアドレスマス

クを以下の 3つから選択します。アドレスを指定する場合

は、“指定する”を指定します。 

• IPv4すべて 

IPv4アドレスをすべて選択します。 

• IPv6すべて 

IPv6アドレスをすべて選択します。 

• 指定する 
IPアドレス／マスクを IPv4/IPv6形式で指定します。 

SAの設定

暗号アルゴリズム

トンネリングするパケットの暗号アルゴリズムを使用す
る場合に選択します。複数選択した場合、 des-cbc、 

3des-cbc、 aes-cbc、 nullの順に比較されます。暗号アル

ゴリズムを選択しない場合は、パケットの暗号化を行い
ません。

認証アルゴリズム

トンネリングするパケットの認証アルゴリズムを選択し
ます。複数選択した場合、 hmac-md5、 hmac-sha1、認証

なしの順に比較されます。認証アルゴリズムを選択しな
い場合および“認証なし”だけを選択した場合は、パ
ケットの認証を行いません。 

PFS時の DHグループ

自動鍵交換の鍵を生成するための鍵素材です。値が大き
い程セキュリティ強度は高くなります。ただし、装置の
負荷が高くなる場合があります。使用しない場合は、“使
用しない”を選択します。 

SA有効時間 

SAの有効期限を以下の範囲で指定します。指定した時間

が経過した時点で、 SAの有効期限が切れ、 IKEによって 

SA情報や鍵情報が自動的に更新されます。省略時は、 8
時間が設定されます。

有効範囲） 
600～ 86400秒 

10～ 1440分 

1～ 24時間 

SA有効データ量 

SAの有効期限をデータ量で指定します。指定したデータ

量を経過した時点で、 SAの有効期限が切れ、 IKEによっ

て SA情報や鍵情報が自動的に更新されます。省略時は、 

0が設定されデータ量による SA更新が行われません。

有効範囲） 
2400～ 110592000キロバイト 

3～ 108000メガバイト 

1～ 105ギガバイト 

SA更新 

SAの更新時間を設定します。 

Initiator時

自側が Initiatorの場合に、 IPsec SAの有効時間または有効

データ量が満了になる前に IPsecで SAの更新を行うため

の時間とデータ量を指定します。また、 IPsec SA更新の

データ量は、 IPsec SAの有効データ量が定義されていな

い場合は無効となります。省略時は時間が 90秒、データ

量が 0KByteが設定されます。

相手側の Responder時の SA更新時間とデータ量と同じに

ならないように設定してください。

時間 

30～ 180秒の範囲で指定します。省略時は、 90秒

が設定されます。

データ量 

120～ 230400KByteの範囲で指定します。省略時

は、 0KByteが設定されます。 

Responder時

自側が Responderの場合に、 IPsec SAの有効時間または

有効データ量が満了になる前に IPsec SAの更新を行う場

合は、“更新する”を選択します。“更新する”を選択し
た場合、更新を行う時間とデータ量を設定します。“更新
しない”を選択した場合、 Responder側からの SAの更新

は行いません。また、 IPsec SA更新のデータ量は、 IPsec 

SAの有効データ量が定義されていない場合は無効となり

ます。

相手側の Initiator時の SA更新時間とデータ量と同じにな

らないように指定してください。

時間 

30～ 180秒の範囲で指定します。省略時は、 30秒

が設定されます。

データ量 

120～ 230400KByteの範囲で指定します。省

略時は、 0KByteが設定されます。
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［ IPsec情報（手動鍵）］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPsec/IKE接続）］→［ IPsec情報（手動鍵）］

この画面は、「 IPsec/IKE接続」 -「基本情報」の「鍵交換モード」で、「手動鍵使用」を選択した場合に表示されます。

「対象パケット（送信用）／（受信用）」は、「 IPsec情報（自動鍵）」を参照してください。 

SAの設定（送信用）／（受信用） 

SPI値 

SPI値は、暗号情報や認証情報を定義したセキュリティパ

ラメタインデックスです。相手装置の設定と同じ値を指
定する必要があります。 SPI値を 100～ ffffffffの 16進数

の範囲で指定します。

暗号アルゴリズム

トンネリングするパケットの暗号アルゴリズムを選択し
ます。“暗号化しない”を選択した場合は、パケットの暗
号化を行いません。
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暗号鍵 

• 鍵識別
鍵の識別を指定します。 

• 鍵
暗号アルゴリズムで使用する暗号鍵を 16進数および

文字列を使用して、以下の範囲で指定します。 

16進数で 16桁（ DES-CBC指定時（ 3DES-CBC指定時は 

48桁、 AES-CBC指定時は 32桁））未満の鍵を指定した場

合は、 16（ 48）桁になるまで、自動的に“ 0”でパディン

グされます。

文字列で指定する場合は、 8文字（ DES-CBC指定時

（ 3DES-CBC指定時は 24文字、 AES-CBC指定時は 16文

字））固定の鍵長で指定します。暗号情報のアルゴリズム
に“暗号化しない”を選択した場合は、省略できます。

認証アルゴリズム

トンネリングするパケットの認証アルゴリズムを選択し
ます。“認証なし”を選択した場合、パケットの認証を行
いません。

認証鍵 

• 鍵識別
鍵の識別を指定します。 

• 鍵
認証アルゴリズムで使用する認証鍵を 16進数および

文字列を使用して、以下の範囲で指定します。 

16進数で 32桁（ HMAC-MD5指定時、 HMAC-SHA1指定

時は 40桁）未満の鍵を指定した場合は、 32（ 40）桁にな

るまで、自動的に“ 0”でパディングされます。

文字列で指定する場合は、 16文字（ HMAC-MD5指定時、 

HMAC-SHA1指定時は 20文字）固定の鍵長で指定しま

す。認証情報のアルゴリズムに“認証なし”を選択した
場合は、省略できます。

暗号アルゴリズム
入力範囲

（ 16進数鍵）
入力範囲
（文字列鍵） 

DES-CBC 1～ 16桁 8文字 

3DES-CBC 1～ 48桁 24文字 

AES-CBC 1～ 32桁 16文字

暗号アルゴリズム
入力範囲

（ 16進数鍵）
入力範囲
（文字列鍵） 

HMAC-MD5 1～ 32桁 16文字 

HMAC-SHA1 1～ 40桁 20文字
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［ IKE情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： IPsec/IKE接続）］→［ IKE情報］ 

IKE認証鍵 

IKEの認証に用いる鍵を設定します。本装置の IKE認証に

は事前共有鍵方式を使用しているため、ここでは事前共
有鍵（ Pre-shared key）の設定を行います。事前共有鍵

は、 IKEを利用した IPsec通信を行う相手ごとに、また相

手装置側でも同じ鍵を設定する必要があります。

鍵識別

鍵の識別を選択します。

鍵

鍵を 16進数および文字列で以下の範囲で指定します。 

IKE認証方法 

IKEの鍵交換で、相手を認証するための認証方法を指定し

ます。本装置では事前共有（秘密）鍵方式（ shared）を使

用します。

ポート番号 

IKEプロトコルで使用する UDPのポート番号を 10進数を

使用して 1～ 65535の範囲で指定します。 IKEプロトコル

では通常ポート 500番を使用しますので、通常は、“ 500”

を指定します。省略時は、“ 500”が設定されます。 

SAの設定

暗号アルゴリズム 

IKEセッションの送受信パケットを暗号化／複号化するた

めのアルゴリズムを選択します。

入力範囲（ 16進数鍵） 入力範囲（文字列鍵） 

1～ 256桁 1～ 128文字
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認証（ハッシュ）アルゴリズム 

IKEセッションのネゴシエーションパケットを認証するた

めのアルゴリズムを選択します。 

DHグループ（ Diffie-Hellmanグループ）

自動鍵交換で鍵を生成するための鍵素材を選択します。
値が大きい程セキュリティ強度は高くなります。ただし、
鍵生成のための計算に時間がかかるため、装置の負荷が
高くなる場合があります。 

SA有効時間 

IKE SAの有効期限を以下の範囲で指定します。指定した

時間が経過した時点で、 SAの有効期限が切れ、 IKE SA情

報や鍵情報が IKEによって自動的に更新されます。省略時

は、 24時間が設定されます。

有効範囲） 
600～ 86400秒 

10～ 1440分 

1～ 24時間

初回再送時間 

IKEの初回再送時間を 10進数を使用して、 1～ 60秒の範

囲で指定します。省略時は、 10秒が設定されます。

再送回数 

IKEの再送回数を 10進数を使用して、 1～ 10回の範囲で

指定します。省略時は、 3回が設定されます。 

IKEネゴシエーション開始動作 

IKEネゴシエーション開始動作を選択します。対象回線接

続契機を選択した場合は、対象パケット送信契機も含ま
れます。 

IKEセッション監視

指定されたあて先 IPアドレスに対して ICMP ECHOパ

ケットを送信します。タイムアウト時間までに応答がな
い場合に IPsec/IKE SAを解放します。

あて先 IPアドレス 

ICMP ECHOパケットの送出先 IPアドレス指定します。

あて先 IPアドレスに 0.0.0.0、または省略時 IKEセッショ

ン監視をしません。また、正常時送信間隔、異常時送信
間隔は初期値になります。

有効範囲） 
1.0.0.1-126.255.255.254
128.0.0.1-191.255.255.254
192.0.0.1-223.255.255.254

タイムアウト時間

タイムアウト時間を、 10進数を使用して 5～ 180秒の範

囲で指定します。タイムアウト時間までに応答がない場
合、監視対象ホストがダウンしたものとみなし、 IPsec/

IKE SAを解放します。省略時は、 5秒が設定されます。

正常時送信間隔

正常に受信されている状態での周期間隔です。 ICMP 

ECHOパケットの応答が正常に受信されている状態で、

次に ICMP ECHOパケットを送信する間隔を 10進数を使

用して 1～ 60秒の範囲で指定します。省略時は、 10秒が

設定されます。

異常時送信間隔 

ICMP ECHOパケットのタイムアウトが発生してから応答

が受信されるまでの周期送信する間隔を、 10進数を使用

して 60～ 600秒の範囲で指定します。応答が受信された

場合は正常時送信間隔状態に戻ります。省略時は、 3分が

設定されます。

同時に接続先監視が設定されている場合、 IKEセッション

監視は動作せず、接続先監視だけが動作します。接続先監
視は「接続制御情報」で設定できます。
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◇ MPLSトンネル接続
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： MPLSトンネル接続）］

「接続制御情報」および「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別： MPLSトンネル接続）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。

送出先インタフェース

パケットを送出するインタフェースを選択します。 

IPv4転送先ルータ 

LANインタフェースにパケットを送出する際の転送先

ルータのアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

自側エンドポイント 

IPv4形式のアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

相手側エンドポイント 

IPv4形式のアドレスを指定します。送出先インタフェー

スが LANインタフェースの場合は必ず設定してください。

転送ルータのアドレスには利用する LANインタフェース

と同じセグメントにする必要があります。異なるセグメ
ントの場合、転送は行えません。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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◇別インタフェースから送出
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：別インタフェースから送出）］

「接続制御情報」および「マルチルーティング情報」は、［専用線接続］を参照してください。

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：別インタフェースから送出）］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定します。

送出先インタフェース

パケットを送出するインタフェースを選択します。

転送先ルータ（ IPv4/IPv6ルータ） 

LANインタフェースにパケットを送出するときの転送先

ルータの IPアドレスを指定します。

送出先インタフェースが LANインタフェースの場合は、

必ず設定してください。転送ルータの IPアドレスは、利

用する LANインタフェースと同じセグメントにする必要

があります。異なるセグメントの場合は、転送すること
ができません。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff
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◇パケット破棄
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加（接続先種別：パケット破棄）］→［パケット破棄］

［基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［接続先情報］

→［追加］→［パケット破棄］→［基本情報］

接続先名

この接続先を識別するための名称を 8文字以内で指定しま

す。この接続先利用時には、すべてのパケットが破棄さ
れます。

パケット破棄

送信するパケットをすべて破棄する場合は、“する”を選
択します。
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15.4 PPP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ PPP関連］

◇圧縮情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ PPP関連］

→［圧縮情報］

送信するパケットのヘッダ部分の圧縮を行う機能です。使用する設定の場合も、実際にヘッダ圧縮を行うかどうかは、
相手ホストとのネゴシエーションで決まります。

ヘッダ圧縮（ IPCP） 

IPCPで使用する圧縮アルゴリズムを選択します。 

• VJ

VJヘッダ圧縮（ RFC1144準拠）を使用してヘッダ圧

縮を行います。 

• IPヘッダ圧縮 

IPヘッダ圧縮（ RFC2507／ RFC2508準拠）を使用し

てヘッダ圧縮を行います。

ヘッダ圧縮（ IPV6CP） 

IPV6CPで使用する圧縮アルゴリズムを選択します。 

• IPヘッダ圧縮 

IPヘッダ圧縮（ RFC2507／ RFC2508準拠）を使用し

てヘッダ圧縮を行います。

データ圧縮（ CCP） 

CCPで使用するデータ圧縮アルゴリズムを選択します。 

• LZS

LZS圧縮（ RFC1974準拠）を使用してデータ圧縮を行

います。

圧縮機能を MPで使用する場合、「ネットワーク情報」－
「 PPP関連」－「 MP情報」の受信パケット順序制御で“す
る”を選択してください。受信パケット順序制御しないと
圧縮機能が正しく動作しません。
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◇ MP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ PPP関連］

→［ MP情報］ 

MP回線初回リンク数

回線接続時に接続するチャネル数を指定できます。

トラフィックによる増減

回線負荷に応じて帯域幅（ 1B、 2B）を自動的にコント

ロールする機能を使用する場合は、“する”を選択し、回
線増減の条件も指定します。指定した回線使用率を超え
た（削減の場合は下回った）状態が“猶予時間”以上続
いた時点で、回線の接続（削減の場合は切断）を行いま
す。回線使用率は 0～ 100%、猶予時間は 0～ 3600秒の

範囲で指定できます。

受信パケット順序制御 

MPを使用すると、パケットの順序が入れ替って届く場合

があります。正しい順序に並べ変えて受信する場合は
“する”を選択します。 

MPを使用する場合、受信パケット順序制御で“しない”
を選択すると、以下の機能が正しく動作しません。 

• ブリッジ機能 

• ヘッダ圧縮機能 

• データ圧縮機能
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15.5 IP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

◇ IP基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ IP基本情報］ 

IPアドレス

このネットワーク情報の IPアドレスを固定で使用する場

合は“設定する”を選択します。“相手側 IPアドレス”ま

たは“自側 IPアドレス”の一方だけを指定し、他方を省略

することもできます。動的に割り当てられる環境で、誤っ
て IPアドレスを設定した場合は、ルーティング動作は行い

ますが、ルータから通信できないことがあります。

また、 RIPを使用する場合はどちらか一方を省略すること

はできません。両方とも指定するか“設定しない”を選
択します。 BGPまたは OSPFを使用する場合は、両方と

も指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

OSPFを使用するインタフェースはそれぞれ異なったネッ
トワークに属する IPアドレスを設定する必要があります。
同じネットワークに属する IPアドレスを設定した場合、 

OSPFを使用しないインタフェースとして扱われます。 

MSS書き換え 

MSS書き換え機能の設定をします。 MSS書き換え機能を

使用する場合、“使用する”を選択し、書き換えサイズを 0

または 160～ 1460の範囲で指定します。 PPPoE（ PPP over

Ethernet）を利用する場合は、 1414に設定します。 0を指

定した場合は、 MSS書き換え機能が無効となります。
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◇ RIP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ RIP情報］ 

RIPを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

NAT機能と併用することはできません。 

RIP送信 

RIP情報を送信するかどうかを選択します。送信する設定

にすると、 RIP情報を定期的に送信します。 RIP送信を行

う場合は、 RIPの種類を選択します。 

• V1

ルーティングプロトコルに RIP V1を使用し、ブロード

キャストで送信します。 

• V2

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、ブロード

キャストで送信します。 

• V2（ Multicast）

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、マルチ

キャストで送信します。 

RIP受信 

RIP情報を受信するかどうかを選択します。 RIP受信を行

う場合は、 RIPの種類を選択します。 

• V1

ルーティングプロトコルに RIP V1を使用し、受信しま

す。 

• V2、 V2（ Multicast）

ルーティングプロトコルに RIP V2を使用し、ブロード

キャストおよびマルチキャストを受信します。

メトリック値 

RIP送信時に加算するメトリック値を選択します。
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認証パケット 

RIP V2使用時にだけ有効な設定です。 RIP V2では、同じ

パスワードグループでだけ RIP情報の交換を行うことがで

きます。パスワード認証による RIP情報の交換を行う場合

は、“破棄しない”を選択し、パスワードを 16文字以内で

設定します。“破棄する”を選択した場合は、パスワード
認証による RIP情報の交換は行いません。

◇ OSPF情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ OSPF情報］

ループバックインタフェースも含めて、 OSPFを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 シス

テム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

• NAT機能と併用することはできません。 

• OSPFを使用できるインタフェースには上限があります。 OSPFを使用するインタフェースの合計が本装置の上限を超えない
ように設定する必要があります。
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OSPF機能 

OSPFを使用するかどうかを選択します。

エリア定義番号 

OSPFエリア情報のエリア定義番号を 10進数を使用して

指定します。 OSPFエリア情報は、「ルーティングプロト

コル情報」－［ OSPF関連］で設定することができます。

省略時は、 0が設定されます。

出力コスト 

OSPF出力コストを 1～ 65535の範囲で指定します。省略

時は、 10が設定されます。 

Helloパケット送信間隔 

OSPF隣接関係の維持に使用する、 Helloパケットの送信

間隔を指定します。通常は、“ 10秒”を指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

OSPF隣接ルータ間で同じ  Helloパケットの送信間隔を指
定してください。

隣接ルータ停止確認間隔 

OSPF隣接関係の維持に使用する、隣接ルータ停止確認間

隔を指定します。隣接ルータ停止確認間隔は、 Helloパ

ケット送信間隔より大きな値を指定する必要があります。 
Helloパケット送信間隔の 4倍を設定することをお薦めし

ます。通常は“ 40秒”を指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

OSPF隣接ルータ間で同じ隣接ルータ停止確認間隔を指定
してください。隣接ルータ停止確認間隔は、装置起動時に
指定ルータおよび副指定ルータの選出を開始するまでの待
機時間にも使用されます。大きな値を設定した場合は、経
路交換の開始が遅れます。

パケット再送間隔 

OSPFパケットを再送する間隔を指定します。省略時は、 

5秒が設定されます。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

3～ 65535秒 

LSUパケット送信遅延時間 

LSU（ Link State Update）パケットの送信遅延時間を指定

します。 LSUパケットでは、 LSA（ Link State Advertisement）

を作成してからの経過時間に対し、この設定時間を加算し
て広報します。省略時は、 1秒が設定されます。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

LSAは、生成されてから 1時間が経過すると破棄されま
す。 LSU送信遅延時間に  1時間以上を指定しないでくださ
い。正しくルーティングできない場合があります。

認証方式

パケット認証方式を選択します。

鍵種別

テキスト認証で使用する鍵の種別を選択します。

認証鍵

テキスト認証で使用する鍵を指定します。鍵種別が“文
字列”の場合は、 8文字以内で指定します。鍵種別が“ 16

進数”の場合は、 16進数を使用して 16桁以内で指定しま

す。 16桁未満の値を指定したときは左詰めで設定され、

残りは 16桁になるまで 0x0でパディングされます。 

MD5認証鍵 ID 

MD5認証鍵 IDを 1～ 255の範囲で指定します。 

MD5認証鍵 

MD5認証鍵を指定します。 16文字以内で指定します。
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パケット送信 

OSPFパケットの送信を抑止するかどうかを選択します。

送信方法 

OSPFパケットの送信方法を選択します。 OSPFパケット

をマルチキャストで受信できない装置と接続する場合は、
“ユニキャストで送信”を選択します。 

MTU値確認

隣接ルータと OSPFパケットの MTU値の確認を行うかど

うかを選択します。隣接ルータの仕様により、 MTU値の不

整合が回避できないときは、“確認しない”を選択します。
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◇スタティック経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［スタティック経路情報］

現在、相手側に設定されているスタティック経路の情報の定義が表示されています。 MR1000　仕様一覧「 2.3 システ

ム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次の処理に進みます。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。“ネットワーク指定”を指定した場合は、あて先 
IPアドレス／アドレスマスクを指定します。

メトリック値

このスタティック経路情報を RIPに再配布するときのメト

リック値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したと

きは、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で 

RIPテーブルに登録されます。
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優先度

このスタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用し

て 0～ 254の範囲で指定します。省略時は、 0が設定され

ます。優先度は、同じあて先への経路情報が複数あると
きに優先経路を選択するために使用され、より小さい値
が、より高い優先度を示します。スタティック経路情報

以外の優先度には、以下の初期値が設定されています。

複数のスタティック経路情報で ECMP機能を使用すると

きは、あて先、 RIPメトリック値、優先度がそれぞれ同じ

になるようにスタティック経路情報を設定します。また、 
ECMP機能を使用する場合は、「ルーティングプロトコル

情報」の「ルーティングマネージャ情報」にある「 ECMP
情報」で ECMPを使用するように設定します。 ECMPと

なるスタティック経路情報は、同じあて先への経路情報
ごとに装置全体で 4個まで定義できます。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定するときは、以下の点に注意してください。 

• 優先度が 0のスタティック経路情報と、優先度が 0以上の

スタティック経路情報は同時に設定できません。 
• 優先度が同じで、メトリック値が違うスタティック経
路情報は同時に設定できません。

プロトコル 優先度 

EBGP 20

OSPF 110

RIP 120

IBGP 200

DNS 15
相手情報 144



Webリファレンス（ V21）
 

◇ IPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ IPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている IPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順

に行います。 IPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致する場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、 WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能
が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPフィルタリングの動作を以下の 3つから選択します。 

• 透過
条件と一致する場合にパケットを透過します。 

• 透過（接続中のみ）
条件と一致する場合に、回線が接続しているときはパ
ケット透過し、切断しているときは遮断します。 

• 遮断
条件と一致する場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 6つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

フィルタリング条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。

チェック対象となるパケットの IPアドレスと定義するア

ドレスマスクの論理積、定義する IPアドレスとアドレス

マスクの論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号

フィルタリング条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号をフィル

タリングの対象とします。また、ポート番号を複数指定
する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 10組

まで指定できます。 

ICMP

タイプ

フィルタリング条件として ICMPパケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPタイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPタイ

プ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPパケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPコード値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPコー

ド値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

TOS

フィルタリング条件として IPパケットの TOSフィールド

値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指

定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は、“ ,”

で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10

組まで指定できます。何も指定しない場合は、すべての 
TOSフィールド値をフィルタリングの対象とします。
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方向

フィルタリングする方向を以下の 4つから選択します。 

• 入力のみ
入力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• 出力のみ
出力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
のものを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPアドレス /アドレスマスクとあて先 IPア

ドレス /アドレスマスク 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

なお、入力パケットは IPアドレスとポート番号だけを

逆転した条件でフィルタリングされます。このため、
「 TCP接続要求」を有効にしている場合は、入力パ

ケットに対しても TCPプロトコルのコネクション接続

要求がフィルタリング対象に含まれます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とする場合に指定します。
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◇ IPフィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［修正］→［ IP関連］→［ IPフィルタリング情報］

→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている IPフィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えない場合があります。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPフィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動作

を以下の 4つから選択します。 

• 透過 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを透過します。 

• 透過（接続中のみ） 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合に、

回線が接続しているときはパケットを透過し、切断し
ているときは遮断します。 

• 遮断 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを遮断します。 

• SPI

IPフィルタリング定義のどれにも一致しないで、プロ

トコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを送

信したときだけ、セッションの後続パケットを透過し
ます。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以前

送信したパケットに対応する受信パケットだけを透過
します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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◇ TOS値書き換え情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ TOS値書き換え情報］

現在、このネットワークに設定されている TOS値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に

行います。 TOS値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。

処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致する場合に定義された TOS値書き換えを

行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。
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プロトコル 

TOS値書き換えの条件としてプロトコルを以下の 6つか

ら選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

TOS値書き換え条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク  

TOS値書き換え条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。

チェック対象となるパケットの IPアドレスと、定義する 

IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合に条

件に一致します。

ポート番号 

TOS値書き換え条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号が TOS書

き換えの対象となります。また、ポート番号を複数指定
する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報で合わせて 10組

まで指定できます。 

TOS

 

TOS値書き換えの条件として IPパケットの TOSフィール

ド値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で

指定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は、

“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切りま

す。 10組まで指定できます。何も指定しない場合は、す

べての TOSフィールド値を書き換えの対象とします。

新 TOS 

IPパケットに新しく指定する TOSフィールド値を 16進数

を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。
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◇ RIPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ RIPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている RIPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順

に行われます。 RIPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致し
た以降の条件は参照されません。また、（送信方向／受信方向の）すべての条件に一致しない RIP経路情報は遮断されます。

動作

フィルタリング条件に該当する RIP経路情報の動作を以下

の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

方向

フィルタリング条件に該当するかどうかをチェックしま
す。 RIPパケット受信時にチェックするか、送信時に

チェックするかを選択します。

フィルタリング条件

フィルタリング条件を選択します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とします。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定します。
経路情報を指定するときは、 RIP経路の検索条件とし

て、“完全に一致”または、“マスクした結果が一致”
を選択します。
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検索条件

検索条件を選択します。 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た RIP経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、 RIP経路情報のそれぞれを、指

定したアドレスマスクでマスクした結果が一致した場
合、その RIP経路情報をフィルタリング対象とします。

メトリック値

フィルタリング結果で透過になった RIP経路情報のメト

リック値を変更できます。送信時の RIP経路にメトリック

値を設定した場合、「 RIP情報」で設定した加算メトリッ

ク値は加算されません。省略または 0を指定した場合は、

フィルタリングでメトリック値の変更は行いません。

フィルタリング条件で“すべて”を選択したときは、メト
リック値を設定しても無効となります。
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◇ NAT情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ NAT情報］ 

NATの使用

“マルチ NAT”を選択すると、複数の端末と併用できま

す。“静的 NATのみ”を選択すると静的 NAT情報の条件に

一致しないパケットは変換されません。 NATを使用しな

い場合は、以降の設定は無効です。

本装置では相手情報と LAN情報のインタフェースでアド
レス変換機能を設定できます。ただし、使用する場合は、
グローバルアドレスを使用するインタフェースだけで設定
します。また、基本 NATと静的 NATで同一グローバルア
ドレスを使用しないでください。

グローバルアドレス

特定のグローバルアドレスを使用するときに指定します。
指定しない場合は自動で割り当てられます。

アドレス個数

複数個のグローバルアドレスを使用する場合は、上述のグ
ローバルアドレスを先頭とし、連続した複数のアドレスを
指定します。その個数を 1～ 16の範囲で指定します。な

お、アドレス個数の設定は、グローバルアドレスを指定し
た場合にだけ有効です。省略時は、 1が設定されます。

アドレス割当てタイマ

アドレス変換情報は一定の時間、該当する通信が行われ
ないと、自動的に解放されます。解放するための猶予時
間を 0～ 24時間の範囲で指定します。 0を指定すると、

タイマによる情報の解放は行われません。省略時は、 5分

が設定されます。 

NATセキュリティ 

• 通常
相手サーバが NATを使用している際など、要求先とは

別のアドレスから応答します。 

• 高い 
ftpや dnsの要求する相手からの応答かどうかをチェッ

クします。 

IPsecパススルー 

• 単一パス
同じ相手にの IPsecパスを設定します。 

• 複数パス
同じ相手に複数の IPsecパスを設定します。
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◇静的 NAT情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［静的 NAT情報］

マルチ NATを使用すると、アドレス変換情報を固定で持つことができます。現在、設定されている固定のアドレス変換

情報の定義が表示されています。静的 NATの定義の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）

を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

プライベート IP情報 

IPアドレス

固定でアドレス変換を行う場合に、ローカルネットワー
ク側の IPアドレスを指定します。省略できません。

ポート番号

固定でアドレス変換を行う場合に、ローカルネットワー
ク側のポート番号を選択します。“その他”を選択して、
ポート番号を指定する場合は、 10進数を使用して 1～ 

65535の範囲で指定します。

なお、グローバルポート番号を範囲指定する場合は、そ
の範囲のグローバルポート番号は、指定したプライベー
トポート番号を先頭とした範囲へ変換されます。

たとえば、プライベートポート番号に 1000を指定し、グ

ローバルポート番号に 10000-11000を指定すると、グ

ローバルポート番号の 10000から 11000はプライベート

ポート番号の 1000から 2000に変換されます。

グローバル IP情報 

IPアドレス

固定でアドレス変換を行う場合にリモートネットワーク
側の IPアドレスを指定します。省略時は、すべてのグ

ローバルアドレスに対して有効な設定となります。

ポート番号

固定でアドレス変換を行う場合にリモートネットワーク
側のポート番号を選択します。“その他”を選択して、
ポート番号を指定する場合は、 10進数を使用して 1～ 

65535の範囲から 1つ、または“ -”で区切った 1組の範

囲を指定します。
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プロトコル

固定でアドレス変換を行う場合に対象となるプロトコル
を以下の 8つから選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• esp（ 50） 

• ah（ 51） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

◇静的 NAT情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［静的 NAT情報］→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている静的 NAT定義のどれにも一致しないときの

動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

動作

静的 NAT定義のどれにも一致しない場合の IPフィルタリ

ングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
静的 NAT定義のどれにも一致しない場合にパケットを

透過します。 

• 破棄
静的 NAT定義のどれにも一致しない場合にパケットを

破棄します。
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◇帯域制御（ WFQ）情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［帯域制御（ WFQ）情報］

現在、このネットワークに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000　仕

様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

設定された任意のプロトコル、 IPアドレス、ポート番号、 TOSフィールド値の条件を元に帯域を割り当てます。
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プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 6つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

帯域制御の対象となる IPアドレスおよびアドレスマスク

を指定します。対象となるパケットの IPアドレスと定義す

るアドレスマスクの論理積と、定義する IPアドレスとアド

レスマスクの論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 TOSフィールド値

帯域制御の対象となる TOSフィールド値を 16進数を使用

して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定します。 TOS

フィールド値を複数指定する場合は、“ ,”で区切ります。

範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組まで指定で

きます。何も指定しない場合は、すべての TOSフィール

ド値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。 

IPv4/IPv6以外のパケットは、すべて非優先（ベストエ
フォート）として扱われます。
回線に LANを使用して、帯域制御機能を有効に動作させ
る場合は、シェーピングを使用してください。
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◇マルチキャスト情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［マルチキャスト情報］

マルチキャスト機能

リモートインタフェース上でマルチキャスト機能を使用
する場合は、どれかのマルチキャスト・プロトコルを選
択します。マルチキャストを利用する場合は、インタ
フェースに IPアドレスを手動で割り当てます。 IPアドレ

スが設定されていないインタフェースでの動作はサポー
トしていません。 

• マルチキャスト機能を使用するすべてのインタフェー
ス上で、同じプロトコルを選択してください。同時に
複数のプロトコルを利用することはできません。 

• NAT機能と併用することはできません。 

TTLしきい値 

LAN上でマルチキャスト機能を使用するときの TTLしき

い値を 10進数を使用して 1～ 255の範囲で指定します。

初期値は 1です。 

PIM-SMの PIM Registerパケットによりカプセル化され

るマルチキャスト・パケットは、出力先インタフェース
の TTLしきい値の設定にかかわらず出力されます。 

PIMプリファレンス値 

PIMの Assertメッセージに格納されるプリファレンス値

を 10進数を使用して 1～ 65535の範囲で指定します。初

期値は 1024です。

並列な経路の存在のためにマルチキャスト・パケットが
重複した場合は、 PIM Assertメッセージによって、片側

の転送経路が遮断されます。この際、プリファレンス値
の小さい方の経路が有効になります。 PIM Assertメッ

セージの発行時には、 Assert対象となるパケットの発信

元へのユニキャスト経路を参照し、発信元へ向かうイン
タフェースのプリファレンス値を Assertメッセージに格

納します。 Assertメッセージが出力されるインタフェー

スのプリファレンス値が格納されるわけではありません。

上流ルータの種類

本装置から上流にルータが存在し、そのルータを経由し
てマルチキャストパケットが転送される場合、どの種類
のルータからのマルチキャストパケット転送を許可する
かを設定します。

上流ルータが PIMルータでない場合（マルチキャストパ

ケットをスタティック経路によって転送するルータで
あった場合）に転送を許可する場合は、“すべて”を選択
します。

受信インタフェースと同一の IPセグメントから送信された
（直接接続されたホストからの）マルチキャストパケット
は、上流ルータの設定にかかわらず転送が行われます。
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◇ EXP値書き換え情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IP関連］

→［ EXP値書き換え情報］

現在、このネットワークに設定されている EXP値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に

行われます。 EXP値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットをチェックし、すべての条件が一致した場合に定義された EXP値を書き換えま

す。ただし、分割されたパケットに対しては正しく行えません。

プロトコル 

EXP値書き換え条件としてプロトコルを以下の 6つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmp（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

EXP値書き換え条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク  

EXP値書き換え条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。チェック対象となったパケットの 
IPアドレスと定義したアドレスマスクの論理積と、定義

した IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合

に条件に一致します。
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ポート番号 

EXP値書き換え条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号が書き換

えの対象となります。また、ポート番号を複数指定する
場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区

切ります。ポート番号は、送信元情報とあて先情報で合
わせて 10組まで指定できます。 

TOS

 

EXP値書き換え条件として IPパケットの TOSフィールド

値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または“ any”で指定

します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は“ ,”で

区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組

まで指定できます。何も指定しない場合はすべての TOS
フィールド値を書き換えの対象とします。 

EXP

書き換える EXP値を、 0～ 7の範囲で指定します。
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15.6 IPv6関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

◇ IPv6基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6基本情報］ 

IPv6

 

IPv6の通信を使用する場合は、“使用する”を選択します。
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インタフェース ID

“自動”を選択する場合は、装置の MACアドレスから自

動生成されるインタフェース IDを使用します。通常は

“自動”を選択します。

“指定する”を選択する場合は、 16ビットごとに区切り文

字（ :）を入れて、 16桁の 16進数でインタフェース IDを

指定します。このとき、他装置と違うインタフェース ID

を指定します。

記述例） 2001:db8:7654:3210 

IPv6アドレス

この装置で使用する IPv6アドレスを 4個まで設定できます。

アドレスまたはプレフィックス

本装置の相手側の IPv6アドレスを標準的な IPv6アドレス

で指定します。本装置ではプレフィックス長は 64に固定

されます。インタフェース ID部分がすべて 0の場合は、

指定するアドレスはプレフィックスとして解釈されます。
実際に利用するアドレスは、そのアドレスにインタ
フェース IDを付与したものとなります。リンクローカル

アドレスは指定できません。 

IPv6 DHCPクライアントが取得したプレフィックスを使

用する場合は、上位を“ dhcp@インタフェース名”の形

式で指定し、下位 80ビット分を標準的な IPv6アドレス表

記方式で指定します。インタフェース名には、 IPv6 

DHCPクライアント機能が動作している rmtインタフェー

スを指定します。

記述例） 

2001:db8:1111:1000:1:2:3:4

完全な IPv6アドレスとして解釈されます。 

2001:db8:1111:1000::

プレフィックスとして解釈され、インタフェース ID部分

にはインタフェース IDが付与されます。 

dhcp@rmt0:1000::1

rmt0インタフェースで動作している IPv6 DHCPクライア

ントが取得したプレフィックスを使用して完全な IPv6ア

ドレスを指定します。 

dhcp@rmt0:1000::

rmt0インタフェースで動作している IPv6 DHCPクライア

ントが取得したプレフィックスを使用してプレフィック
スを指定します。 

Valid Lifetime

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定する Valid 

Lifetimeを指定します。通常は、“ 30日”を指定します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒

期限を定めない場合（無期限の場合）は、チェックボッ
クスをチェックします。 

Pv6アドレスに IPv6 DHCPクライアントが取得したプレ

フィックスを使用する指定をした場合は、 IPv6 DHCPク

ライアントが取得した Valid Lifetimeと比較して短い方が

有効になります。 

Pref. Lifetime

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定する 
Preferred Lifetimeを指定します。通常は、“ 7日”を指定

します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒

期限を定めない場合（無期限の場合）は、チェックボッ
クスをチェックします。 

IPv6アドレスに IPv6 DHCPクライアントが取得したプレ

フィックスを使用する指定をした場合は、 IPv6 DHCPク

ライアントが取得した Preferred Lifetimeと比較して短い

方が有効になります。

フラグ

ルータ広報のプレフィックス情報ごとに設定するフラグ
フィールドの内容を 2桁の 16進数で指定します。この領

域の値として、 RFC2461で以下の値が定義されています。

必要に応じて以下の値の論理和を設定します。 

• on-link flag 80

• autonomous address-configuration flag 40

通常は“ c0”を指定します。

ルータ広報

ルータ広報メッセージ（ router advertisement message）

を送信する場合は“送信する”を選択し、以下の項目を
設定します。
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最大送信間隔

ルータ広報メッセージの最大送信間隔を指定します。初
期値は 600秒です。省略はできません。

有効範囲） 4～ 1800

最小送信間隔

ルータ広報メッセージの最小送信間隔を指定します。初
期値は 200秒です。省略はできません。

有効範囲） 3～最大送信間隔の 3／ 4 

Router Lifetime

ルータ広報で送信する Router Lifetimeを指定します。初

期値は 1800秒です。省略はできません。

有効範囲） 0または最大送信間隔～ 9000 

MTU

ルータ広報で送信する MTU optionを指定します。省略時

は、 MTU optionを含みません。

有効範囲） 1280～ 1500 

Reachable Time

ルータ広報で送信する Reachable Timeを指定します。省

略値は 0ミリ秒です。

有効範囲） 0～ 3600000 

Retrans Timer

ルータ広報で送信する Retrans Timerを指定します。省略

値は 0ミリ秒です。

有効範囲） 0～ 4294967295 

Cur Hop Limit

ルータ広報で送信する Cur Hop Limitを指定します。省略

値は 64です。

有効範囲） 0～ 255

フラグ

ルータ広報の本体部分に設定するフラグフィールドの内
容を 16進数を使用して 2桁で指定します。この領域の値と

して、 RFC2461で以下の値が定義されています。必要に応

じて以下の値の論理和を設定します。省略値は 00です。 

• Managed address configuration flag 80

• Other stateful configuration flag 40
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◇ IPv6 RIP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 RIP情報］ 

RIPを使用できるインタフェースの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくだ

さい。 

RIP送信 

RIPを送信する場合は、“送信する”を選択します。

メトリック値

“送信する”を選択した場合に、加算するメトリック値を
選択します。 

RIP受信 

RIPを受信する場合は、“受信する”を選択します。

集約経路送信 

RIPで集約経路を送信する場合に、集約して広報する経路

を設定します。

集約経路

デフォルトルートまたはネットワーク指定を選択し、集
約して広報する経路を指定します。

集約経路情報は、集約される経路情報がないときでも広
報されます。また、同じあて先の経路情報がルーティン
グテーブルにないときでも広報され、ルーティングテー
ブルには設定されません。 

• デフォルトルート
集約経路情報としてデフォルトルートだけを広報しま
す。 

• ネットワーク指定
集約経路情報をプレフィックス／プレフィックス長で
指定します。指定した集約経路情報は広報され、集約
経路情報に含まれる経路情報は広報されません。
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破棄経路設定

広報した集約経路情報により本装置に送られた IPv6パ

ケットをルーティングするための経路情報がないときに、
そのあて先へは到達不能であることを ICMPv6で通知する

ことができます。チェックしないときは、そのあて先へ
の経路がないことが ICMPv6で通知されます。

チェック時は、集約経路情報と同じあて先の経路情報が
破棄経路としてルーティングテーブルに設定されます。

サイトローカルプレフィックス

サイトローカルプレフィックスを交換する場合は、“交換
する”を選択します。

◇ IPv6スタティック経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6スタティック経路情報］

現在、相手側に設定されている IPv6スタティック経路情報の定義が表示されています。 IPv6スタティック経路の定義数

は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次の

ページへ進みます。 

IPv6経路情報を固定で設定できます。ただし、デフォルトルートは装置に 1つしか設定できません。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。“ネットワーク指定”を選択した場合は、あて先
プレフィックス／プレフィックス長を指定します。あて
先ネットワークにリンクローカルアドレスは指定できま
せん。

メトリック値

このスタティック経路情報を RIPに再配布するときのメト

リック値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したと

きは、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で 

RIPテーブルに登録されます。
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優先度

このスタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用し
て 0～ 254の範囲で指定します。省略時は、 0が設定され

ます。優先度は、同じあて先への経路情報が複数あると
きに優先経路を選択するために使用され、より小さい値
が、より高い優先度を示します。スタティック経路情報
以外の優先度には、以下の初期値が設定されています。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定するときは、以下の点に注意してください。 

• 優先度が 0のスタティック経路情報と、優先度が 0以上の
スタティック経路情報は同時に設定できません。 

• 優先度が同じスタティック経路情報は同時に設定でき
ません。

プロトコル 優先度 

RIP 120

DNS 15

DHCP 10
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◇ IPv6フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6フィルタリング情報］

現在、このインタフェースに設定されている IPv6フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1か

ら順に行います。 IPv6フィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照して

ください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットをチェックし、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。ただ
し、分割されたパケットに対しては正しく行えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 

DHCP機能が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPv6フィルタリングの動作を以下の 3つから選択します。 

• 透過
条件と一致する場合にパケットを透過します。 

• 透過（接続中のみ）
条件と一致する場合に、回線が接続されていればパ
ケットを透過し、切断されていれば遮断します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 5つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

プロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選択し、 
10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

フィルタリング条件としての IPv6アドレスおよびプレ

フィックス長を指定します。チェック対象となるパケッ
トの IPv6アドレスと定義するプレフィックス長の論理積、

定義する IPv6アドレスとプレフィックス長の論理積が等

しい場合に条件に一致します。

ポート番号

フィルタリング条件として、ポート番号を 10進数を使用

して、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号がフィル

タリングの対象となります。また、ポート番号を複数指
定する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 

10組まで指定できます。 

ICMPv6

タイプ

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6タイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6

タイプ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6コード値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6

コード値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

Traffic Class

フィルタリング条件として IPv6パケットの Traffic Class

値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または“ any”で指定

します。 Traffic Class値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての Traffic 

Class値をフィルタリングの対象とします。
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方向

フィルタリングする方向を選択します。 

• 入力のみ
入力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• 出力のみ
出力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
のものを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPv6アドレス /プレフィックス長とあて先 

IPv6アドレス /プレフィックス長 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

なお、リバースを指定した場合は、入力パケットは 
IPv6アドレスとポート番号だけを逆転した条件でフィ

ルタリングされます。このため、「 TCP接続要求」を

有効にしている場合は、入力パケットに対しても TCP

プロトコルのコネクション接続要求がフィルタリング
対象に含まれます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とする場合に指定します。
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◇ IPv6フィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6フィルタリング情報］→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このネットワークに設定されている IPv6フィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えない場合があります。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPv6フィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。

動作 

IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動

作を以下の 4つから選択します。 

• 透過 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを透過します。 

• 透過（接続中のみ）
条件と一致する場合に、回線が接続されていればパ
ケットを透過し、切断されていれば遮断します。 

• 遮断 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを遮断します。 

• SPI
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しないで、プ

ロトコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを

送信したときだけ、セッションの後続パケットを透過
します。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以

前送信したパケットに対応する受信パケットだけを透
過します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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◇ IPv6 Traffic Class値書き換え情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 Traffic Class値書き換え情報］

現在、このネットワークに設定されている IPv6 Traffic Class値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順

位 1から順に行われます。 IPv6 Traffic Class値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」

（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された IPv6 Traffic Class

値書き換えを行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

プロトコル 

IPv6 Traffic Class書き換え条件としてプロトコルを以下の 

5つから選択します。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

プロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選択し、 
10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてのアドレス情報を

設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としての IPv6アドレス

およびプレフィックス長を指定します。チェック対象と
なるパケットの IPv6アドレスと定義するプレフィックス

長の論理積、定義する IPv6アドレスとプレフィックス長

の論理積が等しい場合に条件に一致します。
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ポート番号 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてポート番号を 10

進数を使用して、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定

します。“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号

が書き換えの対象となります。また、ポート番号を複数
指定する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 

10組まで指定できます。 

Traffic Class

 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件として IPv6パケットの 

IPv6 Traffic Class値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲ま

たは“ any”で指定します。 Traffic Classフィールド値を

複数指定する場合は“ ,”で区切ります。範囲指定の場合

は“ -”で区切ります。 10組まで指定できます。何も指定

しない場合はすべての IPv6 Traffic Class値を書き換えの

対象とします。

新 Traffic Class 

IPv6パケットに新しく指定する IPv6 Traffic Class値を 16

進数を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。
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◇ IPv6 RIPフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 RIPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている RIPフィルタリング定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行

われます。 RIPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

RIP受信（送信）時には、優先順位の高い定義から順に受信（送信）方向の条件を参照し、一致した条件があった時点

で定義された動作を行います。なお、一致した以降の条件は参照されません。また、受信（送信）方向のすべての条件
に一致しない RIP経路情報は遮断されます。

動作

フィルタリング対象に該当する RIP経路情報の動作を以下

の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合に RIP経路情報を透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合に RIP経路情報を遮断します。

方向

フィルタリングを RIP受信時に行うか、 RIP送信時に行う

かを選択します。 

• 受信 
RIP受信時に、フィルタリングを行います。 

• 送信 
RIP送信時に、フィルタリングを行います。

フィルタリング条件

フィルタリング条件を選択します。 

• すべて
すべての経路情報がフィルタリングの対象となります。  

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、 RIP経路の検索条件

として、“完全に一致”または、“マスクした結果が一
致”を選択します。
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検索条件

検索条件を選択します。 

• 完全に一致
指定したプレフィックスとプレフィックス長が完全に
一致した RIP経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定したプレフィックスと、 RIP経路情報のそれぞれ

を、指定したプレフィックス長でマスクした結果が一
致した場合、その RIP経路情報をフィルタリング対象

とします。

メトリック値

フィルタリング結果で透過になった RIP経路情報のメト

リック値を変更できます。送信時の RIP経路にメトリック

値を設定した場合、「 RIP情報」で設定した加算メトリッ
ク値は加算されません。省略または 0を指定した場合は、

フィルタリングでメトリック値の変更は行いません。

フィルタリング条件で“すべて”を選択したときは、メト
リック値を設定しても無効となります。
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◇ IPv6帯域制御（ WFQ）情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6帯域制御（ WFQ）情報］

現在、このネットワークに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000　

仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みま

す。

設定された任意のプロトコル、 IPv6アドレス、ポート番号、 IPv6 Traffic Class値の条件を元に帯域を割り当てます。

プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 5つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

帯域制御の対象となる IPv6アドレスおよびプレフィック

ス長を指定します。チェック対象となるパケットの IPv6ア

ドレスと定義するプレフィックス長の論理積と、定義する 
IPv6アドレスとプレフィックス長の論理積が等しい場合

に条件に一致します。
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ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 Traffic Class値

帯域制御の対象となる IPv6パケットの Traffic Class値を 

16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定し

ます。 Traffic Class値を複数指定する場合は、“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合は、すべての Traffic 

Class値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。 

IPv4/IPv6以外のパケットは、すべて非優先（ベストエ
フォート）として扱われます。
回線に LANを使用して、帯域制御機能を有効に動作させ
る場合は、シェーピングを使用してください。
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◇ IPv6 DHCP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 DHCP情報］
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DHCP機能

それぞれのインタフェースの IPv6 DHCP機能を以下の 3

つから選択します。 

• 使用しない 
DHCP機能を使用しません。 

• クライアント機能を使用する
該当インタフェースを IPv6 DHCPクライアントとして

運用します。 

• サーバ機能を使用する
本装置を該当インタフェースのネットワークの IPv6 

DHCPサーバとして使用します。

クライアント／サーバ機能共通 

DUID

 

DUIDを以下の 3つから選択します。 

• 自動 
DUID-LLフォーマットで自動生成される DUIDを使用

します。通常は、この設定を使用します。 

• 文字列で指定する 
ASCIIコードを使用して 130文字以内で DUIDを指定

します。 

• 16進数で指定する 

16進数を使用して 260桁以内で DUIDを指定します。

クライアント機能 

IAID

 

IAIDを以下の 2つから選択します。 

• 自動
自動生成される IAIDを使用します。通常は、この設定

を使用します。 

• 指定する 
10進数を使用して 1～ 4294967295の範囲で指定します。

プレフィックス要求 

DHCPサーバにプレフィックスを要求する場合は、“する”

を選択します。“する”を選択した場合に、 draft-troan-

dhcpv6-opt-prefix-delegation-01.txtに準拠したサーバを利

用するときは、“旧方式を使用する”をチェックします。 

DNSサーバアドレス要求 

DHCPサーバに DNSサーバアドレスを要求する場合は、

“する”を選択します。

リジェクト経路 

DHCPサーバから取得したプレフィックスのリジェクト経

路を以下の 2つから選択します。 

• Blackhole

リジェクト経路あてのパケットを受信しても送信元に
エラー報告をしません。 

• Reject

リジェクト経路あてのパケットを受信した場合、送信
元にエラー報告をします。

サーバ機能

プリファレンス値 

DHCPサーバのプリファレンス値を 10進数を使用して 0

～ 255の範囲で指定します。 DHCPクライアントはこの値

が大きい DHCPサーバを選択します。省略時は 0が設定さ

れます。

プレフィックス広報 

DHCPクライアントに割り当てるプレフィックスを設定し

ます。クライアントにプレフィックスを割り当てる場合
は、“する”を選択し、以降の項目を設定します。

プレフィックス

クライアントに割り当てるプレフィックスとプレ
フィックス長を設定します。プレフィックス長は 
48～ 64の範囲で指定します。

有効範囲） 
::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff 

Valid Lifetime

割り当てるプレフィックスの Valid Lifetimeを指定

します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒 

Pref. Lifetime

割り当てるプレフィックスの Preferred Lifetimeを

指定します。 Pref. Lifetimeは、 Valid Lifetimeより

短い時間になるように設定します。

有効範囲） 
0～ 365日 

0～ 8760時間 

0～ 525600分 

0～ 31536000秒
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自動経路設定

クライアントに割り当てたプレフィックスへの経
路を自動で設定する場合は“する”を選択します。 

DNSサーバ広報 

DNSサーバの IPv6アドレスを指定します。省略時は、 

DHCPサーバによる広報を行いません。

有効範囲） 
::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

セカンダリ DNSサーバ広報

セカンダリ DNSサーバの IPv6アドレスを指定します。省

略時は、 DHCPサーバによる広報を行いません。

有効範囲） 
::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff
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15.7 ブリッジ関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ブリッジ関連］

◇ブリッジ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ブリッジ関連］

→［ブリッジ情報］

ブリッジ機能

接続相手とブリッジで通信する場合は、“使用する”を選
択します。

グループ識別子

ブリッジのグループ識別子を 10進数で指定します。 0～ 7

の範囲で指定します。省略時は 0が設定されます。 

STP機能 

STP機能を利用して経路制御を行う場合は、“使用する”

を選択し、以下の項目を設定します。グループ識別子に 0

を設定した場合だけ、 STPを利用することができます。こ

の設定項目はブリッジ機能を使用する場合だけ有効です。

パスコスト 

STPで利用するパスコストを選択します。“指定する”を

選択する場合は、 1～ 65535の範囲で指定します。パスコ

ストの適性値が不明な場合は、“自動決定”を選択する
と、自動的にパスコストが決定されます。

インタフェース優先度 

STPで使用するインタフェースごとの優先度を 0～ 255の

範囲で指定します。値が小さい方が優先となります。

ブリッジ機能を MPで使用する場合、「ネットワーク情報」
－「 PPP関連」－「 MP情報」の受信パケット順序制御で
“する”を選択してください。受信パケット順序制御しな
いと順序に依存するプロトコルの通信が停止する場合があ
ります。
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◇ MACフィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ブリッジ関連］

→［ MACフィルタリング情報］

現在のインタフェースの MACフィルタリング情報の定義が表示されています。 MACフィルタリングの定義数は、 

MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。 

WANモジュールで送受信する際にフィルタリング処理を行います。優先順位の高い定義から、順にフレームのチェッ

クを行い、フィルタリング条件が一致した場合に定義された動作を行います。

動作

フィルタリング条件に一致したときの動作を以下の 3つか

ら選択します。 

• 透過
フィルタリング条件と一致する場合に透過します。 

• 透過（接続中のみ）
フィルタリング条件と一致した場合に、回線が接続し
ているときはフレームを透過し、切断しているときは
遮断します。 

• 遮断
フィルタリング条件と一致する場合に遮断します。

送信元／あて先 MACアドレス 

MACアドレスを以下の項目から選択します。“指定する”

を選択する場合は、アドレス指定に MACアドレスを 16

進数で指定します。 

• すべて
すべての MACアドレスを対象とします。 

• ブロードキャスト
ブロードキャスト MACアドレスを対象とします。 

• マルチキャスト
ブロードキャスト MACアドレスおよびマルチキャス

ト MACアドレスを対象とします。 

• 指定する
アドレス指定に指定する MACアドレスを対象としま

す。 MACアドレスは、「 xx:xx:xx:xx:xx:xx」（ xxは 2桁

の 16進数）の形式で指定します。
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フォーマット種別

フィルタリング対象のフォーマットを以下の項目から選
択します。“ LLC形式”の場合は、 LSAPを 16進数を使用

して、 0～ ffffの範囲で指定し、“ Ethernet形式”の場合

は、 type値を 16進数を使用して、 5dd～ ffffの範囲で指

定します。 

• LLC形式 

LLC形式のフレームを対象とします。 

• Ethernet形式 

Ethernet形式のフレームを対象とします。 

• すべて
すべてのフレームを対象とします。

◇静的 MAC学習テーブル情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ブリッジ関連］

→［静的 MAC学習テーブル情報］

現在、設定されている静的 MAC学習テーブルの一覧です。静的 MAC学習テーブルの定義数は、 MR1000　仕様一覧

「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

MACアドレス 

MACアドレスは、「 xx:xx:xx:xx:xx:xx」（ xxは 2桁の 16進

数）の形式で指定します。
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15.8 MPLS関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ MPLS関連］

◇ MPLS基本情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ MPLS関連］

→［ MPLS基本情報］ 

MPLS機能

リモート上で MPLS機能を使用する場合は、“使用する”

を選択します。

ラベル配布プロトコル 

WAN上で行うラベル配布プロトコルを選択します。
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◇ LDP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［ネットワーク情報］→［追加］→［ MPLS関連］

→［ LDP情報］ 

Helloタイマ 

interval

 

Helloの送信間隔のタイマを 1～ 65535秒の範囲で指定し

ます。初期値は 5秒です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

HoldTime

近隣関係の維持を判定するため HoldTimeのタイマを 1～ 

65534秒の範囲で指定します。初期値は 15秒です。省略

はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65534秒 

HoldTimeの値は、 intervalの値より小さくすることはで
きません。 HoldTimeの値は intervalの値の 3倍以上を設

定することを推奨します。 

KeepAliveタイマ 

interval

 

KeepAliveの送信間隔のタイマを 1～ 65535秒の範囲で指

定します。初期値は 1分です。省略はできません。

有効範囲） 

1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

timeout

 

LDPセッションの維持を判定するための KeepAliveの tim- 
eoutのタイマを 1～ 65535秒の範囲で指定します。初期

値は 3分です。省略はできません。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

timeoutの値は、 intervalの値より小さくすることはでき
ません。 timeoutの値は intervalの値の 3倍以上を設定す
ることを推奨します。
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LDPラべル広報方式 

Downstream Unsolicitedを使用する場合は、“ DU”を選

択します。 Downstream On Demandを使用する場合は、

“ DoD”を選択します。 

LDPラベル保持方式 

liberalを使用する場合は“ liberal”を選択します。 

conservativeを使用する場合は“ conservative”を選択し

ます。 

PHP機能

インタフェースあての LSPの PHP機能を設定します。 

PHP機能を無効にする場合は、“使用しない”を選択しま

す。 PHP機能を有効にする場合は、“使用する”を選択し

ます。 MPLSトンネル接続を使用する場合に、自側エンド

ポイントと IPアドレスが同じとき、設定に関係なく“使

用しない”が設定されます。 

IPv4 Transportアドレス

インタフェース単位で LDPが相手装置との通信に用いる

送信元 IPv4アドレスを分ける必要がある場合、本装置に

設定された IPv4アドレスを指定します。 

0.0.0.0を指定した場合は、 MPLS情報の設定の IPv4 

Transport Addressの設定に従います。省略時は、 0.0.0.0
が設定されます。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

IPv4 Transportアドレスは、必ず本装置に存在するアドレ
スを指定してください。
本装置に存在しないアドレスをインタフェースに指定した
場合は、そのインタフェースでは LDPを使用できません。 

Multicast Hello

 

LDP Multicast Helloを送出するかどうかを設定します。 

MPLSトンネル接続を使用するインタフェースのトンネル
エンドポイントに指定した装置が EoMPLS通信の相手装
置となる場合は、本設定を必ず "送信しない "に設定して
ください。 "送信する "を指定した場合は、 VCラベルを交
換できない通常の LDPセッションが確立してしまうため、 

EoMPLS通信で用いる VC LSPができず、 EoMPLS通信を

行う事ができません。それ以外の場合では必ず "送信する "

を設定してください。 "送信しない "を設定した場合は 
LDPの隣接関係が構築できず、 LDPのセッションが確立で
きなくなります。
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15.9 着信相手識別情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「相手情報」→［着信相手識別情報］

発信者番号で識別できなかった相手からの着信について利用する情報です。

着信許可

発信者番号で識別できなかった相手からの着信を許可す
る場合は、“する”を選択します。

認証方式

着信時に利用する認証プロトコルを選択します。どちらの
プロトコルも選択しなかった場合は、認証を行いません。 

MP接続

着信時に MP接続を行う場合は、“する”を選択します。 

BAP/BACP利用 

BAP/BACPを利用する場合は、“する”を選択します。
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16 テンプレート情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」

現在、設定されているテンプレート情報が表示されます。テンプレート情報の最大定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3
システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。必要な処理のボタンをクリックし、次のページへ進みます。

テンプレート名

テンプレートの名称を 8文字以内で指定します。

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］
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◇共通情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［共通情報］

テンプレート名

テンプレートの名称を 8文字以内で指定します。

使用インタフェース

テンプレート着信で使用する WANインタフェースを選択

します。あらかじめ、 WAN情報で ISDN回線インタ

フェースを設定しておく必要があります。

使用する rmtインタフェース

テンプレート着信で使用する開始 rmtインタフェース番号

とインタフェース数を 10進数を使用して指定します。

テンプレート着信用に予約した rmtインタフェース番号に
該当する相手定義番号には一切設定しないでください。定
義が存在する場合は、該当する相手定義を削除してから予
約してください。予約した範囲に該当する相手定義が存在
した場合は、テンプレート着信は無効になります。 

MTUサイズ

テンプレート着信で使用する rmtインタフェースに対して

送信するパケットの MTU値を 10進数を使用して 200～ 

1500で指定します。 MTU値を変更すると、 rmtインタ

フェースに対して送信するパケットの最大長が変更され
ます。また、 PPPネゴシエーションにより、相手 MRU値

と相手 MRRU値を MTU値まで小さくすることができる

ようになります。省略時は、 1500が指定されます。

無通信監視タイマ

テンプレート着信で接続したときの無通信監視時間を設
定します。通信監視の対象パケットの無通信監視時間を 0

～ 3600秒の範囲で指定します。 0秒を指定した場合は、監

視を行いません。設定された間、監視対象となるパケット
がない場合に無通信として回線を切断します。省略時は、
無通信監視を行わないものとみなされます。

参照する AAA情報

テンプレート着信で認証および着信時に参照する AAA情

報を指定する場合は、“指定する”を選択します。 

AAAグループ ID 

AAAグループ IDを 10進数を使用して、 2以内で指定しま

す。省略時は、 AAA情報は参照されません。
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◇ PPP関連
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ PPP関連］

［認証情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ PPP関連］→［認証情報］

認証方式

着信時に利用する認証プロトコルを以下の 3つから選択し

ます。 

• PAP

• CHAP

• PAP/CHAP
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［圧縮情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ PPP関連］→［圧縮情報］

送信するパケットのヘッダ部分の圧縮を行う機能です。使用する設定の場合も、実際にヘッダ圧縮を行うかどうかは、
相手ホストとのネゴシエーションで決まります。

ヘッダ圧縮（ IPCP） 

IPCPで使用する圧縮アルゴリズムを選択します。 

• VJ

VJヘッダ圧縮（ RFC1144準拠）を使用してヘッダ圧

縮を行います。 

• IPヘッダ圧縮 

IPヘッダ圧縮（ RFC2507／ RFC2508準拠）を使用し

てヘッダ圧縮を行います。

ヘッダ圧縮（ IPV6CP） 

IPV6CPで使用する圧縮アルゴリズムを選択します。 

• IPヘッダ圧縮 

IPヘッダ圧縮（ RFC2507／ RFC2508準拠）を使用し

てヘッダ圧縮を行います。

データ圧縮（ CCP） 

CCPで使用するデータ圧縮アルゴリズムを選択します。 

• LZS

LZS圧縮（ RFC1974準拠）を使用してデータ圧縮を行

います。
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◇ IP関連
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］

［ IP基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］→［ IP基本情報］ 

DNSサーバ

相手先と接続するときに通知する DNSサーバのアドレス

を設定します。“設定しない”を選択した場合は、 DNS

サーバが存在しない、または 0.0.0.0となります。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

MSS書き換え 

MSS書き換え機能の設定をします。 MSS書き換え機能を

使用する場合、“使用する”を選択し、書き換えサイズを 0

または 160～ 1460の範囲で指定します。 0を指定した場合

は、 MSS書き換え機能が無効となります。

割当て IPアドレス 

AAAユーザ情報で相手側 IDアドレスが指定されていない

（ IPアドレスが固定の必要がない）の着信相手に対して、

割り当てる IPアドレスの範囲を設定します。割り当てア

ドレス数の定義最大値は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 シス

テム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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［ IPフィルタリング情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］→［ IPフィルタリング情報］

現在、このテンプレートに設定されている IPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順

に行います。 IPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致する場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、 WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能
が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPフィルタリングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致する場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致する場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 6つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• TCP（ 6） 

• UDP（ 17） 

• ICMP（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

フィルタリング条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。

チェック対象となるパケットの IPアドレスと定義するア

ドレスマスクの論理積、定義する IPアドレスとアドレス

マスクの論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号

フィルタリング条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号をフィル

タリングの対象とします。また、ポート番号を複数指定
する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 10組

まで指定できます。 

ICMP

タイプ

フィルタリング条件として ICMPパケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPタイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPタイ

プ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPパケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPコード値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPコー

ド値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

TOS

フィルタリング条件として IPパケットの TOSフィールド

値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指

定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は、“ ,”

で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10

組まで指定できます。何も指定しない場合は、すべての 
TOSフィールド値をフィルタリングの対象とします。
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方向

フィルタリングする方向を以下の 4つから選択します。 

• 入力のみ
入力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• 出力のみ
出力パケットだけをフィルタリングする対象とします。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
のものを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPアドレス /アドレスマスクとあて先 IPア

ドレス /アドレスマスク 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

なお、入力パケットは IPアドレスとポート番号だけを

逆転した条件でフィルタリングされます。このため、
「 TCP接続要求」を有効にしている場合は、入力パ

ケットに対しても TCPプロトコルのコネクション接続

要求がフィルタリング対象に含まれます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とする場合に選択します。
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［ IPフィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］→［ IPフィルタリング情報］

→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このテンプレートに設定されている IPフィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えない場合があります。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPフィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。

動作 

IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動作

を以下の 3つから選択します。 

• 透過 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを透過します。 

• 遮断 
IPフィルタリング定義のどれにも一致しない場合にパ

ケットを遮断します。 

• SPI

IPフィルタリング定義のどれにも一致しないで、プロ

トコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを送

信したときだけ、セッションの後続パケットを透過し
ます。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以前

送信したパケットに対応する受信パケットだけを透過
します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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［ TOS値書き換え情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］→［ TOS値書き換え情報］

現在、このテンプレートに設定されている TOS値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に

行われます。 TOS値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された TOS値書き換えを

行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。
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プロトコル 

TOS値書き換えの条件としてプロトコルを以下の 6つか

ら選択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• TCP（ 6） 

• UDP（ 17） 

• ICMP（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

TOS値書き換え条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク  

TOS値書き換え条件としての IPアドレスおよびアドレス

マスクを指定します。

チェック対象となるパケットの IPアドレスと、定義する 

IPアドレスとアドレスマスクの論理積が等しい場合に条

件に一致します。

ポート番号 

TOS値書き換え条件としてポート番号を 10進数を使用し

て、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。

“ any”を指定する場合は、すべてのポート番号が TOS書

き換えの対象となります。また、ポート番号を複数指定
する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”

で区切ります。送信元情報とあて先情報で合わせて 10組

まで指定できます。 

TOS

 

TOS値書き換えの条件として IPパケットの TOSフィール

ド値を 16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で

指定します。 TOSフィールド値を複数指定する場合は、

“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切りま

す。 10組まで指定できます。何も指定しない場合は、す

べての TOSフィールド値を書き換えの対象とします。

新 TOS 

IPパケットに新しく指定する TOSフィールド値を 16進数

を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。
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［帯域制御（ WFQ）情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IP関連］→［帯域制御（ WFQ）

情報］

現在、このインタフェースに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000
　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進み

ます。設定された任意のプロトコル、 IPアドレス、ポート番号、 TOSフィールド値の条件を元に帯域を割り当てます。
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プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 6つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• TCP（ 6） 

• UDP（ 17） 

• ICMP（ 1） 

• IPv6 over IPv4（ 41） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPアドレス／アドレスマスク

帯域制御の対象となる IPアドレスおよびアドレスマスク

を指定します。対象となるパケットの IPアドレスと定義す

るアドレスマスクの論理積と、定義する IPアドレスとアド

レスマスクの論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 TOSフィールド値

帯域制御の対象となる TOSフィールド値を 16進数を使用

して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定します。 TOS

フィールド値を複数指定する場合は、“ ,”で区切ります。

範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組まで指定で

きます。何も指定しない場合は、すべての TOSフィール

ド値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。
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◇ IPv6関連
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］

［ IPv6基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］→［ IPv6基本情報］ 

IPv6

テンプレート着信で使用する rmtインタフェースで、 IPv6

の通信を使用する場合は、“使用する”を選択します。

インタフェース ID

テンプレート着信で使用する rmtインタフェースで利用す

る IDを設定します。“自動”を選択する場合は、装置の 

MACアドレスから自動生成される EUI-64形式のインタ

フェース IDを使用します。通常は、“自動”を選択します。

“指定する”を選択する場合は、 16ビットごとに区切り文

字（ :）を入れて、 16進数を使用して 16桁でインタ

フェース IDを指定します。このとき、他装置と同じイン

タフェース IDとならないような値を指定します。

記述例） 

2001:db8:7654:3210
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［ IPv6フィルタリング情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］→［ IPv6フィルタリング情報］

現在、このテンプレートに設定されている IPv6フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から

順に行います。 IPv6フィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してく

ださい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致する場合に定義された動作を行います。ただ
し、分割されたパケットに対しては正しく行えません。

「条件にあてはまらない場合の動作」の［初期化］ボタンをクリックすると、初期状態（透過）が設定されます。 

WWWや DHCPに対するアクセスを制限する設定を行った場合、本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 

DHCP機能が使用できなくなることがあります。
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動作 

IPv6フィルタリングの動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
条件と一致する場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

プロトコル

フィルタリング条件としてプロトコルを以下の 5つから選

択します。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

プロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選択し、 
10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

フィルタリング条件としてのアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

フィルタリング条件としての IPv6アドレスおよびプレ

フィックス長を指定します。チェック対象となるパケッ
トの IPv6アドレスと定義するプレフィックス長の論理積、

定義する IPv6アドレスとプレフィックス長の論理積が等

しい場合に条件に一致します。

ポート番号

ポート番号を 10進数を使用して、 1～ 65535の範囲また

は“ any”で指定します。“ any”を指定した場合は、すべ

てのポート番号がフィルタリングの対象となります。ま
た、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。 

ICMPv6

タイプ

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのタイプ値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6タイプ値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6

タイプ値をフィルタリングの対象とします。

コード

フィルタリング条件として ICMPv6パケットのコード値を 

10進数を使用して 0～ 255の範囲または“ any”で指定し

ます。 ICMPv6コード値を複数指定する場合は“ ,”で区

切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合はすべての ICMPv6

コード値をフィルタリングの対象とします。 

TCP接続要求 

TCPプロトコルでのコネクション接続要求をフィルタリ

ングの対象に含める場合は、“対象”を選択します。プロ
トコルに TCPを設定した場合だけ有効です。 

Traffic Class

フィルタリング条件として IPv6パケットの Traffic Class

値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または“ any”で指定

します。 Traffic Class値を複数指定する場合は“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。 10組まで

指定できます。何も指定しない場合はすべての Traffic 

Class値をフィルタリングの対象とします。
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方向

フィルタリングする方向を選択します。 

• 入力のみ
入力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• 出力のみ
出力パケットのみをフィルタリングする対象とする場
合に指定します。 

• リバース
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とします。ただし、入力パケットについては以下
のものを逆転した条件でフィルタリングします。 

 - 送信元 IPv6アドレス /プレフィックス長とあて先 

IPv6アドレス /プレフィックス長 

 - 送信元ポート番号とあて先ポート番号

リバースを指定した場合は、入力パケットは IPv6アド

レスとポート番号だけを逆転した条件でフィルタリン
グされます。このため、「 TCP接続要求」を有効にし

ている場合は、入力パケットに対しても TCPプロトコ

ルのコネクション接続要求がフィルタリング対象に含
まれます。 

• 入出力
入力パケットと出力パケットの両方をフィルタリング
対象とする場合に選択します。
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［ IPv6フィルタリング情報（条件にあてはまらない場合の動作）］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6フィルタリング情報］→「条件にあてはまらない場合の動作」［修正］

「条件にあてはまらない場合の動作」は、このテンプレートに設定されている IPv6フィルタリング定義のどれにも一致し

ないときの動作です。動作を設定して、［保存］ボタンをクリックすることによって、動作を決定することができます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えない場合があります。

動作に遮断や SPIを指定し、 IPv6フィルタリング情報で WWWや DHCPに対するアクセスを透過する設定を行わなかった場合、
本装置に対し WWWブラウザからアクセスできない、または、 DHCP機能が使用できなくなることがあります。

動作 

IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合の動

作を以下の 3つから選択します。 

• 透過 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを透過します。 

• 遮断 
IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しない場合に

パケットを遮断します。 

• SPI

IPv6フィルタリング定義のどれにも一致しないで、プ

ロトコルが TCPの場合は、セッション開始パケットを

送信したときだけ、セッションの後続パケットを透過
します。プロトコルが UDPやそれ以外の場合は、以

前送信したパケットに対応する受信パケットだけを透
過します。

情報保持タイマ 

SPIセッションに対応する情報は、一定の時間、該当する

通信が行われない場合、自動的に解放されます。解放する
ための猶予時間を 1秒～ 24時間の範囲で指定します。省略

時は、 5分が設定されます。セッションに対応する情報が

解放された場合、それ以降のパケットは破棄されます。
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［ IPv6 Traffic Class値書き換え情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6 Traffic Class値書き換え情報］

現在、このテンプレートに設定されている IPv6 Traffic Class値書き換え情報の定義が表示されています。処理は優先順

位 1から順に行われます。 IPv6 Traffic Class値書き換えの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」

（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された IPv6 Traffic Class
値書き換えを行います。ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

プロトコル 

IPv6 Traffic Class書き換え条件としてプロトコルを以下の 

5つから選択します。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

プロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選択し、 
10進数を使用して、 0～ 254の範囲で指定します。

送信元／あて先情報 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてのアドレス情報を

設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としての IPv6アドレス

およびプレフィックス長を指定します。チェック対象と
なるパケットの IPv6アドレスと定義するプレフィックス

長の論理積、定義する IPv6アドレスとプレフィックス長

の論理積が等しい場合に条件に一致します。

ポート番号 

IPv6 Traffic Class値書き換え条件としてポート番号を 10

進数を使用して、 1～ 65535の範囲または“ any”で指定

します。“ any”を指定した場合は、すべてのポート番号

が書き換えの対象となります。また、ポート番号を複数
指定する場合は、“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は

“ -”で区切ります。送信元情報とあて先情報を合わせて 

10組まで指定できます。
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Traffic Class

Traffic Class値書き換え条件として IPv6パケットの Traffic 

Class値を 16進数を使用して 0～ ffの範囲または“ any”

で指定します。 Traffic Classフィールド値を複数指定する

場合は“ ,”で区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切

ります。 10組まで指定できます。何も指定しない場合は

すべての Traffic Class値を書き換えの対象とします。

新 Traffic Class 

IPv6パケットに新しく指定する Traffic Class値を 16進数

を使用して、 0～ ffの範囲で指定します。

［ IPv6帯域制御（ WFQ）情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「テンプレート情報」→［追加］→［ IPv6関連］

→［ IPv6帯域制御（ WFQ）情報］

現在、このテンプレートに設定されている帯域制御情報の定義が表示されています。帯域制御の定義数は、 MR1000　

仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みま

す。

設定された任意のプロトコル、 IPv6アドレス、ポート番号、 IPv6 Traffic Class値の条件を元に帯域を割り当てます。
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プロトコル

帯域制御の対象となるプロトコルを以下の 5つから選択し

ます。（）内はプロトコル番号です。 

• すべて 

• tcp（ 6） 

• udp（ 17） 

• icmpv6（ 58） 

• その他

任意のプロトコル番号を指定する場合は、“その他”を選
択し、 10進数を使用して、 0～ 255の範囲で指定します。

送信元／あて先情報

帯域制御の対象となるアドレス情報を設定します。 

IPv6アドレス／プレフィックス長

帯域制御の対象となる IPv6アドレスおよびプレフィック

ス長を指定します。チェック対象となるパケットの IPv6ア

ドレスと定義するプレフィックス長の論理積と、定義する 
IPv6アドレスとプレフィックス長の論理積が等しい場合

に条件に一致します。

ポート番号

帯域制御の対象となるポート番号を 10進数を使用して、 

1～ 65535の範囲または“ any”で指定します。“ any”を

指定する場合は、すべてのポート番号が対象となります。
また、ポート番号を複数指定する場合は、“ ,”で区切りま

す。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。送信元情報と

あて先情報を合わせて 10組まで指定できます。

対象 Traffic Class値

帯域制御の対象となる IPv6パケットの Traffic Class値を 

16進数を使用して、 0～ ffの範囲または“ any”で指定し

ます。 Traffic Class値を複数指定する場合は、“ ,”で区切

ります。範囲指定の場合は、“ -”で区切ります。 10組ま

で指定できます。何も指定しない場合は、すべての Traffic 

Class値を帯域制御の対象とします。

帯域

帯域の使用率または帯域値を指定します。 

• 最優先
最優先データとして扱われます。 

• ベストエフォート
非優先（ベストエフォート）として扱われます。 

• 使用率で指定する場合
割り当てる帯域（ %）を 10進数を使用して、 1～ 99

の範囲で指定します。同じ相手ネットワークの中で、
帯域トータルが 100を超える場合は、それらの比率に

従って帯域が割り当てられます。 

• 使用する帯域値を指定する場合 
1～ 100000Kbpsまたは 1～ 100Mbpsの範囲で指定し

ます。全定義の合計が回線速度を超えた場合、それぞ
れ指定した値の比で帯域を割り当てます。残った帯域
は定義に一致しないデータ用の帯域となります。 

• 帯域値を他と共有
ほかの定義番号で定義されている帯域を共有します。
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17 AAA情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」 

17.1 グループ ID情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］

現在、設定されているグループ ID情報が表示されています。グループ ID情報の定義数は MR1000　仕様一覧「 2.3 シス

テム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

グループ名

グループ名を 0x21、 0x23～ 0x7eの 32文字以内の ASCII

文字列で指定します。
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17.2 AAAユーザ情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］

現在、設定されている AAAユーザ情報が表示されています。 AAAユーザ情報の定義数は MR1000　仕様一覧「 2.3 シス

テム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

ユーザ ID

ユーザ IDを 0x21、 0x23～ 0x7eを使用して 64文字以内

で設定します。

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］
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◇認証情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［認証情報］

ユーザ ID

ユーザ IDを 0x21、 0x23～ 0x7eを使用して 64文字以内

で指定します。省略時は、認証情報を使用できません。

認証パスワード

認証パスワードを 0x21、 0x23～ 0x7eを使用して 64文字

以内で指定します。省略時は、認証情報のパスワードは
使用できません。表示画面では暗号化された認証パス
ワードが表示されます。

発信者番号による識別 

CLID相手判定で、発信者番号による識別を行う場合は、

“番号チェックする”を設定します。

相手電話番号

相手の電話番号を 0～ 9の数字と“ *”、“ #”、“ -”、“ (”、

“ )”、“ \”を使用して、 32桁以内の ASCII文字列で指定し

ます。

相手サブアドレス

相手のサブアドレスを、 0x21、 0x23～ 0x7eを使用して、 

19桁以内の ASCII文字列で指定します。 

PIAFS（ 64Kbps）着信時には、相手サブアドレスは無視
されますので、設定しないでください。
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◇ IP関連
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IP関連］

［ IP基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IP関連］→［ IP基本情報］

自側 IPアドレス

自側 IPアドレスを指定します。省略または 0.0.0.0を指定

した場合は、 IPアドレスなし（ unnumbered）として動作

します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

相手側 IPアドレス

相手側 IPアドレスとしてテンプレート定義で指定した割

当て IPアドレスの設定内容に従うか、個別に指定するか

を選択します。“指定する”を選択し、 0.0.0.0を指定した

場合は、設定を IPアドレスなし（ unnumbered）として

動作します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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［スタティック経路情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IP関連］→［スタティック経路情報］

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。“ネットワーク指定”を選択した場合は、あて先 
IPアドレス／アドレスマスクを指定します。

メトリック値

このスタティック経路情報を RIPに再配布するときのメト

リック値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したと

きは、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で 

RIPテーブルに登録されます。

優先度

このスタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用し

て 1～ 254の範囲で指定します。優先度は、同じあて先へ

の経路情報が複数あるときに優先経路を選択するために
使用され、より小さい値が、より高い優先度を示します。
スタティック経路情報以外の優先度には、以下の初期値

が設定されています。

複数のスタティック経路情報で ECMP機能を使用すると

きは、あて先、 RIPメトリック値、優先度がそれぞれ同じ

になるようにスタティック経路情報を設定します。また、 
ECMP機能を使用する場合は、「ルーティングプロトコル

情報」の「ルーティングマネージャ情報」にある「 ECMP

情報」で ECMPを使用するように設定します。 ECMPと

なるスタティック経路情報は、同じあて先への経路情報
ごとに装置全体で 4個まで定義できます。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定する場合、優先度が同じで、メトリック値が違う
スタティック経路情報は同時に設定できません。

プロトコル 優先度 

EBGP 20

OSPF 110

RIP 120

IBGP 200

DNS 15
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◇ IPv6関連
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IPv6関連］

［ IPv6基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IPv6関連］→［ IPv6基本情報］

インタフェース ID

“自動”を選択する場合は、装置の MACアドレスから自

動生成されるインタフェース IDを使用します。通常は、

“自動”を選択します。

“指定する”を選択する場合は、 16ビットごとに区切り文

字（ :）を入れて、 16進数を使用して 16桁でインタ

フェース IDを指定します。このとき、他装置と同じイン

タフェース IDとならないような値を指定します。省略時

は、テンプレート定義の設定に従います。

記述例） 

2001:db8:7654:3210
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［ IPv6スタティック経路情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 AAA情報」→［グループ ID情報］→［追加］→［ AAAユーザ情報］

→［追加］→［ IPv6関連］→［ IPv6スタティック経路情報］ 

IPv6経路情報を固定で設定できます。ただし、デフォルトルートは装置に 1つしか設定できません。

ネットワーク

“デフォルトルート”または“ネットワーク指定”を選択
します。“ネットワーク指定”を選択した場合は、あて先
プレフィックス／プレフィックス長を指定します。あて
先ネットワークにリンクローカルアドレスは指定できま
せん。

メトリック値

このスタティック経路情報を RIPに再配布するときのメト

リック値を、 1～ 15から選択します。 RIPに再配布したと

きは、設定した RIPメトリック値 +1のメトリック値で 

RIPテーブルに登録されます。

優先度

このスタティック経路情報の優先度を、 10進数を使用し

て 1～ 254の範囲で指定します。優先度は、同じあて先へ

の経路情報が複数あるときに優先経路を選択するために
使用され、より小さい値が、より高い優先度を示します。
スタティック経路情報以外の優先度には、以下の初期値
が設定されています。

同じネットワーク（あて先）へのスタティック経路情報を
複数設定する場合、優先度が同じスタティック経路情報は
同時に設定できません。

プロトコル 優先度 

RIP 120

DNS 15

DHCP 10
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18 ルーティングプロトコル情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」 

18.1 インタフェース情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［インタフェース情報］

フローティング機能

インタフェースのフローティング機能を使用する場合は、
“使用する”を選択します。“使用しない”を選択した場
合、インタフェースの状態変動に関係なく、インタ
フェース経路をルーティングテーブルに追加します。“使
用する”を選択した場合、インタフェースが通信可能
（リンクアップなど）状態であればインタフェース経路を
ルーティングテーブルに追加します。通信不可能（リン
クダウンなど）状態であれば、ルーティングテーブルか
ら削除します。また、ルーティングプロトコル優先度が 0

のスタティック経路情報についても、インタフェースの
状態変動によってルーティングテーブルへの追加／削除
を制御します。

本設定は、 IPv4機能、 IPv6機能で共通です。 

18.2 ルーティングマネージャ情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ルーティングマネージャ情報］
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◇再配布情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ルーティングマネージャ情報］

→［再配布情報］
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RIP

RIPに再配布する経路情報を設定します。

インタフェース経路情報

インタフェース経路情報を RIPに再配布する場合は、“再

配布する”を選択します。

スタティック経路情報

スタティック経路情報を RIPに再配布する場合は、“再配

布する”を選択します。 

BGP経路情報 

BGP経路情報を RIPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。

メトリック値 

RIPに再配布する際のメトリック値を選択します。 

OSPF経路情報 

OSPF経路情報を RIPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。

メトリック値 

RIPに再配布する際のメトリック値を選択します。 

DNS経路情報  

DNS経路情報を RIPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。

メトリック値 

RIPに再配布する際のメトリック値を選択します。 

BGP

 

BGPに再配布する経路情報を設定します。

インタフェース経路情報

インタフェース経路情報を BGPに再配布する場合は、“再

配布する”を選択します。

スタティック経路情報

スタティック経路情報を BGPに再配布する場合は、“再配

布する”を選択します。

デフォルトルートを BGPで広報する場合は、 BGP相手情報
でデフォルトルートを“広報する”に設定してください。 

RIP経路情報 

RIP経路情報を BGPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。 

OSPF経路情報 

OSPF経路情報を BGPに再配布する場合は、“再配布す

る”を選択します。 

DNS経路情報 

DNS経路情報を BGPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。 

OSPF広報 

OSPFに再配布する経路情報を設定します。

インタフェース経路情報

インタフェース経路情報を OSPFに再配布する場合は、

“再配布する”を選択します。

メトリック値 
OSPFに再配布する際のメトリック値を 0～ 

16777214の範囲で指定します。省略時は、 20が

設定されます。

メトリックタイプ 

AS外部経路のメトリックタイプを指定します。

スタティック経路情報

スタティック経路情報を OSPFに再配布する場合は、“再

配布する”を選択します。

メトリック値 

OSPFに再配布する際のメトリック値を 0～ 

16777214の範囲で指定します。省略時は、 20が

設定されます。

メトリックタイプ 

AS外部経路のメトリックタイプを指定します。 

RIP経路情報 

RIP経路情報を OSPFに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。
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メトリック値 

OSPFに再配布する際のメトリック値を 0～ 

16777214の範囲で指定します。省略時は、 20が

設定されます。

メトリックタイプ 
AS外部経路のメトリックタイプを指定します。 

BGP経路情報 

BGP経路情報を OSPFに再配布する場合は、“再配布す

る”を選択します。

メトリック値 

OSPFに再配布する際のメトリック値を 0～ 

16777214の範囲で指定します。省略時は、 20が

設定されます。

メトリックタイプ 

AS外部経路のメトリックタイプを指定します。 

DNS経路情報  

DNS経路情報を OSPFに再配布する場合は、“再配布す

る”を選択します。

メトリック値 

OSPFに再配布する際のメトリック値を選択します。 

LDP

 

LDPに再配布する経路情報を設定します。

インタフェース経路情報

インタフェース経路情報を LDPに再配布する場合は、“再

配布する”を選択します。

スタティック経路情報

スタティック経路情報を LDPに再配布する場合は、“再配

布する”を選択します。 

RIP経路情報 

RIP経路情報を LDPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。 

BGP経路情報 

BGP経路情報を LDPに再配布する場合は、“再配布する”

を選択します。 

OSPF経路情報 

OSPF経路情報を LDPに再配布する場合は、“再配布す

る”を選択します。
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◇優先度情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ルーティングマネージャ情報］

→［優先度情報］

優先度

複数のルーティングプロトコルで同じ経路情報を受信し
た場合や受信した経路情報がスタティック経路情報と同
じだった場合、どの経路情報を優先的に使用するかを優
先度で判断します。優先度を 10進数を使用して、 1～ 

254の範囲で指定し、より小さい値が、より高い優先度を

示します。 

RIP

 

RIP経路情報の優先度を指定します。省略時は、 120が設

定されます。 

EBGP

 

EBGP経路情報の優先度を指定します。省略時は、 20が

設定されます。 

IBGP

 

IBGP経路情報の優先度を指定します。省略時は、 200が

設定されます。 

OSPF

 

OSPF経路情報の優先度を指定します。省略時は、 110が

設定されます。 

DNS

 

DNS経路情報の優先度を指定します。省略時は、 15が設

定されます。 

• 優先度は、ほかのプロトコルやスタティック経路情報
に設定されている値と同じ値は指定しないでください。 

• スタティック経路情報の優先度の初期値は 0です。
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◇ ECMP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ルーティングマネージャ情報］

→［ ECMP情報］ 

ECMP機能 

IPv4ルーティング機能で、 ECMP（ Equal-Cost 

Multipath）を使用しない場合は、“使用しない”を選択し

ます。また、 ECMPを使用する場合は、 ECMPの送出パ

ス選択方式を、以下の 2つから選択します。 

• ラウンドロビン方式
ラウンドロビン方式とは、パケットごとに送出パスを
順次切り替える方式です。すべてのトラフィックがほ
ぼ均等に分散される利点がある一方、通信の連続性
（それぞれの通信セッションが同じパスを利用する）
とパケットの到達順は送信時から保証されないという
欠点があります。 

• ハッシュ方式
ハッシュ方式とは、送信元 IPアドレス、あて先 IPア

ドレスを元にハッシュ値を計算し、その値に従って送
出パスを決定する方式です。通信の連続性および到達
順はほぼ保証されますが、トラフィックが一部の通信
パスにかたよる可能性があります。 

OSPF使用 ECMP数 

OSPFが生成した経路情報で、 ECMPで扱う経路の最大値

を 1～ 4の範囲で指定します。 ECMP機能を使用しない場

合は、設定は無効となります。
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18.3 RIP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］

◇ RIPタイマ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］→［ RIPタイマ情報］

定期広報タイマ

間隔 

RESPONSEパケットで定期的に経路を広報する間隔を指

定します。初期値は 30秒です。指定できる範囲は以下の

とおりです。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間

ゆらぎ幅

定期広報タイマのゆらぎ幅を指定します。初期値は 50%
です。指定できる範囲は以下のとおりです。

有効範囲） 0～ 50%

有効期限タイマ 

RESPONSEパケットで更新されない経路情報の有効期限

を指定します。初期値は 180秒です。指定できる範囲は

以下のとおりです。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間

ガーベージタイマ

有効期限が切れた場合に、その経路情報をメトリック 16

で広報する時間を指定します。初期値は 120秒です。指

定できる範囲は以下のとおりです。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間
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◇ RIPマルチパス情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］→［ RIPマルチパス情報］

マルチパス数 

RIPで受信可能な同じあて先への経路情報数を指定しま

す。指定できる範囲は 1～ 2です。

◇ RIP再配布フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］

→［ RIP再配布フィルタリング情報］

現在、設定されている RIP再配布フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行われます。 

RIP再配布フィルタリング情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致
した以降の条件は参照されません。
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動作 

RIPに再配布する経路情報の動作を以下の 2つから選択し

ます。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

フィルタリング条件

対象とするフィルタリング条件を設定します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とします。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、再配布経路の検索条
件として、“完全に一致”または、“マスクした結果が
一致”を選択します。

検索条件 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た再配布経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、再配布経路情報のそれぞれ

を、指定したアドレスマスクでマスクした結果が一致
した場合、その再配布経路情報をフィルタリング対象
とします。

すべてのフィルタリング条件に一致しない経路情報は遮断
されます。
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◇ RIPユニキャスト送信情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］

→［ RIPユニキャスト送信情報］

現在、設定されている RIPユニキャスト送信情報の定義が表示されています。 RIPユニキャスト送信情報の定義数は、 

MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。

送信先 IPアドレス 

RIPをユニキャストで送信する送信先の IPアドレスを指定

します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

送信 RIPバージョン

ユニキャストで送信する RIPのバージョンを選択します。
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◇ RIP相手フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ RIP関連］

→［ RIP相手フィルタリング情報］

現在、設定されている RIP相手フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行われます。 

RIP相手フィルタリング情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。

処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した相手情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致
した以降の条件は参照されません。

動作

受信した RIP情報の動作を以下の 2つから選択します。 

• 透過
フィルタリング条件と一致した場合に、相手ルータか
らの RIPパケットを透過します。 

• 遮断
フィルタリング条件と一致した場合に、相手ルータか
らの RIPパケットを遮断します。

フィルタリング条件

対象とする相手情報を設定します。 

• すべて
すべての相手ルータからの RIPパケットをフィルタリ

ング対象とします。 

• 相手側 IPアドレス指定

指定した RIP送信元 IPアドレスをフィルタリング対象

とします。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

すべてのフィルタリング条件に一致しない相手ルータから
の RIPパケットは遮断されます。
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18.4 BGP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］

◇ BGP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP情報］ 

BGP機能 

BGPを使用する場合は、“使用する”を選択します。 

• バージョン 4だけをサポートしています。 

• BGPの認証機能はサポートしていません。 

• 経路情報を、ルーティングテーブルの最大数または 
BGPエントリの最大数まで保持している場合、 BGPで
受信した経路情報は破棄されます。
破棄された経路情報は、その後、ルーティングテーブ
ルまたは BGPエントリに空きができた場合でも、ルー
ティングテーブルに反映されません。 

• NAT機能と併用できません。 

• BGP 使用中に［設定反映］ボタンをクリックした場合、
接続中のセッションが切断され、 BGPが再起動されます。

自 AS番号

本装置の属する AS番号を 10進数を使用して、 1～ 65535
の範囲で指定します。自 AS番号は省略できません。

自 ID番号 

BGP接続で、自装置を唯一に示す IDを設定します。 ID

は、ほかルータと重複しない値を指定し、一般的には自
装置の IPv4アドレスを使用します。

設定を省略または 0.0.0.0を指定した場合、以下のとおり 

IDを自動的に選択し、使用します。 

• ループバックインタフェースに追加 IPアドレスが設定

されている場合は、その IPアドレスを選択し、使用し

ます。 

• ループバックインタフェースに追加 IPアドレスが設定

されていない場合は、 LANインタフェース／リモート

インタフェースに設定されている IPv4アドレスの中か

らインタフェースの Up／ Downの状態に関係なく最

大の IPv4アドレスを選択し、使用します。なお、リ

モートインタフェースの相手側 IPアドレスと LANイ

ンタフェースのセカンダリ IPアドレスは選択対象とな

りません。
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BGPネットワーク 

BGPネットワークを、常に広報する場合に指定します。指

定しない場合は、 BGPネットワーク情報で設定したネット

ワークが経路情報として有効な場合だけ BGPで広報しま

す。指定した場合は、経路情報に関係なく BGPネットワー

ク情報で設定した経路情報を BGPで広報します。

◇ BGPネットワーク情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGPネットワーク情報］

現在、設定されている BGPネットワーク情報の定義が表示されています。 BGPネットワーク情報を設定することに

よって、必要な経路情報だけを選択して広報することができます。無効となった経路情報は広報されません。なお、 
BGPネットワーク情報は、広報する経路情報を BGPに再配布する必要はありません。 

BGPネットワーク情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理

するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

「 BGP情報」で、「 BGPネットワーク」を常に広報すると設定することによって、「 BGPネットワーク情報」で設定した経路を経
路情報に関係なく広報することができます。

あて先 IPアドレス／アドレスマスク

広報する経路情報のあて先 IPアドレスとアドレスマスク

を指定します。 

BGP/MPLS VPNでは、 BGPネットワーク情報は広報され
ません。
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◇ BGP集約経路情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP集約経路情報］

現在、設定されている BGP集約経路情報の定義が表示されています。 BGP集約情報を設定することによって、集約経

路に含まれる経路情報があった場合に、集約経路情報を生成して広報することができます。集約経路に含まれる経路情
報がすべて無効となった場合、集約経路情報は広報されません。なお、集約対象となるのは、 BGPに再配布された経路

情報、または、 BGPネットワーク情報で有効となっている経路情報です。 

BGP集約経路情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理する

ボタンをクリックし、次のページへ進みます。

集約 IPアドレス／アドレスマスク

集約経路情報の集約 IPアドレスとアドレスマスクを指定

します。

集約対象経路 

• 広報する
集約経路情報のほかに集約経路情報で集約される個々
の経路の両方を広報します。 

• 広報しない
集約経路情報を広報し、集約される個々の経路情報は
広報しません。 

BGP/MPLS VPNでは、 BGP集約経路情報の設定は無効と
なります。
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◇ BGP相手情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP相手情報］

現在、設定されている BGPの相手情報の定義が表示されています。 BGPの相手情報の定義数（ BGP最大接続数）は、 

MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。 

BGP/MPLS VPNを使用する場合、相手情報は 1つだけ設定できます。

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP相手情報］

→［追加］

［ BGP相手基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP相手情報］

→［追加］→［ BGP相手基本情報］
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相手側 IPアドレス 

BGP接続を行う相手装置の IPアドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

相手 AS番号 

BGP接続する相手装置の AS番号を 10進数を使用して、 1
～ 65535の範囲で指定します。指定する AS番号は、自 

AS番号と異なる番号を指定します。 IP-VPN接続を行う場

合は、自装置の属する AS番号とは異なる値を設定する必

要があります。 BGP/MPLS VPNを使用する場合は、本装

置と同じ AS番号を設定します。 

• BGP/MPLS VPNを使用する場合、相手情報は 1つだけ
設定することができます。 

• IP-VPN接続と BGP/MPLS VPNは併用することはでき

ません。

自側 IPアドレス 

BGPセッションに特定のインタフェースアドレスを設定

する場合に指定します。設定しない場合、 BGPセッショ

ンで使用するインタフェースの IPアドレスが自動的に使

用されます。 BGP/MPLS VPNを使用する場合は、「装置

情報」－「ループバック情報」に設定した IPアドレスを

設定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254 

KeepAliveタイマ

相手装置との通信状態を確認するために送信する 
KeepAliveメッセージの送信間隔を指定します。 Holdタイ

マ設定値の 1/3以上を設定した場合、 Holdタイマ設定値の 

1/3が設定されます。また、ネゴシエーションにより相手

装置の Holdタイマ値が採用され、その 1/3よりも大きな値

を KeepAliveタイマで設定していた場合は、相手装置の 

Holdタイマ値の 1/3を KeepAliveタイマ値として使用しま

す。 KeepAliveタイマ値は以下の範囲で指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

Keep Aliveタイマの値は、 Holdタイマより小さい値を指
定してください。 

Holdタイマ

相手装置との間で、通信異常と判断する無通信状態の時間
（タイマ）を指定します。このタイマ値は、相手装置との
ネゴシエーションで決まり、装置間でより小さな値が使用
されます。 Holdタイマ値は以下の範囲で指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

3～ 65535秒

相手装置とのネゴシエーションによって、相手装置の 
Holdタイマ値が使用された場合は、その値の 3分の 1の値
が KeepAliveタイマとして使用されます。 

MEDメトリック値 

EBGPで広報する経路情報に付加する MEDメトリック値

を 10進数を使用して、 0～ 4294967295の範囲で指定し

ます。 

ASパスプリペンド 

EBGPで広報する経路情報に付加する AS番号の個数を 10
進数を使用して、 0～ 4の範囲で指定します。
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EBGP MULTI HOP

相手装置と EBGPマルチホップ接続する場合の IPパケッ

トの TTL値を 10進数を使用して、 1～ 255の範囲で指定

します。 BGP相手装置とルータを経由して接続する場合

は、経由するルータの数を EBGP MULTI HOPに加算して

指定します。また、リモート側の IPアドレスに LAN側の 

IPアドレスを設定している場合は EBGP MULTI HOPを 1

加算して指定します。 

LOCALPREF

 

EBGPで受信する経路情報のローカル優先度を指定しま

す。ローカル優先度は、 IBGPで広報され、同じ自律シス

テム内での優先経路選択に使用され、大きい値がより高
い優先度を示します。初期値は 100です。 

NEXTHOP SELF

 

IBGPで広報する経路情報のネクストホップ情報を、自装

置の IPアドレスに変更する場合は、“有効”を選択します。

デフォルトルート 

BGPでデフォルトルートの広報を許可する場合は、“広報

する”を選択します。
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［ BGPフィルタリング情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP相手情報］

→［追加］→［ BGPフィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている BGPフィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から

順に行われます。 BGPフィルタリングの定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照して

ください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。 

BGP受信時には、優先順位の高い定義から順に受信方向の条件を参照し、一致した条件があった時点で定義された動作

を行います。なお、一致した以降の条件は参照されません。また、受信方向のすべての条件に一致しない BGP経路情報

は遮断されます。 

BGP送信時には、優先順位の高い定義から順に送信方向の条件を参照し、一致した条件があった時点で定義された動作

を行います。なお、一致した以降の条件は参照されません。また、送信方向のすべての条件に一致しない BGP経路情報

は遮断されます。 

• すべてのフィルタリング条件に一致しない経路情報は破棄されます。 

• BGP/MPLS VPNで、 BGPフィルタリング情報は無効となります。
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動作

フィルタリング条件に該当する経路情報の動作を以下の 2

つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

方向

フィルタリング条件に該当するかどうかをチェックする
タイミングを選択します。 

• 受信 
BGPパケット受信時にチェックします。 

• 送信 
BGPパケット送信時にチェックします。

フィルタリング条件

フィルタリング条件を選択します。 

• AS番号指定

経由した AS番号をフィルタリングの対象とします。 

AS番号は 1～ 65535の範囲で指定します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とします。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、 BGP経路の検索条件
として、“完全に一致”または、“マスクした結果が一
致”を選択します。

検索条件 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た BGP経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、  BGP経路情報のそれぞれを、指

定したアドレスマスクでマスクした結果が一致した場
合、その BGP経路情報をフィルタリング対象とします。 

MEDメトリック値

フィルタリング条件で透過になった BGP経路情報のメト

リック値を変更できます。 MEDメトリック値は、 0～ 

4294967295の範囲で指定します。初期値は 0です。 

• 送信時のフィルタを設定した場合、「 BGP相手基本情
報」の MEDメトリック値の設定は無効となります。 

• MEDメトリック値の設定は、 EBGP送信時のフィルタ
リングでだけ有効となります。受信時のフィルタリン
グでの MEDメトリック値の設定は無効となります。 

ASパスプリペンド

フィルタリング結果で透過になった BGP経路情報に付加

する AS番号の個数を変更できます。 ASパスプリペンド

は、 0～ 4の範囲で指定します。初期値は 0です。 

• 送信時のフィルタリングを設定した場合、「 BGP 相手基
本情報」の ASパスプリペンドの設定は無効となります。 

• AS パスプリペンドの設定は、 EBGP 送信時のフィルタ
リングでだけ有効となります。受信時のフィルタリング
に本設定を行っても、 AS番号の追加は行われません。 

LOCALPREF

フィルタリング条件で透過になった経路情報に対して、
付加する LOCALPREFを 10進数を使用して、 0～ 

4294967295の範囲で指定します。初期値は 100です。 

• 受信時のフィルタリングを設定した場合、「 BGP相手基
本情報」の LOCALPREFは無効となります。 

• LOCALPREFは、 EBGP受信時のフィルタリングでだけ
有効となります。送信時のフィルタリングに本設定を
行っても、 LOCALPREFの設定は無効となります。
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［ BGP拡張機能情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ BGP相手情報］

→［追加］→［ BGP拡張機能情報］

アドレスファミリ情報 

BGPで使用するアドレスファミリを選択します。 

BGP/MPLS VPNを使用する場合は、 VPN IPv4ユニキャス
トを設定する必要があります。

エンフォースマルチホップ

エンフォースマルチホップを使用する場合は、“使用す
る”を選択します。“使用する”を選択した場合は、 
EBGPのマルチホップ環境で、 TTL値が 1の UPDATEパ

ケットを受信しても破棄しません。
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◇ BGP再配布フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］

→［ BGP再配布フィルタリング情報］

現在、設定されている BGP再配布フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行われま

す。 BGP再配布フィルタリング情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してく

ださい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致
した以降の条件は参照されません。 

• すべてのフィルタリング条件に一致しない経路情報は遮断されます。 
• BGP/MPLS VPNで、 BGP再配布フィルタリング情報は無効となります。

動作 

BGPに再配布するフィルタリング条件の動作を以下の 2

つから選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

フィルタリング条件

対象とするフィルタリング条件を設定します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とする場合に
指定します。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とする場合に
指定します。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、再配布経路の検索条
件として、“完全に一致”または、“マスクした結果が
一致”を選択します。
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検索条件 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た再配布経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、再配布経路情報のそれぞれ

を、指定したアドレスマスクでマスクした結果が一致
した場合、その再配布経路情報をフィルタリング対象
とします。

◇ VRF情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ VRF情報］ 

BGP/MPLS VPNは、 VPN単位に VRF情報をもち、経路情報を別々に管理します。 

VRF情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンを

クリックし、次のページへ進みます。

ルート識別子 

BGP/MPLS VPNで使用するルート識別子を AS番号と ID

で指定します。 AS番号は自装置の属する AS番号を 10進

数を使用して 1～ 65535の範囲で設定します。識別番号

は、 VPNを一意に示す IDを 10進数を使用して 0～ 

4294967295の範囲で設定します。

ほかの VRF情報で設定されている識別番号と同じ値を設定
することはできません。 

BGP/MPLS VPN広報 

BGP/MPLS VPNで BGPに再配布する経路情報を選択します。 

BGP/MPLS VPNスタティック経路の経路情報を BGPに再

配布する場合は、“再配布する”を選択します。

スタティック経路情報

本装置に設定されている BGP/MPLS VPNスタティック経

路情報を BGPに再配布するかどうかを選択します。
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インタフェース経路情報 

VPNで使用するインタフェースの経路情報を BGPに再配

布する場合は、“再配布する”を選択します。

「 BGP/MPLS VPN広報」－「スタティック経路」の設定で
“再配布する”を選択し、また、スタティック経路情報と
同じあて先の経路情報を BGP/MPLS VPNで受信した場
合、 BGP/MPLS VPNスタティック経路情報を優先します。

◇ MPLS連携情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ BGP関連］→［ MPLS連携情報］ 

MPLS解決 

MPLS解決を使用する場合は、“使用する”を選択します。

“使用する”を選択した場合、 BGPで受信した経路の解決

に MPLSを使用し、 MPLSのラベルパスにマッピングし

ます。 MPLSトンネル接続上で BGPを用いる場合は、“使

用しない”を選択してください。
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18.5 OSPF関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］

◇ルータ ID情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ルータ ID情報］

ルータ ID 

OSPF接続で、自装置を唯一に示す IDを設定します。 ID

は、ほかルータと重複しない値を指定し、一般的には自
装置の IPv4アドレスを使用します。

設定を省略または 0.0.0.0を指定した場合、以下のとおり 

IDを自動的に選択し、使用します。 

• ループバックインタフェースに追加 IPアドレスが設定

されている場合は、その IPアドレスを選択し、使用し

ます。 

• ループバックインタフェースに追加 IPアドレスが設定

されていない場合は、 LANインタフェース／リモート

インタフェースに設定されている IPv4アドレスの中か

らインタフェースの Up／ Downの状態に関係なく最

大の IPv4アドレスを選択し、使用します。なお、リ

モートインタフェースの相手側 IPアドレスと LANイ

ンタフェースのセカンダリ IPアドレスは選択対象とな

りません。 

OSPFルータ IDは、他装置と重複しないように指定してく
ださい。正しくルーティングできない場合があります。
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◇ OSPFエリア情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

現在、この装置に設定されている OSPFエリア情報の定義が表示されています。エリア定義数は、 MR1000　仕様一覧

「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

［ OSPFエリア情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

→［追加］

［ OSPFエリア基本情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

→［追加］→［ OSPFエリア基本情報］

エリア ID

エリア IDをアドレス（ドット形式）または 10進数を使用

して指定します。 

OSPFを利用する場合は、エリア IDを必ず設定してください。

エリア種別

バックボーンエリア以外のエリアに対し、エリア種別を
選択します。

バックボーンエリアにスタブエリアまたは準スタブエリア
を設定した場合も、通常エリアとして動作します。
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デフォルトルートコスト値

エリア境界ルータがスタブエリアまたは準スタブエリア
に広報するデフォルトルートのコストを 0～ 16777215の

範囲で指定します。

［経路集約情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

→［追加］→［経路集約情報］

現在、この装置に設定されている経路集約情報の定義が表示されています。 1エリアでの経路集約情報の定義数は、 

MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。

ネットワークアドレス

エリア内部経路で集約するネットワークアドレスを指定
します。

ネットマスク

ネットマスクを選択します。

コスト

集約経路情報のコストを 10進数を使用して 0～ 

16777215の範囲で指定します。省略時は、集約される経

路情報の中でもっとも大きい値のコストが使用されます。
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［サマリ LSA入力可否情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

→［追加］→［サマリ LSA入力可否情報］

現在、設定されているサマリ LSA入出力可否定義の一覧です。処理は優先順位 1から順に行われます。サマリ LSA入出

力可否の定義数は MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリッ

クし、次のページへ進みます。

サマリ LSAの入力時は、優先順位の高い定義から順に入力方向の対象経路情報を参照し、一致した経路情報があった時

点で定義された動作を行います。なお、一致した以降の対象経路情報は参照されません。

また、入力方向のすべての対象経路情報に一致しないサマリ LSA経路情報は遮断されます。サマリ LSAの出力時は、優

先順位の高い定義から順に出力方向の対象経路情報を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行いま
す。なお、一致した以降の対象経路情報は参照されません。また、出力方向のすべての対象経路情報に一致しないサマリ 
LSA経路情報は遮断されます。

動作

対象経路情報に該当するサマリ LSAの動作を以下の 2つ

から選択します。 

• 透過
対象経路情報と一致した場合にサマリ LSAをエリア間

で透過します。 

• 遮断
対象経路情報と一致した場合にサマリ LSAをエリア間

で遮断します。

方向

サマリ LSA入出力可否の判断を行うタイミングを選択し

ます。 

• 入力
サマリ入出力可否の判断を、ほかのエリアからの入力
時に行う場合にチェックします。 

• 出力
サマリ入出力可否の判断を、ほかのエリアからの出力
時に行う場合にチェックします。
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対象経路情報

入力可否の対象となる経路情報を選択します。 

• すべて
すべてのサマリ LSAを入出力可否情報の対象とします。 

• 経路情報指定
入出力可否の対象とする経路情報を指定します。
経路情報を指定するときは、サマリ LSA経路の検索条

件として、“完全に一致”または、“マスクした結果が
一致”を選択します。“完全に一致”を選択すると、
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

たサマリ LSA経路情報を入出力可否の対象とします。

“マスクした結果が一致”を選択すると、指定した IP

アドレスと、サマリ LSA経路情報を、指定したアドレ

スマスクでマスクした結果が一致した場合、そのサマ
リ LSA経路情報を入出力可否の対象とします。

「 OSPF関連集約経路情報」で設定している集約経路情報
は、そのエリアからの出力時には遮断できません。
以下の経路情報は、サマリ LSA入出力可否の対象となりま
せん。 

• 各エリアの AS境界ルータから注入された AS外部経路 

• スタブエリアおよび準スタブエリアのエリア境界ルー
タが注入するデフォルト経路 

• type4のサマリ LSA
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［バーチャルリンク情報］
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ OSPFエリア情報］

→［追加］→［バーチャルリンク情報］

現在、この装置に設定されているバーチャルリンク情報の定義が表示されています。バーチャルリンク情報の定義数は、 
MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。

接続先ルータ ID

接続先ルータの OSPFルータ IDを指定します。 

Helloパケット送信間隔

バーチャルリンク接続先との OSPF隣接関係の維持に使用

する Helloパケットの送信間隔を指定します。奨励値は

“ 10秒”です。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒

バーチャルリンク接続先と同じ Helloパケット送信間隔を
指定してください。異なる値を指定するとルーティングを
行うことができません。
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隣接ルータ停止確認間隔

バーチャルリンクでの OSPF隣接関係の維持に使用する、

隣接ルータ停止確認間隔を指定します。 Helloパケット送

信間隔より大きな値を設定する必要があります。 Helloパ

ケット送信間隔の 4倍をお薦めします。通常は“ 40秒”

を指定します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒

バーチャルリンク接続先と同じ隣接ルータ停止確認間隔を
指定してください。異なる値を指定するとルーティングを
行うことができません。

パケット再送間隔

バーチャルリンクで OSPFパケットを再送する間隔を指定

します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒 

LSUパケット送信遅延時間 

LSU（ Link State Update）パケットの送信遅延時間を指

定します。 LSUパケットでは、 LSA（ Link 

StateAdvertisement）を作成してからの経過時間に対し、

この設定時間を加算して広報します。

有効範囲） 
1～ 18時間 

1～ 1092分 

1～ 65535秒

一般的な装置では、 LSUを作成してからの経過時間が 1時
間となった LSAを破棄します。このため、 LSU送信遅延
時間に 1時間以上を設定した場合は、正しくルーティング
できない場合があります。

認証方式

パケットに対する認証方式を選択します。

鍵種別

テキスト認証で使用する鍵の種別を選択します。

認証鍵

テキスト認証で使用する鍵を指定します。鍵種別が“文
字列”の場合は、 8文字以内で指定します。鍵種別が“ 16

進数”の場合は、 16進数を使用して 16桁以内で指定しま

す。 16桁未満の鍵を指定した場合は、 16桁になるまで 

0x0でパディングされます。 

MD5認証鍵 ID

バーチャルリンクの MD5認証で使用する鍵 IDを 1～ 255
の範囲で指定します。 

MD5認証鍵

バーチャルリンクの MD5認証で使用する鍵を指定しま

す。 16文字以内で指定します。
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◇ AS境界ルータ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ AS境界ルータ情報］

デフォルトルート

デフォルトルートを広報する際の条件を選択します。

メトリック値

デフォルトルートのメトリック値を 0～ 16777214の範囲

で指定します。

外部メトリック種別

外部メトリックの種別を選択します。
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◇ AS外部経路集約情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］→［ AS外部経路集約情報］

現在、このネットワークに設定されている AS外部経路集約情報の定義が表示されています。処理は、優先順位 1から順

に行われます。 AS外部経路集約情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してく

ださい。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

ネットワークアドレス 

AS外部経路で集約するネットワークアドレスを指定します。

ネットマスク

ネットマスクを選択します。
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◇ OSPF再配布フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ OSPF関連］

→［ OSPF再配布フィルタリング情報］

現在、このネットワークに設定されている OSPF再配布フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順

位 1から順に行われます。 OSPF再配布フィルタリング情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一

覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致
した以降の条件は参照されません。

すべてのフィルタリング条件に一致しない再配布経路情報は遮断されます。

動作 

OSPFに再配布する再配布経路情報の動作を以下の 2つか

ら選択します。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

フィルタリング条件

対象とするフィルタリング条件を設定します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とします。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、再配布経路の検索条
件として、“完全に一致”または、“マスクした結果が
一致”を選択します。
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検索条件 

• 完全に一致
指定した IPアドレスとアドレスマスクが完全に一致し

た再配布経路情報をフィルタリング対象とします。 

• マスクした結果が一致
指定した IPアドレスと、再配布経路情報のそれぞれ

を、指定したアドレスマスクでマスクした結果が一致
した場合、その再配布経路情報をフィルタリング対象
とします。

デフォルトルートを OSPFに再配布する場合は、「 AS境界

ルータ情報」の設定も必要となります。

メトリック

経路情報を OSPFに再配布する際のメトリック値、メト

リックタイプを指定する場合は、“指定する”を選択しま
す。“指定しない”を選択した場合は、「ルーティングマ
ネージャ情報」で設定したメトリック値、および、メト
リックタイプとなります。なお、本設定は動作に“透過”
を設定した場合に有効です。

メトリック値 

OSPFに再配布する際のメトリック値を 0～ 16777214の

範囲で指定します。

動作に遮断を指定した場合、メトリック値は指定できません。

メトリックタイプ 

OSPFに再配布する際のメトリックタイプを選択します。
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18.6 IPv6ルーティングマネージャ情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6ルーティングマネージャ情報］

◇ IPv6再配布情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6ルーティングマネージャ情報］

→［ IPv6再配布情報］ 

RIP

インタフェース経路情報

インタフェース経路情報を RIPに再配布するかどうかを選

択します。

スタティック経路情報

スタティック経路情報を RIPに再配布するかどうかを選択

します。 

DNS経路情報  

DNS経路情報を RIPに再配布するかどうかを選択します。

メトリック値 

RIPに再配布する際のメトリック値を選択します。 

DHCP経路情報 

DHCP経路情報を RIPに再配布するかどうかを選択します。

メトリック値 

RIPに再配布する際のメトリック値を選択します。
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◇ IPv6優先度情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6ルーティングマネージャ情報］

→［ IPv6優先度情報］

優先度

複数のルーティングプロトコルで同じ経路情報を受信し
た場合や受信した経路情報がスタティック経路情報と同
じだった場合、どの経路情報を優先的に使用するかを優
先度で判断します。

優先度は、 10進数を使用して 1～ 254で指定します。よ

り小さい値が、より高い優先度を示します。 

RIP

 

RIP経路情報の優先度を指定します。省略時は、 120が設

定されます。 

DNS

 

DNS経路情報の優先度を指定します。省略時は、 15が設

定されます。 

DHCP

 

DHCP経路情報の優先度を指定します。省略時は、 10が

設定されます。 

• 優先度は、ほかのプロトコルやスタティック経路情報
に設定されている値と同じ値は指定しないでください。 

• スタティック経路情報の優先度の初期値は 0です。
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18.7 IPv6 RIP関連

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6 RIP関連］

◇ IPv6 RIPタイマ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6 RIP関連］

→［ IPv6 RIPタイマ情報］

定期広報タイマ 

RESPONSEパケットで定期的に経路を広報する間隔を指

定します。初期値は 30秒です。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間

有効期限タイマ 

RESPONSEパケットで更新されない経路情報の有効期限

を指定します。初期値は 180秒です。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間

ガーベージタイマ

有効期限が切れた場合に、その経路情報をメトリック 16
で広報する時間を指定します。初期値は 120秒です。

有効範囲） 
10～ 3600秒 

1～ 60分 

1時間
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◇ IPv6 RIPマルチパス情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6 RIP関連］

→［ IPv6 RIPマルチパス情報］

マルチパス数 

RIPで受信可能な同じあて先への経路情報数を指定しま

す。指定できる範囲は 1～ 2です。初期値は 1です。

◇ IPv6 RIP再配布フィルタリング情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ルーティングプロトコル情報」→［ IPv6 RIP関連］

→［ IPv6 RIP再配布フィルタリング情報］

現在、設定されている RIP再配布フィルタリング情報の定義が表示されています。処理は優先順位 1から順に行われます。 

RIP再配布フィルタリング情報の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してくださ

い。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順に条件を参照し、一致した経路情報があった時点で定義された動作を行います。なお、一致
した以降の条件は参照されません。
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動作 

RIPに再配布する経路情報の動作を以下の 2つから選択し

ます。 

• 透過
条件と一致した場合にパケットを透過します。 

• 遮断
条件と一致した場合にパケットを遮断します。

フィルタリング条件

対象とするフィルタリング条件を設定します。 

• すべて
すべての経路情報をフィルタリング対象とします。 

• デフォルトルート
デフォルトルートをフィルタリング対象とします。 

• 経路情報指定
フィルタリングの対象とする経路情報を指定できま
す。経路情報を指定するときは、再配布経路の検索条
件として、“完全に一致”または、“マスクした結果が
一致”を選択します。

検索条件 

• 完全に一致
指定したプレフィックスとプレフィックス長が完全に
一致した再配布経路情報をフィルタリング対象としま
す。 

• マスクした結果が一致
指定したプレフィックスと、再配布経路情報のそれぞ
れを、指定したプレフィックス長でマスクした結果が
一致した場合、その再配布経路情報をフィルタリング
対象とします。

すべてのフィルタリング条件に一致しない経路情報は遮断
されます。
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19 マルチキャスト情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「マルチキャスト情報」 

19.1 IPマルチキャスト情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「マルチキャスト情報」→［ IPマルチキャスト情報］ 

PIM-SM

 

RP候補

ランデブー・ポイント（ RP）の設定です。マルチキャス

ト・ルーティングプロトコルに PIM-SMを利用する場合

は、 RPとして動作するルータがネットワーク上に 1台以

上必要です。 RPの設定は、 1台のルータだけで行っても、

複数のルータで行っても構いません。トラフィックを分
散する場合は、複数台のルータで RPの設定を行っておき

ます。 

IPアドレス 

RPとして動作するインタフェースの IPアドレスを

指定します。 0.0.0.0を指定または指定しない場合

は、 RPとして動作できるインタフェースを自動で

検索します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

プライオリティ 

RPのプライオリティ情報を 10進数を使用して、 0
～ 255の範囲で指定します。数が小さいほど優先

度は高くなります。初期値は 0です。
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BSR候補

ブート・ストラップ・ルータ（ BSR）の設定です。マル

チキャスト・ルーティングプロトコルに PIM-SMを利用

する場合は、 BSRとして動作するルータがネットワーク

上に必要です。 BSRの設定は、 1台のルータだけで行って

も、複数のルータで行っても構いません。障害に強い
ネットワークを構成する場合は、複数台のルータで BSR

の設定を行っておきます。 

IPアドレス 

BSRとして動作するインタフェースの IPアドレス

を指定します。 0.0.0.0を指定または指定しない場

合は、 BSRとして動作できるインタフェースを自

動で検索します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

プライオリティ 
BSRのプライオリティ情報を 10進数を使用して、 

0～ 255の範囲で指定します。数が大きいほど優先

度は高くなります。初期値は 0です。 

SPTへの経路変更 

SPT（ Shortest Path Tree）への経路変更を選択します。 

SPTの設定は、マルチキャスト・パケットを受信者となる 

last hop router上で行います。

即時 

SPTへの経路変更を転送速度に関係なく即時行う

場合に選択します。通常は、この設定を選択します。

転送速度

転送速度によって SPTへの経路変更を行う場合に

選択します。マルチキャスト・トラフィックがし
きい値となる転送速度を上回ったときに SPTが切

り替わります。 1～ 100000Kbpsまたは 1～ 

100Mbpsの範囲で指定します。 

register

 

PIM Registerパケットを設定します。マルチキャスト・

パケットを送信するルータ上で行います。

チェックサム 

PIM Registerパケットの送信時のチェックサムの

計算方法を設定することができます。 

PIM Registerパケットのチェックサムの計算範囲

は、 RFC2362ではヘッダ部だけで計算するように

定義されていますが、一部のルータはパケット全
体で計算します。このようなルータが RPを行う場

合は、 PIM Registerパケットが受信されない可能

性があるため、チェックサムの計算範囲を“パ
ケット全体”に変更する必要があります。

本装置は PIM Registerパケットの受信時に、ヘッ

ダ部（ RC2362準拠）とパケット全体の 2つの方法

で計算するため、本装置が RPを行う場合は、どち

らの計算方法のパケットを受信しても問題はあり
ません。
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19.2 IPマルチキャストスタティック経路情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「マルチキャスト情報」→［ IPマルチキャストスタティック経路情報］

現在、設定されている IPマルチキャストスタティック経路情報の定義が表示されています。 IPマルチキャストスタ

ティック経路の定義数は、 MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタ

ンをクリックし、次のページへ進みます。

配送元ホストアドレス

配送元ホストを IPv4アドレスで指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

マルチキャストグループアドレス

マルチキャストグループアドレスを 224.0.1.0～ 

239.255.255.255の範囲の IPv4アドレスで指定してくだ

さい。

入力インタフェース

入力インタフェースを選択してください。

出力インタフェース

出力インタフェースを指定します。 LAN0～ maxまたは、 

rmt0～ maxで指定してください。複数指定する場合は、“ ,”

で区切ります。範囲指定の場合は“ -”で区切ります。出力

インタフェースは 20個まで設定できます。
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20 UPnP情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 UPnP情報」 

20.1 基本情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 UPnP情報」→［基本情報］ 

UPnP機能 

UPnP対応装置や UPnP対応アプリケーションプログラム

を使用する場合は“使用する”を選択します。 

• UPnP対応装置のマニュアルを参照して、 UPnP機能を使
用するように設定されていることを確認してください。 

• UPnP対応装置は DHCP機能を利用することで簡単に使
用できるようになっていますので、本装置の DHCP
サーバ機能を使用することをおすすめします。 

• マルチ NAT機能を使用しないインタフェースに UPnP
対応装置を接続してください。マルチ NAT機能を使用
するインタフェースへの通信に対して VoIP NATトラ
バーサル機能が動作します。
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21 MPLS情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 MPLS情報」 

21.1 基本情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 MPLS情報」→［基本情報］ 

MPLS TTL伝達 

MPLSから IP、または IPから MPLSにパケットを交換す

るときに、 TTLの情報を伝達する場合は、“する”を選択

します。 

LDP

 

router ID

使用するルータを特定する IDを有効な IPv4アドレスで指

定します。 0.0.0.0の場合、 LDP機能は動作しません。

制御方式 

LDPの制御方式を選択します。 

IPv4 Transportアドレス  

LDPがピアとの通信に使用する送信元 IPv4アドレスを指

定します。装置のループバックインタフェースに設定し
た IPv4アドレスを指定します。 0.0.0.0を指定した場合

は、 LDPが動作するインタフェースの IPv4アドレスが 

IPv4 Transport Addressとして使用されます。省略時は、 

0.0.0.0が設定されます。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254
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22 ブリッジ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ブリッジ情報」 

22.1 ブリッジグループ情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ブリッジ情報」→［ブリッジグループ情報］
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ブリッジグループ情報設定項目はブリッジ機能を使用する場合だけ有効です。ブリッジグループ情報の定義は、 
MR1000　仕様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のペー

ジへ進みます。

◇ブリッジグループ情報（グループ識別子 0の場合）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ブリッジ情報」→［ブリッジグループ情報］→「グループ識別子 0」［修正］

学習テーブル生存時間

グループ識別子 0で設定した学習テーブル生存時間が全グ

ループで使用されます。初期値は 5分です。

有効範囲） 
1～ 11日 

1～ 277時間 

1～ 16666分 

10～ 1000000秒 

IPv4ルーティング機能 

IPv4をルーティングによって制御する場合は、“使用す

る”を選択します。
ブリッジ情報 261



Webリファレンス（ V21）
 

転送ポリシ 

IPv4ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ内

へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティング
によって転送するかどうかを選択します。

受信フレームのあて先 MACアドレスが受信インタフェー

スあてであるが、あて先 IPアドレスが受信インタフェー

スあてではない場合、 IPv4ブリッジ動作時に、グループ

内からグループ外へルーティングによって転送します。 

IPv4をルーティングするインタフェースで受信したパ

ケットが、ルーティングによって IPv4をブリッジするイ

ンタフェースへ出力される場合、 IPv4ブリッジ動作時に、

グループ外からグループ内へルーティングによって転送
します。 

strictを選択した場合、これらの転送をブロックすること

で、ブリッジ転送対象外のパケットに対してもグループ
内に閉じた通信を行うことができます。 

• strict

IPv4ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ

内へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティ
ングによって転送しません。 

• loose

IPv4ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ

内へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティ
ングによって転送します。 

IPv6ルーティング機能 

IPv6をルーティングによって制御する場合は、“使用す

る”を選択します。

転送ポリシ 

IPv6ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ内

へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティング
によって転送するかどうかを選択します。

受信フレームのあて先 MACアドレスが受信インタフェー

スあてであるが、あて先 IPアドレスが受信インタフェー

スあてではない場合、 IPv6ブリッジ動作時に、グループ

内からグループ外へルーティングによって転送します。 

IPv6をルーティングするインタフェースで受信したパ

ケットが、ルーティングによって IPv6をブリッジするイ

ンタフェースへ出力される場合、 IPv6ブリッジ動作時に、

グループ外からグループ内へルーティングによって転送
します。 

strictを選択した場合、これらの転送をブロックすること

で、ブリッジ転送対象外のパケットに対してもグループ
内に閉じた通信を行うことができます。 

• strict

IPv6ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ

内へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティ
ングによって転送しません。 

• loose

IPv6ブリッジを行う場合に、グループ外からグループ

内へ、およびグループ内からグループ外へ、ルーティ
ングによって転送します。

リモートインタフェース間ブリッジ

リモートインタフェースから受信したフレームを別のリ
モートインタフェースへブリッジする場合は、“する”を
選択します。 

STP

ブリッジの優先度

ルートブリッジ決定アルゴリズムで使用するブリッジの
優先度を 0～ 65535の範囲で指定します。ブリッジの優

先度は、値の小さい方がより優先となります。この設定
項目は STPを使用する場合だけ有効です。
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ブリッジの Hello待ち時間

ルートブリッジまたは代表ブリッジから送出される構成
情報 BPDUの待ち時間を 6～ 40秒の範囲で指定します。

この設定項目は STPを使用する場合だけ有効です。

ブリッジの Hello送出間隔

ルートブリッジになったときに送出する構成情報 BPDU

の送出間隔を 1～ 10秒の範囲で指定します。この設定項

目は STPを使用する場合および本装置がルートブリッジ

として動作する場合だけ有効です。

フォワーディング遅延時間

構成情報 BPDUが、一番時間がかかる経路に届く時間を

設定します。フォワーディング遅延時間を 4～ 30秒の範

囲で指定します。この設定項目は STPを使用する場合お

よび本装置がルートブリッジとして動作する場合だけ有
効です。

◇ブリッジグループ情報（グループ識別子 1～ 7の場合）
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ブリッジ情報」→［ブリッジグループ情報］

→［グループ識別子 1］［修正］

「学習テーブル生存時間」、「 IPv4ルーティング機能」、「 IPv6ルーティング機能」および「リモートインタフェース間ブ

リッジ」は「ブリッジグループ情報（グループ識別子 0の場合）」を参照してください。
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23 ProxyDNS情報／ URLフィルタ情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 ProxyDNS情報  URLフィルタ情報」

◆ ProxyDNSには以下の機能があります。 

•

 

DNSサーバの自動切り替え機能

パソコンに本装置の IPアドレスを DNSサーバとして登録しておくと、接続先によって問い合わせる DNSサーバ

を自動的に切り替えます。 

•

 

DNSサーバ機能

ホストデータベース情報にホスト名と IPアドレスのペアを登録しておくと、 ProxyDNSは該当ホスト名へのアク

セスを登録された IPアドレスへのアクセスとして切り替えます。 

•

 

URLフィルタ機能

特定のドメイン名（範囲指定も可）へのアクセスを禁止することができます。この機能は順引き情報設定で設定し
ます。 

•

 

DNS問い合わせタイプフィルタ機能

送信元 IPアドレス範囲から送信される特定の問い合わせタイプの DNSパケットを破棄することができます。この

機能は順引き情報設定で設定します。
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23.1 順引き情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 ProxyDNS情報  URLフィルタ情報」→［順引き情報］

順引き情報はドメイン名により DNSサーバを切り替える範囲を指定する場合、特定のドメイン名へのアクセスを禁止す

る場合、送信元 IPアドレス範囲からの特定の問い合わせタイプの DNSパケットを破棄する場合など、ドメイン名・問

い合わせタイプ・送信元 IPアドレスの組み合せによりいろいろな使い方ができます。定義数は、 MR1000　仕様一覧

「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。
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ドメイン名

対象とするドメイン名の範囲を 80文字以内で指定します。

ただし、以下のように、“ *”および“ ?”はワイルドカー

ドとして使用されるため、ドメイン名には使用できませ
ん。なお、ドメイン名のチェックには大文字／小文字の
区別はありません。

“ *”： 0文字以上の任意の文字に一致する

“ ?”： 1文字の任意文字に一致する

記述例）

タイプ

対象とする問い合わせタイプを以下から選択します。（）
内はタイプの番号です。 

• すべて（ PTR（ 12）を除く） 

• A（ 1） 

• NS（ 2） 

• CNAME（ 5） 

• SOA（ 6） 

• HINFO（ 13） 

• MX（ 15） 

• AAAA（ 28） 

• SRV（ 33） 

• その他

任意のタイプを指定する場合は、“その他”を選択し、 10
進数を使用して、 1～ 11、 13～ 65535の範囲で指定します。

送信元 IPアドレス

フィルタリング条件としての送信元 IPアドレスを IPv4ア

ドレス／ネットマスク、または IPv6アドレス／プレ

フィックスの形式で設定します。

動作

対象ドメイン、問い合わせタイプ、送信元 IPアドレスに対

する動作を以下の 4つから選択します。 

• 廃棄する
該当ドメインの転送を無効にするフィルタ（ URLフィ

ルタ）または、該当問い合わせタイプの DNSパケッ

トの転送を無効にするフィルタ（問い合わせタイプ
フィルタ）として利用します。 

• 接続先の DNSサーバへ問い合わせる

接続先情報で設定された DNSサーバへ問い合わせま

す。どのネットワークで使用するかを選択します。選
択したネットワークに複数の接続先が登録されている
場合は、マルチルーティングと優先順位に従って接続
先を決定します。 

• 接続先の DNSサーバへ指定ネットワークを経由して

問い合わせる
接続先情報で設定した DNSサーバへ問い合わせます。

どのネットワークで使用するかを選択します。選択し
たネットワークに複数の接続先が登録されている場合
は、マルチルーティングと優先順位に従って接続先を
決定します。
“接続先の DNSサーバへ問い合わせる”との違いは、

必ず指定したネットワークを経由して DNSサーバへ

問い合わせることです。また、解決したホストへのホ
スト経路自動作成に“する”を選択することにより、 
DNS解決したホストへのホスト経路を自動で作成する

ことができます。 

• 設定した DNSサーバへ問い合わせる

特定の DNSサーバへ問い合わせます。問い合わせる 

DNSサーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff

条件 一致 

www.*.com www.testa.com、 
www.test1.test.com

*test* www.test.com、 test.com、 
test.co.jp

www.test？ .com www.test1.com、 www.test2.com、 

www.testA.com
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23.2 逆引き情報

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「 ProxyDNS情報  URLフィルタ情報」→［逆引き情報］

逆引き情報は IPアドレスにより DNSサーバを切り替える範囲を指定する場合に使用します。定義数は、 MR1000　仕

様一覧「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みま

す。

優先順位の高い定義から順にパケットのチェックを行い、すべての条件が一致した場合に定義された動作を行います。
ただし、分割されたパケットに対しては正しく扱えません。

ネットワークアドレス

対象とするネットワークアドレスを以下の 4つから選択し

ます。 

• すべて 
IPv4と IPv6両方を選択します。 

• IPv4すべて 

IPv4アドレスをすべて選択します。 

• IPv6すべて 

IPv6アドレスをすべて選択します。 

• 指定する 
IPv4アドレス／ネットマスクまたは IPv6アドレス／

プレフィックスの形式で指定します。
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動作

対象ドメインに対する動作を以下の 3つから選択します。 

• 廃棄する
該当ネットワークの転送を無効にするフィルタを指定
します。 

• 接続先の DNSサーバへ問い合わせる

接続先情報で設定された DNSサーバへ問い合わせま

す。どのネットワークで使用するかを選択します。選
択したネットワークに複数の接続先が登録されている
場合は、マルチルーティングと優先順位に従って接続
先を決定します。 

• 接続先の DNSサーバへ指定ネットワークを経由して

問い合わせる
接続先情報で設定した DNSサーバへ問い合わせます。

どのネットワークで使用するかを選択します。選択し
たネットワークに複数の接続先が登録されている場合
は、マルチルーティングと優先順位に従って接続先を
決定します。
“接続先の DNSサーバへ問い合わせる”との違いは、

必ず指定したネットワークを経由して DNSサーバへ

問い合わせることです。また、解決したホストへのホ
スト経路自動作成に”する”を選択することにより、 
DNS解決したホストへのホスト経路を自動で作成する

ことができます。 

• 設定した DNSサーバへ問い合わせる

特定の DNSサーバへ問い合わせます。問い合わせる 

DNSサーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。

有効範囲） 
1.0.0.1～ 126.255.255.254

128.0.0.1～ 191.255.255.254

192.0.0.1～ 223.255.255.254

::2～ fe7f:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:fff

fec0::～ feff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff
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24 ホストデータベース情報
［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ホストデータベース情報」

［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ホストデータベース情報」→［全表示］

登録しているホストデータベース情報の定義が表示されています。ホストデータベースの定義数は、 MR1000　仕様一覧

「 2.3 システム最大値一覧」（ P.19）を参照してください。処理するボタンをクリックし、次のページへ進みます。
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［操作］ 「設定メニュー」→ルータ設定「ホストデータベース情報」→［修正］

◆ホストデータベースには以下の機能があります。 

•

 

DNSサーバ機能

「ホスト名」「 IPアドレス」のペアを登録することにより、 ProxyDNSの DNSサーバ機能を使用することができます。 

• リモートパワーオン機能

「 MACアドレス」を登録することにより、 Wakeup on LAN機能を使用することができます。 

•

 

DHCPスタティック機能

「 IPアドレス」「 MACアドレス」のペアを登録することにより、 DHCPで割り当てられる IPアドレスを端末固有の

ものとすることができます。

ホスト名 

DNSサーバ機能で使用されます。 80文字以内で指定しま

す。使用できる文字は半角英数字、“ ,”、“ -”です。その

他の記号は使用できません。 

IPv4アドレス 

DNSサーバ機能および DHCPスタティック機能で使用さ

れます。 

IPv6アドレス 

DNSサーバ機能で使用されます。 

MACアドレス 

DHCPスタティック機能、リモートパワーオン機能で使用

されます。 MACアドレスは以下の形式で指定します。 

xx:xx:xx:xx:xx:xx（ xxは 2桁の 16進数）

電源制御（リモート電源制御）

本装置と同じセグメントに存在する Wakeup on LAN対応

機器を、リモートパワーオン指示の対象とする場合は、
“対象”を選択します。

この設定はスケジュール機能や手動操作でリモートパ
ワーオンを指示する場合に使用されます。
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